
I SSN 0910・5352

東京都微生物検査情報
Tokyo-to    Biseibutsu    Kensa    Joho

(Monthlv  EDidemioloaical  Record. Tokyo )

第12 巻 第1 号

( 平成3 年1 月分月報)

平成3 年2 月28日発行

東京都立衛 生研 究所

i話 題 我が国におけるヒト由来サルモネラ血清型

の分布状況(1979~89 年: 海外由来株)

東京都における最近10 年間(1980~89 年) のヒ

ト由来サルモネラの血清型分布については本誌第

11巻、第7 号で、また、全国の国内由来株のそれ

については前号で紹介した。本号では、それらと

比較して全国(1979~89 年の11 年間) の海外由

来株の成績を紹介する。資料は、全国地方衛生研

究所から病原微生物検出情報として国立予防衛生

研究所に報告されたサルモネラの型別結果による。

この11年間に全国地方衛生研究所で血清型別に

供された菌株数は総計51,339 株で、このうちその

約13% に当たる6,760株が海外旅行者等による海

外由来株であった。それらの分離株の〇群は国内

由来株より1 種多い18 種と多彩であったが、04

群、07 群、08 群、03 、10 群の4 種の〇群が主

体で、全体の約83  %を占めた。なお、これらのO

群は国内由来株においても優勢であったが、09 群

の占める割合は国内由来株に比して低かった。

これら海外由来株の血清型は計176 種類に及び、

このうち128 は国内由来株と共通して認められた

が、残りの48 血清型は海外由来株のみに限られる

ものであった。

下表にこれまでの11年間に認められた血清型の

うち頻度上位20 位までに入るものを挙げ、同時に

各年におけるそれらの検出順位を示した。 11年間

の合計で最も高頻度( 第1 位~第5 位) に検出さ

れた血清型はS.Anatum 、S.Derby 、S.Agona 、

S.Typhimurium 、S.Blockley の順であった。こ

れを国内由来株と比較してみると、上位20 位まで

のうち10 種類の血清型が共通するが、上位10 位

まででは共通するのはS. Agona と5. Typhimu-

rium の2 血清型のみで、海外由来と国内由来と

では血清型の分布はかなり異なっている。なお、

この傾向は東京都のみの分離株の場合も同様であ

(8 ページヘつづく)

海外ヒト由来サルモネラ主要血清型の年次別出現頻度順位(1979~89 年: 全国地研)

順位  血清型    菌株数  1979 '80 '81 '82 '83 *84 '85 '86 ・87 '88 '89

1  Anatum      609    1  2  1  1  1  1  2  1  2  3  2

2  Derby       470    3  1  2  2  2  2  10  4  3  5  5

3  Agona      355   1  3  3  4  4  4  3  3  4  8 13

4  Typhimuri 屈   325   4  6  5  5  6  6  3  4  4  2  6

5  Blockley    317   -  -  - 20  5  3  1  2  1  1  1

6  Senftenberg   256   10  4  8  3  3 11 12  7 11 12 10

7  Newport    222   7  5 10 10  7  7  6 12 12 11  -

8  Weltevreden   203    12  -  5  8  18  11  7  8  7  6  4

9  Virchow      187    10  13  12  15  10  15  9  6  12  7  8

10  London       170    5  10  7  6  9  10  16  -  -  16  19

11  Stanley     165    9  9 16 11  8 11 13 13 16 13 15

12  Krefeld     161   17 10  -  7 13  -  5  8  8 16 13

13  Infantis    147   12 13 13 11 10 17 13 15 19  9 19

14  Panama       138    16  -  -  17  15  5  10  8  10  9  -

15  Bovismorbificans 134   5  8 10 11 20  -  -  - 16 15 -

16  Cerro       124    7  9  - 20 15 11 15 15  -  - 18

17  Hadar       116    -  -  -  -  -  -  -  8  6  4  3

18  Mbamdaka     106    -  -  9 17 20 16  - 14 14 13 16

19  Braendenrup   98   - 18  -  -  -  -  7 15  8 19 19

20  Saintpaul    91   -  -  - 20 10  8 20 20 16 20  -

- =20 位以下



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査 材 料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 O-1 以外 A B C D 計

千代田 区神田保 健所 513

中 央 区 中 央 保 健 所 906

港区保健衛生課検査係 2,089

新 宿 区 四 谷 保 健 所 1,921

文 京 区 衛 生 試 験 所 362

台 東 区 下 谷 保 健 所 16

墨 田 区 向 島 保 健 所 17

江 東 区 城 東 保 健 所 13

〃 深 川 保 健 所 74

品 川 区 衛 生 試 験 所 1,553(1)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,310

大 田 区 衛 生 検 査 所 2,422

世田谷区世田谷保健所 125

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 987

中 野 区 衛 生 試 験 所 1,816

杉 並 区 衛 生 試 験 所 1,733(17) 2 (2) 2(2)

農島区池袋・長崎保健所 1,487

北 区 衛 生 試 験 所 388

荒 川 区 荒 川 保 健 所 304

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 2,634

練 馬 区 衛 生 試 験 所 3,073

足 立 区 衛 生 試 験 所 1,653(4)

葛飾区葛 飾北保 健所 2,027

江戸 川区 小岩保健所 2,088

小    計 29,511(22) 2(2) 2 (2)

東 京 都 三 鷹保健所 355

八王子保健所 81

田 無保健所 187

島しょ保健所 大  島 336

三  宅 41

八  丈 218

小 笠 原 0

小    計 1,218

衛生研究所 本  所 603(212) 5 (5) 2 (2) 2(2) 2 (2)

多摩支所 617

小    計 1,220(212) 5 (5) 2 (2) 2(2) 2(2)

合     計 31,963(234) 5 (5) 2(2) 2(2) 2(2) 4 (4)

( ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及ひ病原菌検出状況
3年1 月分

検       出       状       況

チフス菌
パラチフ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

2 1

1

3

1

1

3 2 2

1 1 (1) 13 (13)

2 1

1 1 1

2

11 6 5 巾 1 3 13 (13)

4 (4) 3(3) 6(5) 3 (3) 2 (2) 55 (55)

1

4 (4) 4(3) 6(5) 3(3) 2(2) 55 (55)

15 (4) 10(3) 11 (6) 4(3) 5(2) 68 (68)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及ぴ東京)

菌  種  名

全   国( 2 年12月分) 東 京( 3 年1 月分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 31 (7) 120 2(2) 4 (4) 8(8) 5 (5)

赤 痢 菌(A-D 群) 89  (4) 10(1) 19 皿) 5(5) 2(2) 2 (2)

チ   フ   ス   菌 2 1

パ  ラ チ フ ス A 菌 1

そ

の

他

の

サ

ル

モ

ネ

ラ

04  (B) 25  C5) 37 1(1) 4(4) 11 3

07  (C ぃC4) ^ ■^ (2) 21 1(1) 4(3) 6 3

08(C2 、Ci) 21 (1) 25 7(7) 6(5) 5 (1) 2

09  (D,) 25 24 3(3) 2(2) 3

09 、46 (D2)

03 、10 (E, 、E2 、Ea) 7 (1) 3(3) 30) 1

01 、3、19 (Ei) 3(1) 3(3)

013  (G, 、G,)

018  (K) 2

そ    の    他 2 1

群    不    明 7 2 1
腸 炎 エ ル シ ニ ア 9

偽   結   核   菌 1

コ  レ ラ 菌 (0  1 ) 1(1) 5 (5) 1 (1)

μ    (0  1 以外) 4(4) 2(2)

腸 炎  ビ ブ  リ  ォ 4(4) 5 1 33  (33) 11 (11) 2(2)

そ の 他 の ビ ブ リ オ | 1  (1) 1 3(3) 2(2)

t  ロ  モ  ナ  ス 1 (1) 2 1 9(9)

カ ン ピ ロ パ ク タ ー 44  (3) 385 5 12  (12)

ブ  ド  ウ  球  菌 14 52

A 型 ウ ェ ル シ , 菌 4

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

//    ( その他)

セ  レ  ウ  ス  菌 6

淋            菌 30

髄   膜   炎   菌

レ ン サ 球 菌(A 群) 171

//      (B 群) 14

//      (C 群) 1

〃    (G 群) 6

〃    ( 不 明) 3

ジ フ テ リ  ア 菌

百 ・ 日   咳   菌 10

肺   炎   球   菌

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト ス ピ ラ

赤 痢 ァ j - バ 3 4(1)
マ    ラ    リ    ア

そ の 他 の 細 菌 14(8) 2 2 33  (33) 13  (13) 5 卜い

( ):    海外旅行者分再掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌   型

全      国( 2 年12月分) 東 京( 3 年1 月分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2

3 1

4

5

6

7

8

9

10

型不明

B 群   la

lb 1 1 1 (1)

1

2a 1 (1)

2b

3a 1(1) 1 (1) 1 (1)

3b

4a 12

4b

4 10) 10)

5a

5b

6 2 (1) 1( 川
X

Y

型不明

C 群    1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

型不明

D 群 74(3) 10(1) 13 (8) 3(3) 2(2)

その他

( ): 海外旅行者分再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年1 月16 日~2 月15 日受理分)

予研ファージ型別室

フ ァ ― ジ 型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌 分 離 年 月

チフス菌

D  1

E  1

DVS*

Ml

O

53-1

Vi-

千葉県 銚子

宮崎県 宮崎

愛媛県 松山中央

東京都 本所

兵庫県 神戸市北

沖縄県 石川

大阪府岸和田

福島県 福島

埼玉県 中央

2

1

2

1

1

1(1)

1

1

1

1 9 9 1. 1

μ

//

//

1 9 9 0. 1 2

//

1 9 9 1. 1

//

//

小 計 11(1)

パラチフスA 菌

1 茨城県下館 1(1) 1 9 9 1. 1

小 計 1(1)

合  計 12(2)

∩: 海外輸入例再掲

*:  DVS= 旦egraded Vi positive Strain
-



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(19  8 9年7 月~19  9 0年12月報告分)

C
M 
<

l
カ
ツ

ー
４
ー
カ
ツ

０
４

1
カ
ツ

４
9
カ
ツ

ｔ
8
カ
ツ

t
7
カ
ツ

ｔ
6
カ
ツ

ｔ
５
カ
ツ

ｔ
4
カ
ツ

ｔ
3
カ
ツ

４
2
カ
ツ

４
ー
カ
ツ

C
M 
*

ー
カ
ツ

1
４
1
カ
ツ

Ｏ
s

ー
カ
ツ

4
9
カ
ツ

4
8
カ
ツ

４
ア
カ
ツ

４コ

ウ

ケ

イ

Rト` ウチイウイ≪.ス    - - - - -  -  -  - - - - 1 3 6 1  - --  11
t °コルナNT     19 23 ID 9 ID  4  -  3 1  2 2 5 1  - - - --  89
コクサvキーA2     1  -  1  1  1  -  -  - - - - 9 43 6 1  - --  63
コクサVキーA3     8 6 3 - -  -  -  - - 1  - 2 1  5 - ---  26
⊃7サッキーA4    162 46 36 7 1  -  -  - 1  1  8 38 23 5 - - -- 328
コクサvキーA5     15 6 2 2 2  3  - - - - 3 31 26 15 4 2 -- Ill
コクサッキーhb     22 13 2 3 -  -  -  - - - 2 13 24 1  - - --  80
コクサVキ-A7     - - - -  1  -  - - - - - - 1  1  - - --   3
コクサvキーA8     22 11 2 2 1  -  -  - - 2 1  - - - - - -- 41

コクサッキーA9     74 41 21 16 8  3  2  - - 1  1  5 17 11  5 3 -- 208
ニ)クサvキーA10    22 6 1  - 1  -  -  - - ← 4 53 79 19 12 3 -- 2DD
コクサvキ-A16    n 6 6 8 7  5  3  1  5 7 22 50 42 9 10 4 --  196
コクサv*-A24     - - 31 13 -  -  -  - - - - - - - - - --  44
コクサVキーB1     ID 3 2 - -  2  1  1  - - 1  1 4 - 6 1 --  32
コクサVキ-B2     19 21 36 8 7  4  5  1  1  5 9 27 J7 17 5 --- 2Q2
コクサvキ-B3     9 2 6 3 2  3  2  - - 4 4 19 56 25 17 IQ -- 172
⊃7サvキーB4    107 54 73 IS 7  2  3  5 1  1  - 2 4 2 - - - ・- 274
コクサッキーB5    120 22 24 23 14  2  1  1  - - 2 10 51 15 8 4 -- 297
3クサvキ-B6     1  2 - ・ 1  -  -  1  - - - -- 10 3 1  1  1 --  21
エ⊃-3       5 2 - - -  -  -  - - - - 1  1  - - - --   9
エコ-   4       19 21  5 1  1  2  - - - - - - - - - - --  49
エ⊃-5       - - - - -  -  -  - - - - - - 1  - - --   1
エコ-   6       5 - - 1  -  -  -  - - - 3 1 2 3 2 6 --  23
エコ-   7       - - - - - - -  - - - - 1  2 - - - --   3
1コ-   9       -  1  2 1 6  1  -  - - - 7 4 45 49 24 J3 --  171
I コ- 1      91 58 7T 5D 36 23  3  1  1  1  3 7 ID 7 6 5 -- 589
1コー 2       1  - - - -  -  - - - - - - - - - - --   1
ID ー 4       2 - -  1  1  -  -  - - - - - 3 1 14 1 1    -  24
J⊃- 6       - - 2 1  -  1  1  - - - - - - - - - --   5

エコー 8       3 4 1  - -  2  -  - -  1  1  - -  1  -  - --  13

1
コ-   21       1  1 - - -  1  -  - - 1  - - 1  - - - --   5

エコ-   22      4 1  9 4 1  -  -  - - - - - 2 2 - - --  23
Jコー24       - -  - - 1  -  -  - - - - 3 - -  1  1 --   6
エコー25       5  1 18 2 -  -  -  - - - 4 3 11  6 6 1 --  57
Jコ-   30     U9    123 97 42 14  8  1  1  - 1 4 24 42 30 22 31 J  - 592
ポ リオ1       1  - - 3 3  2  1  2 1 4 4 3 - - 1  - --  25

ポ リオ2       - - - 2 3  1  -  2 2 4 3 2 - - - - --  19
ポ リオ3       2 - - - 2  -  1  - - 2 5 1 -  1  - - --  u
i シテd  71      15 3 6 12 7 1J  3  2 17 12 46 83 78 24 8 2 --  331

イシフルA    (H3)   - - 4 - 13 321 603 91 3 1  - 1  - - - - -- lOT?
インフルA   H3N2    - - - - n 173 641 158 6 - 1  - - - - - -- 990

インフルエシサ` B     -  1  - - 5 25 305 648    451 67 2  1  - - - - -- 1505
パライシフII. 1     -  - -  1  5  1  -  - 1  - -  1  -  - - - --  9
A ラ゚インフII   2     - - - - -  -  -  - 3 - 1  - 1  1  3 4 --  13
パラインフII.   3     1  - 1  1  1  -  1  - - - 3 8 7 2 - - --  25

RSウイllス       2 -  1 8 11  22 12 10 3 2 2 - - - - - --  73
ムシプ ス      34 31 20 49 63 28 13 12 ID 26 24 38 29 5 1J 5 3- 4[ 〕3
マシン        ー -  - - -  -  1  - - - - 1  - - - - --   2
フウシシ        1  -  - - -  -  -  - - - 2 5 - - - - --   8
レオNT       - - - - -  -  -  - - -  1  - - - - - --   1
レオ2      1 1 - - - - -  - - - 1 1 - - - ---  4

OS         6 - 2 5 39 145 199 133 56 45 12 9 1  1  3 1 3    - 660
⊃ガ 9ゲ リウイルス   ID 2 1  1 17 34 40 25 19 24 5 - - - - - 7 - 185
アデ ノNT      8 21 ID 8 ,15 30 17 15 5 5 2 5 3 1  - - --  145
アダ ノ1      16 4 8 6 12  9 10  4 5 13 9 11 11  8 ID 2 -- 138
アデ ノ2      12 11  8 8 18 19 21  12 15 18 9 23 18 5 4 1 -- 202

アデ ノJ      56 114 72 41 41  42 29 14 14 20 31 37 57 85 58 u - - 725
アデ ノ ≪■      3 6 7 7 5  6  2  2 - 2 5 3 4 8 8 - --  68
アデ ノ5      8 4 6 5 11  9  8  5 5 9 8 5 8 2 4 1 --  98
アデ ノ6      6 3 3 4 5  5  6  3 1 2 1  3 1  1 2 ---  46

アテ"ノ8      5 9 11  6 12  1  1  - 4 6 1 6 - 2 - 1 --  65
アデ ノ11      3 1  4 5 13  3  -  2 1  1  - - 1  2 -  1 - ・-  37
アデ ノ14      1 - - - -  -  -  - - - - - - - - - --   1

アデ ノ19      4 4 4 - 1  1  -  - - 3 3 2 2 1  - 2 --- 27
アデ ノJ7      1  2 1  3 3  -  3  - 6 2 1  - - 2 2 - - ・-  26
アデ ノ40      - - - - -  -  1  - - -  1  - - - - - --   2
?S｀ノ41      - - 1  - -  -  -  -  1  1  - - - 1  - ・ - --   4
ヘルペ スヷ ン     1  - - - -  -  -  1  - -  1  - - - - - --   3

9ンジ ュンヘルペ スNT  ID 7 5 u 9  8  5 13 6 4 - 2 1  1  - - --  85

タシジ
ュシヘルペ ス1  43 35 31 37 32 47 34 21 29 26 25 24 30 18 17 8 1   - 45S

タンシ` コンヘルペ ス2  u 7 5 u 10  6  2  7 5 4 7 15 6 3 7 4 1    -  1  17
スイトウタイジ ●ウホウシン  2 2 - 3 6  5  3  1  - - - - - - - - --  22

サイトメガ ロ     22 23 23 24 26 25 22 21  1 3 - 1  1  - - - -- 192
IKガ タカンZシ     ー - - - ・-  -  1  1 3 - - - - - - - --   5
B ガ タカンエン     2 2 32 - 2  1  5  1  3 1  1  1 - - - - --  51
ワラΞシ` アNT     6 4 3 3 4  2  1  3 1 18 11  9 9 7 2 3 7-  ^

トラ
コマチスNT    25 32 28 16 25 14 20  7 19 11  8 24 24 24 21 10 1- J09

ハイエンマイコプ ラズ マ   8 6 - - -  4  1  1  1  - - 3 2 5 11 9 --  51

〕゙ ウ ケ イ    1236 819 764 49B F52 Td68 2035 1231 70? 564 J17 648 836 ≪B 3  9 T7? 27 - 12043

小型下 痢ウイル ス: ロタ ウイル ス以 外の小型 球形下痢ウ イルス( ノーウォ ーク, カリシを含 む)



る。

次に、これら主要血清型の年次推移をみてみる

と、SAnatum 、S.Derby 、S.  Agon  a、&Ty-

phimurium などの血清型は毎年安定して比較的

高頻度に検出されているが、例えばS.Blockley

のように1983 年から急増しているような型もある、

これについては東京都分離株の場合も同様であっ

た。本血清型菌が検出された海外旅行者の旅行先

について我々が調査した成績では、当初そのほと

んどがシンガポールであったが、その後次第にシ

ンガポール周辺の国々への旅行者からも分離され

るようになった。各国へ拡散した様子を物語るも

のであり、旅行先での流行血清型が我が国におけ

る海外由来株の検出血清型に直接影響をあたえて

いることを示唆するものとして興味深い。

(細菌第一研究科 松下 秀)

表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)

(平成3 年1月分)

ウイルス    / 型 分離株数 採取年月 検 査 材 料 採 取 理 由

C oxsackie  B 2

Influenza  AH 3

Rota*

Norwalk-1  ike * *

Adeno       2

3

4

1 0

2

1

1

9

1

1

1

90 年12 月

91 年 1 月

90 年12 月

91 年 1 月

90 年12 月

咽頭うがい液

//

ふ ん 便

//

//

//

//

//

咽頭うがい液

集団発生( 疾患調査)

定  点  観  測

集団発生( 疾患調査)

散        発

集団発生( 疾患調査)

流  行  予  測

*電顕法・ELISA 法による検出

** 電顕法による検出

表7 淋菌及びクラミジア検出状況
(平成3 年1 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア* 陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科
(男子尿道炎患者) 2 8 10(1) - 7

衛 生 研 究 所 8 - - 1

*ELISA 法による検出、( ) 内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅 毒 血 清反 応 試 験 成 績

(平成3 年1 月分. 衛生研究所)

一般健康者 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 2 0 9 - 70 1 1

陽 性 件 数 6(4) - - -

∩ 内は確認試験(TPHA 及びFTA ―ABS 法) 陽性件数

印刷物規格表 第2 類

印刷番号 2-96
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話 題 ペルーにおける2)世紀はじめてのコレラ大流行について

第7 次コレラパンデミー( 世界的流行) の被害

を受けていない地域は、これまで南北アメリカ大

陸のみであったが、1991 年1 月末から、南アメリ

カ西部、南太平洋に面するペルー共和国において、

かってないコレラの大流行が発生し、国際的にも

大きな関已ヽ事となっている。以下、初の日系大統

領フジモリ氏の誕生で、わが国にとってもなじみ

深い国 となったこの国のコレ ラ流行 の概 要を

WHO と米国CDC の情報をもとに紹介する。

事件の発端は、1991 年1 月29 日、首都Lima

にある保健局が、同市の北方、自動車で1 時間半の

Chancay 地域における急性胃腸炎例の異常な急増

の情報を受理したことにはじまる。同局は翌30 日

直ちにField Epidemiology Training Program

プロジェクトチームを設立、その調査に着手した。

その結果、この多量の水様性下痢と嘔吐を主徴と

する集団下痢症は1 月23 日から始ったことを確認

した。さらに31 日、Chancay とChimb  ote地域に

居住する患者便からエルトール・稲葉型コレラ菌

が検出され、本事例はコレラの流行であると断定

した。以後、上記プロジェクトチームはペルー全

域を対象に流行の広がり、伝播経

路を確認すべく疫学調査を継続し

ている。3 月14日までに確認され

たコレラ患者は65,198例である。

この患者数は1985年当時のペルー

の総人□の0.3  %に相当し、また

1989年に世界35カ国で確認された

コレラ患者の1.3 倍に匹敵するも

のである。

コレラ患者のうち、2o% 以上は
人院を必要とし、363 例(0.6%)

が死の転帰をとっている。これら
の数字から、今回の流行がいかに

大規模なものであるかがイメージ
されるであろう。発生状況を週別

にみるとこ 1月31日。~2月7 日
340例( 死亡例20)、8~14日6,749

(29)。15~21013,491(59)、22~
28日12,005(31)、3月1 日~7日

11,510(54)、8~14日21,103(170)
で、まだ流行の終息の兆しはう

かがわれない。2 月21日時点の
調査によれば、海岸線全域にわ
たって患者発生が認められてお

り、奥地である雨林地域や高地での発生はない。

人□の集中しているLima やAncash,  Chimbote

地域ではそれぞれ1 万人以上の患者発生がある。

注意すべきことはエクアドル国境に近いPiura で

3 千余人、チリーに近いTacna でも16人の患者が

認められており、今後これら両国へ波及する可能

性も高い。案の定、2 月28日エクアドルにおいて

下痢患者から同血清型コレラ菌を検出、3月10日ま

でに患者数233 名、死亡例1 件が確認された。ま

た、エクアドルのさらに北方にあるコロンビアに

おいても1 名のコレラ患者が認められている。

伝播経路は不明であるが、ペルー政府は拡大を

最小限に食止めるために、国民に対して飲料水の

煮沸後の飲用、果物、野菜類の充分な洗浄、生あ

るいは不十分な加熱の魚や海産食品の摂取をひか

えるよう勧告している。ペルーでは現在温暖(19

~20  ℃)で、降水量の最も少ない季節であり、コ

レラの流行にはよい環境条件であるといえよう。

今後の流行拡大が心配である。

今回のペルーでの大流行は、本世紀にアメリカ

大陸における最初の事例であり、伝播経路解明の

(8 ページにつづく)

ペルーにおけるコレラ患者発生状況(1991 年3 月14日現在)

コレラ患者数

● ≧10,000

010,000-l,000

▲ 1,000-100

‐<100



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査 材 料
取扱い件数

病      原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 O-1 以外 A B C D 計

干 代田区神田保 健所 529

中 央 区 中 央 保 健 所 959

港区保健衛生課検査係 2,248

新 宿 区 四 谷 保 健 所 2,237

文 京 区 衛 生 試 験 所 367

台 東 区 下 谷 保 健 所 11

墨 田 区 向 島 保 健 所 30

江 東 区 城 東 保 健 所 28

〃 深 川 保 健 所 57

品 川 区 衛 生 試 験 所 1,352 (2 )

目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,300

大 田 区 衛 生 検 査 所 2,412

世田谷区世田谷保健所 79

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 2,312

中 野 区 衛 生 試 験 所 2,044

杉 並 区 衛 生 試 験 所 2,141 (11)

豊島区池袋・長崎保健所 1,747

北 区 衛 生 試 験 所 391

荒 川 区 荒 川 保 健 所 325

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 2,898

練 馬 区 衛 生 試 験 所 2,870

足 立 区 衛 生 試 験 所 1,795 (1 )

葛 飾区葛飾北保健所 2,461

江戸川区小岩保 健所 2,085

小    計 32,678(14)

東 京 都 三 鷹保健所 320

八王子保健所 44

田 無保健所 140

島しょ保健所 大  島 306

三  宅 28

八  丈 78

小 笠 原 1(1)

小   計 917 (1 )

衛生研究所 本  所 354 (102) 1(1) 1(1) 1(1)

多摩支所 603

小    計 957 (102)

合     計 34,552 (117) 1(1) 1 (1) 1(1)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
3 年2 月分

検      出      状      況

チフス菌
パラチフ
ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1

2

2

3(2)

1

1

1

1 1

3(3)

1 1 1

1 1

5 2 5 3 6(5)

1 6(6) 1 (1) 7(1) 14  (11)

6 8(6) 5 1(1) 10(1) 20(16)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及び東京)

菌  種  名

全   国 (3 年1 月分) 東 京(3 年2 月分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 31 (7) 120 2(2) 4(4) 5 (2) 2(2)

赤 痢 菌(A-D 群) 89  (4) 10(1) 19  (11) 5(5) 1 (1)
チ   フ   ス   菌 2 1

ノヽぐ ラ チ フ ス A 菌 1

そ

の

他

の

サ

ル

モ

ネ

ラ

04(B) 35  (5) 37 1(1) 1 3 7

07(C, 、C4    ) 23(2) 21 1(1) I     6 (6) 4 2

08(C2 、C3) 21  (1) 25 7(7) 5 3

09(D1 ) 25 24 3(3) 7(1) 3

09 、46 (D,   )

03 、10 (E,、E2 、Ea) 7 (1) 3(3) 1(1)

01 、3、19(E4  ) 3(1) 3(3)

0  13(G, 、G,  )

018(K) 2 2

そ   の   他 2 1

群    不    明 7 2

腸 炎 エ ル シ ニ ア 9

偽   結   核   菌 1 |
コ レ ラ 菌 (01) 1(1) 1(1)

//    (01 以外) 4(4)

腸 炎 ビ ブ リ オ 4(1) 5 1 33  (33) 4 (4)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 1 (1) 1 3(3)

エ  ロ  モ  ナ  ス 1(1) 6 1 2(2) 1 (1)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 44  (3) 385 5

ブ  ド  ウ  球  菌 14 52

A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌 4

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

//     ( その他)

セ  レ  ウ  ス  菌 6

淋           菌 30

髄   膜   炎   菌

レ ン サ 球 菌(A 群) 171

//      (B 群) 14

〃   (C 群) 1

//      (G 群) 6

〃    ( 不明) 3

ジ フ テ リ ア 菌

百   日   咳   菌 10

肺   炎   球   菌

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ  ラ

赤 痢 ア メ ー /< 3 4(1)

マ    ラ    リ    ア

そ の 他 の 細 菌 14(8) 2 2 33  (33) 2(2) 3(2)

( ): 海外旅行者分再掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (3 年1 月分) 東  京(3 年2 月分)

地 研 ・

保 健 所
一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群  1

2

3 1

4

5

6

7

8

型不明

B  群  1  a

1 b 1 1

1

2 a

2 b

3 a 1(1) 1(1) 1(1)

3 b

4 a 12

4 b |
4 1 1 (1)

5 a

5 b

6 2   (1) 1(1)

X

Y

型不明

C  群   1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

型不明

D 群 74(3) 10(1) 13    (8) 3(3) 1 (1)

その他

( ): 海外旅行者分再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年2 月16 日~3 月15 日受理分)

予研ファージ型別室

フ アージ型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌 分 離 年月

チフス菌

D  1

D2

D6

J1

愛媛県松山中央

新潟県新津

神奈川県川崎市幸

山口県 柳井

1

1

1(1)

1(1)

1 9 9 1. 3

1 9 9 1. 2

合   計 4(2)

O  :海外輸入例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1989 年8 月~1991 年1 月報告分)
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t:゚ コll,t   Nl     25 ID 9 U)  4  ・・  3  1  2 2 5  1  -  - - ---  70
Vノサッキ-K?     -  1  1  1  -  -  -  - ・-  1 12 ^6 6 3 - - 1  -  72
コウサッキー・AJ     6 3 - -  -  -  ・・  -  1  - 2 1  5  - - - --  18

Jツサッ* ・・A4     A  6 36 7  1  -  - -  1  1  8 42 28 5  -  - - --  175
コワサッキ-A¶,    6 2 2 2  3  -  -  -  - ・  3 31 31 17  5 6 - --  108

コク1ッ＼ ・A6     1J 2 3 〃・  1 ㎜  -  1 〃  〃  ㎜  2 13 26 2 -  ・・ - --  61
コワサッキーPil     - ・  -  ・ヽ  1  ・・  -  -  -  ・-  - -  1  1  -  - - --   3
yノサッ'i-M     11  2 2  1  -  ・-  -  -  2  1  -  -  -  ・・  - - ・・ ・・  19
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コ7サッキ・-B4    54 73 15 7  2  3  5  1  1  -  2 4 3 -  - ---  168
コ'7サvキ-B5    22 2 ≪. 23 14  2  1  1  1  - 2 15 74 28 15  9 - -- 231
:Jワサ?/キ・・・06     2  -  1  -  ・・ 1  -  ・  -  3 10 6 3  1  1 2 --  JQ
エコー・3       2  - -  -  -  -  -  -  -  -  1  1  -  - ・  - - --   4
エ3・4      21  5  1  1  2  -  -  - - -  -  - -  -  - - --  50
エコ-   5       -  ・・ -  -  -  -  -  - -  -  -  - 1  -  - - --   l
13・6       - -  1  -  -  -  -  -  -  3  1  2 3 2 7 - --  19
エコー7       - -  -  -  -  -  -  -  -  -  1  2 - -  - ---   3
エコー・9       1  4  1  6  1  -  -  -  - ID 8 51 69 J3 57 6 --  247

エコ- 11      70 77 50 36 23  3  1  2  1  3 7 11  7 7 ia 5 1   -  JU
エコ・- u      - -  1  1  -  ・-  -  -  - -  -  3 1 u 2 1 --  23
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ためには、1961年インドネシアのセレベスを発祥
の地として、アジア. 中近東、ヨーロッパ、アフ

リカ、オセアニアヘと波及した第7 次コレラパン
デミーのエルトール型コレラ菌、あるいは、1973

年~83年にかけて米国のLouisianaやTexas 沿岸、
北部メキシコの散発事例で検出された特徴あるフ

ァージ感受性パターンを持つエルトール・稲葉型

毒 素産生 性 コ レラ菌 との 異 同 が 興 味 あ る と ころ で

あ る。米 国CDC の 調査 で は、 少 な く と も ペ ル ー

分 離株4 株は、 いず れ も エル ト ー ル・ 稲葉 型 の 毒

素 原性 コレ ラ菌 で、 テト ラサイクリン、 サル フ ア剤j、

クロ ラムフ ェニ コ ール、 ト リ メ トプ リ ム感 受 性 で

あ るこ とが解 って い る。

(細 菌 第一 研 究 科 山 田 澄夫)

表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)
(平成3 年2月分)

ウイルス    / 型 分離株数 採取年月 検 査 材 料 採 取 理 由

Infuenza  AH 3

Rota*

Norwalk- like**

1 2

1

5

9

1

2 7

2

3 年1 月

3 年2 月

3 年1 月

3 年2 月

咽頭うがい液

μ

//

ふ ん 便

//

//

//

集団発生( 疾患調査)

流  行  予  測

集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

集団発生( 疾患調査)

* 電顕 法 ・ELISA 法 に よ る検出

** 電 顕法 によ る検 出

表7 淋 菌及 び クラ ミ ジア 検 出 状況

(平成3 年2 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア*陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科
(男子尿道炎患者)

3 0 1 3(2) 1(-) 3

衛 生 研 究 所 6 1 - -

* ELISA 法による検出.(  内はペニシリナ ゼ産牛淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅 毒 血 清反 応 試験 成績

(平成3 年2 月分、衛生研究所)

一般健康者 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 9 4 - 4 2 10

陽 性 件 数 3 - - 1(1)

( )内は確認試験(TPHA 及びFTA 一ABS 法) 陽性件数

訂正

先 に発 行し まし た本誌、 平成2 年11 月 号、 およ び平成2 年12 月 号の 「巻

番 号」が 印刷 ミス で第11 巻の ところ、 第10 巻 とな って いま す。 お詫び 申し
ー 一

上 げま すと共 に、 ご訂正 の程 お願 い い たし ます。
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話 題 東京都に訟ける輸入細菌性下痢症、1990 年まとめ

東京都では、他府県にさきがけて1978 年から、

海外旅行者の検便( 検査は衛生研究所が担当) を

継続して実施してきている。本号では1990 年の

病原菌検索成績の概略を紹介する。

この一年間における海外旅行者検便数は計2,670

件で、そのうち材料採取時に下痢症状が認められ

た下痢現症者は338 件 、下痢既往者および健康

者は2,332 件であった。

これらのうち、既知腸管系病原菌が検出された

のは、下痢現症者群で212 件(62.7%) 、下痢既

往者・健康者群で724 件(31.096) 、合計936 件

(35.1%) であった 。この検出率は例年とほぼ同

じである。

検出病原菌を検出頻度順にみると、下痢現症者

群では例年同様毒素原性大腸菌が最も高率で126

例(37.3%) 、次いでプレジオモナス35 例(10.4%

エロモナス26 例(7.7%) 、カンピロバクター24

例(7.1%) 、腸炎ビブリオ18 例(5.3%) 、赤痢菌

18 例(5.3%) の順であった。

一方、下痢既往者・健康者群に

おいては、サルモネラが最も多

く235 例(10.1%) 、次いでプ

レジオモナス124 例(5.3%) 、

エロモナス117 例(5.0%) 、カ

ンピロバクター97 例(^2%) 、

毒素原大腸菌92 例(3.9%) の

順であった。

赤痢菌は全体で56 例から検

出され、その大部分はソンネ菌

40 例(71.4%) 、とフレクスナ

ー菌14 例(25.0%) で、ボイド

菌と志賀菌はそれぞれ2 例、お

よび1 例であった。サルモネラ

は252 例 検出され、そのO 血

清群は9 種認められ、主要なも

のは08 群66 例(26.2%) 、

04 群57 例(22.6%) 、07 群53 例(21.0%) 、

03 、10群32 例(12.7%) 、09 群24 例(9.896)

であった。また、主要血清型はS.  Hadar,  s.

Derby,  s.  Blockley,S.  Anatum,s.

Typhimurium などであった・ なお、本年はチ

フス菌及びパラチフスA 菌は検出されていない。

コレラ菌は6 例( 小川型5 例、稲葉型1 例) 検

出され、いずれもエルトール型であったが、タイ

ヘの旅行者から分離した小川型コレラ菌1 例は毒

素非産生であった。

海外旅行者下痢症の特徴の1 つとして、2 種以

上の病原菌が検出される例の多いことがあげられ

るが、1990 年も例年同様下痢現症者群では陽性

者の28.3% に相当する60 例(2 種51 例、3 種7

例、4 種2 例) 、下痢既往者・健康者群では15.5%

に相当する112 例(2 種91 例、3 種17 例、4 種

4 例) から複数の病原菌が検出されている。

( 細菌第一研究科 松下 秀)

海外旅行者からの腸管系病原菌検出状況

東京都立衛生研究所(1990年)

翻 」̂ 下痢現症者 下痢既往者
健康者

合計

検査件数
病原菌陽性者数(%)

338
212(62.7)

2.332
724(31.0)

2.570
936(35.1)

検出病原菌
サルモネラ      17     235     252
毒素原性大腸菌    126      92     218

プレジオモナス    35     124     159
エロモナス       26     117     143
カンピロバクター   24     97     121
腸炎ビブリオ     18     77     95
病原大腸菌・血清型   2     55     57
赤痢菌        18     38     56
NAG ビブリオ      3     20     23
組織侵人性大腸菌    3      4      7

ビブリオ・フルビアリス 4      3      7
コレラ菌        2      4      6

ビブリオ・ミミクス   1      -      1

注 同一個体から複数菌が検出される例があるので病原菌陽性者数と
検出病原菌総数とは一致しない。



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査 材料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 O-1 以外 A B C D 計

千代田区神田保 健所 479

中 央 区 中 央 保 健 所 1,072

港区保健衛生課検査係 2,000

新 宿 区 四 谷 保 健 所 2,234

文 京 区 衛 生 試 験 所 308

台 東 区 下 谷 保 健 所 17

墨 田 区 向 島 保 健 所 50

江 東 区 城 東 保 健 所 82

〃 深 川 保 健 所 68

品 川 区 衛 生 試 験 所 1,342(8  ) 1(1) 1(1)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,291

大 田 区 衛 生 検 査 所 2,497

世田谷区世田谷保健所 156

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 754

中 野 区 衛 生 試 験 所 1,706

杉 並 区 衛 生 試 験 所 1,600(22) 2(2) 2(2) 4(4)

豊島区池袋・長崎保健所 977

北 区 衛 生 試 験 所 417

荒 川 区 荒 川 保 健 所 331
板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 2,477

練 馬 区 衛 生 試 験 所 2,782

足 立 区 衛 生 試 験 所 1,694(17 ) 1(1) 1(1)

葛飾区葛飾北保健所 2,209

江戸川区小岩保 健所 1,980

小   計 28,523(47  ) 3(3) 3(3) 6(6)

東 京 都 三 鷹保健所 282

八王子保健所 97

田 無保健所 153

島しょ保健所 大  島 262

三  宅 35

八  丈 70

. 小 笠 原 90

小    計 989

衛生研究所 本  所 484(209) 2(2) 3(3) 3(3) 3(3  )

多摩支所 585(1   )

小    計 l,069(21Q) 2(2) 3(3) 3(3) 3(3)

合     計 30,581(257) 2(2) 3(3) 3(3) 6(6) 9(9  )

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
平成3 年3月分

検      出      状      況

チ フ ス 菌
パ ラチ フ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1

2 2

1

2(2  )

1

3 3

2(2  ) 17(17)

1

1

1(1) 1(1) 2(2  )

1

2

6 6(1) 7 3(3) 21(21)

1

1

4(3) 1(1) 4(4) 7(7) 2(2) 188(51)

4(3) 1(1) 4(4) 7(7) 2(2) 188(51)

11(3) 7(2) 11(4) 10(10) 2(2) 209(72)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及ぴ東京)

菌  種  名

全   国 (3 年2 月分) 東 京(3 年3 月分)

地研・

保健所
一  般
医療機関

都 市 立

伝染病院
検疫所

衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 35(11) 119 4(4) 2(2  ) 2(2  )

赤 痢 菌(A-D 群) 16(13) 4(1) 8(8) 8(8  ) 3(3  ) 6(6)

チ   フ  ス  菌 2 1
パ ラ チ フ ス A 菌 1(1)

そ

の

他

の

サ

ル
モ

ネ

ラ

04(B) 38(5  ) 27 3(3  ) 4(3  ) 7

07(Ci 、C4) 37(8) 10 1 2(2  ) 1(1) 6(1  ) 1

08(C2 、Cs   ) 30(13) 9 3(3) 4(  4) 7 1

09(D, ) 24(2) 8 1 1(1) 1(1) 1

09 、46 (Dz  )

03 、10 (E,、E2 、Ea) 6(5) 1 3( 3) 7(7) 3(3  )

01 、3、19(E4  ) 2(1) 1 1(1)

O  13(G, 、G2   )

018(K) 1

そ   の   他 2 1(1)

群    不    明 2 1
腸 炎 ェ ル シ ニ ア 9

偽   結   核   菌

コ レ ラ 菌 (01) 2(2) 1(1) 1(1) 2(2  )

//    (01 以外) 4(4  ) 3(3  )

腸 炎 ビ ブ リ オ 13(5  ) 1 21(21) 2(2  )

そ の 他 の ビ ブ リ オ 1
ェ  ロ  モ  ナ  ス 4(4) 13 1(1) 13(13) 3(3)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 39 271 1 20(20) 10(10)

ブ  ド  ウ  球  菌 13 61
A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌 2 137
ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

//     ( その他) 1
セ  レ  ウ  ス  菌 3

淋           菌 27

髄   膜   炎   菌 1 |
レ ン サ 球 菌(A 群) 165

〃    (B 群) 18

//      (C 群) 5

〃    (G 群) 5

//      ( 不明)

ジ フ テ リ ア 菌

百   日   咳   菌 9

肺   炎   球   菌 4
レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ ブ  ト  ス  ピ ラ

赤 痢 ア メ ー ノベ` 1 1
マ   ラ    リ    ア

そ の 他 の 細 菌 11(5) 1 1 39(39) 14(14) 6(6  )

(  ): 海外旅行者分再掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (3 年2 月分) 東  京(3 年3 月分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2 1(1) 1(1) 1(1)

3

4

5

6

7

8

型不明

B  群   1  a

1 b

1

2 a 2(2)

2 b

3a 1(1) 1(1)

3 b

4 a 1(1)

4 b

4

5 a

5 b

6 1 1

X

Y

型不明

C  群   1 1(1)

2 1(1) 1(1)

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1
型不明

D 群 14(12) 2 6(6) 4(4) 3(3) 3(3)

その他

(  ): 海外旅行者分再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年3 月16日~1991年4 月15日受理分)
予研ファージ型別室

フ ア ー ジ 型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌分離年月

チフス菌

D  2

//

//

M  1

〃

兵庫県尼崎市西

鳥取県鳥取

三重県伊勢

東京都世田谷区世田谷

東京都墨田区向島

1

1

1 (1)

1(1)

1 (1)

1 991. 3

19  9 0.   12

1991.       4

小   計 5   (3)

パラチフスA 菌

5 東京都板橋区志村 1 (1) 1991. 4

小  計 1 (1)

合   計 6   (4)

( ): 海外輸入例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1989 年9月~1991 年2 月報告分)
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コワサvキーA2     1  1  1  -  -  -  - -  1 12 46 6 3 3 - 2 - -  76
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⊃ワサv*-A8     2 2 1  -  -  -  - 2 1  -  - - - - - - - -   8
コ9サvキ-A9    21 16 8  3  2  -  - 1  1  5 18 13 7 3 4 - - -  102
コクサvキ-A10    1  -  1  -  -  -  - - 5 69 91 27 18 3 - 2 - - 217

コ7サvキーA16    6 8 7  5  3  1  5 7 2J 65 60 15 25 12 6 4 - - 250
⊃クサッキーA2*    31 13 -  - -  - - - - -  - - - - - - - - 44
39 サvキーB1     2 - -  2  1  1  - -  1  2  4 - 6 1  - - --  2D
コクサッキーB2    36 8 7  4  5  1  1  6 9 28 J7 II 19 4 - -  - -  198
⊃クサv≫-B3     6 3 2  3  2  -  - 4 4 22 7S 29 18 38 1J 4 - - 221
⊃クサッキーB4    73 lj 7  2  3  5  1  1  - 3  4 3 1  - - - - -  116
コワサッキーBS    24. 23 u  2  1  1  1  - 3 16 78 29 20 11  1  - - - 224
⊃ク1v^-B6     -  1  -  -  1  -  - - 3 10  7 5 1  1  2 - - -  SI
エコ-   3       - - -  -  -  -  - - -  1  1  - - - - - --   2
エ:)-  4       5  1  1  2  -  - - - - -  - - - - - - - -   9
エ⊃-   5       - - -  -  -  - - - - -  -  1  - - - - - -   l
1コー6       -  1  -  -  -  - - - 3 1  2 3   ・2 7 - - - -  19
エコー7       - - -  -  - -  - - -  1  2 - - - - - - -   3

エコ-   9       4  1 6  1  -  -  - - 10 8 57 70 45 66 19 u - - 301
エコー 1      77 50 36 2J  3  1  2 1  3 7 11  7 15 10 8 2 - - 256
エコー 4      -  1  1  -  -  -  - - - 1  3 1 u 3 1  1  - -  26
Iコ- 6      2 1  -  1  1  - - - -  1  -  - -  -  - -  - -   6
エ3- 8      1  - - 2  -  -  - 1  1  -  -  1  -  - - - - -   6
エコー 9      - - -  -  -  - - - - -  -  - -  -  -  1  - -   1
エコー21      -  - -  1  -  -  - 1  - -  1  1  -  -  -  - - -   4
エコー22      9 4 1  -  -  -  - - - -  2 3 1  - - -  1 -  21

エコ-   24      -  - 2  -  1  ~  1  - - 3  -  - 1  5 -  - - -  lJ
エコ-   25      18 2 1  1  -  -  - - 4 7 u 7 1Q 5 4 -  - -  73
エコー50     ｀97 42 u  8  1  1  - 1  6 30 58 48 58 89 11  6 - - 470
ポ 'μ1      - 3 3  2  1  2  1 6 4 3  - - 1  2 - - - -  28
ネ'・!■*   2      - 2 3  1  -  2 2 4 3 2  - - -  1  1  -  - -  21
ホ"リオ3      - - 2  -  1  - - 3 5 2  -  1  -  1  -  - - -  15

エッ70   71      6 12 7  13  3  2 17 12 46    105 95 30 14 2 -  1  - - 363
ィンフHA   (HI)   - - -  -  - -  - - - -  -  - - - -  - 4 -   4
インフχ, ̂ (H3)   4 - 15 S21 603 91  3 1  -  1  - - -  - -  1 40 7 1085
インフlt,A   H3N2    - - 11 173 641 158 6 -  1  -  -  - - - - - J* 3 1027
イニ,フ1エッサ"■B    - - 5 25 505 649    451 68 2 1  -  - -  -  -  -  1 - 1507
パ ラインフル1    -  1  5  1  -  -  1  - - 1  -  - -  -  1  - - -  10

l＼°ラインフル2    -  - -  -  - - 3 -  1  1  1  1  3 6 3 -  - -  19
パ ラインフル3    1  1  1  -  1  -  - - 3 9 u 3 -  - -  -  - -  SJ
RS ウイ1ス      1  8 11  23 12  n  5 3 3 -  -  - - 2 2 - - -  81
ムンプ ス      20 ^9 6J 2S 13 12 n 27 25 39 Jl  6 16 18 12 6  1 - J77
7i/ン        ー  ' -  -  1  -  - -  - 1 -  - -  -  -  -  - -   2
フウシン       ー - -  -  -  -  - - 2 5  -  - -  - -  1  - -   8
VォNT       - - -  -  -  -  - -  1  -  -  - -  -  -  -  - -   1
レォ2       - - -  - -  -  -  - 1  1  -  - - - -  -  - -   2
0ク        2 5 S9 145 199 1JJ 56 47 IJ 9  1  2 4  1 6 19 5 - 686
コカ` タケ■")ウイ1ス   1  1 17 i^^ 40 25 19 24. 6 -  - - - - 10 u 1 -  192
アテ` ノNT     10 8 15 30 17  15 5 5 4 5  6 1  1  1  1  - - -  124
アテ` ノ1      8 6 12  9 10  4 5 lj 10 12 u 15 n  2 1  4 --  156
アラ` ノ2      8 8 9 19 21  12 15 21 12 29 21  8 7 8 8 7 1 - 224
アヂ ノi     72 41 42 ^^ 30 u 15 21 35 46 72    lot 69 39 6 9 - - 659
ア7` ノ4      7 7 6  7  2  2 - 2 6 7  4 12 18 8 8 1  - -  97
アテ` ノ5      6 5 11  9  9  5 5 9 8 7  8 2 5 2 2 2 - -  95
アテ` ノ6      3 4 6  5  6  4  1  2 1  3  2 1 2 1  1  1  - -  43
アテ ノ8      11  6 12  1  1  - 4 6 1 6  - 2 - 4 2 - - -  56
アテ` ノU      4 5 1J  3  -  2  1  1  - -  1  7 1  1  2 - - -  41
アヂ ノ19     4 -  1  1  - -  - 3 3 2  2 2 1  3 8  1  - -  J1
アテ` ノJ7      1  3 3  2  3  2 6 2 4 -  - 2 2 - 8 1  - -  59
アテ ノ40     - - -  -  1  -  - -  1  -  -  - -  - -  -  - -   2
アf` ノ41      1  - -  - - -  1  1  -  - -  1  -  -  - - - -   4
ヘルペ スワ` ン     ー - -  -  -  1  -  -  1  -  -  - - - -  - - -   2
クンシ` ニ2ンヘルペ スNT  5 u 9  8  5  IS 6 4  1 2  2  1  1  - -  - --  71
5ッジ ユッヘ4ペ ス1  31 J7 S5 *7 55 21 29 28 27 24 34 25 JO 20 IS 15 7 - 456
クンジ コンヘルペ ス2  5 u 10  6  2  7 5 4 7 15  6 4 8 5 4 7 3 -  112
スイトウ')イシ` mウホウシン ー 3 6  5  3  1  -  - - -  - - -  - - -  - -  IS
サイトメカ` Q     23 24 26 25 22 21  1  3 - 2  2 3 -  - - - - -  152
A カ` 9カンエン     ー  - -  -  1  1  3 -  - -  - - -  - -  - - -   5
aヵ` 9カンエ)    52 - 2  1  5  1  3 1  1  4  - 8 9 2 -  1  - -  70
クラΞジ アNT    3 3 4  2  1  3  1 18 ‾‾ ‾‾9  9 8 5 3 7 5 1 -  9J
ト^⊃マ?スNT    28 16 25 u 20  7 19 11  8 24 24 2* 21 15 9 8 1 - 272
ハイエ:-マイコプ ラス` マ  ー  - -  4  1  1  1  - - 3  2 5 n  9 - - - -  jr
⊃` ウ ヶ ィ    766 498 559 1075 2019 1235 7U 580 550 765 1DQ9 616 510 422 ＼6& T4D 101 10 1  1 578

小型下 痢ウ イル ス: ロ タウ イル ス以外の 小型 球形下 痢ウ イル ス( ノ ーウ ォ ーク, カリ シを 含む)



表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)

(平成3年3月分)

ウイルス  / 型 分離株数 採取年月 検 査 材 料 採 取 理 由

Influenza  AH 3

Rota*

Norwalk- like **

Astrovirus  **

Herpes- Simpleχ 1

25

3

3

1

8

25

1

8

1

1

1

1

91 年1 月

1 月

2 月

1 月

1 月

2 月

1 月

2月

2 月

2 月

1 月

2 月

咽頭うがい液

〃

〃

眼 ぬ ぐ い 液

ふ ん 便

〃

〃

〃

〃

〃

咽頭うがい液

//

集団発生( 疾患調査)

流  行  予  測

集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

集団発生( 疾患調査)

* 電顕法・ ELISA 法による検出

** 電顕法による検出

表7 淋 菌 及び クラ ミ ジ ア 検 出 状況

( 平成3 年3 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア* 陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器料
(男子尿道炎患者)

27 13(4) 3(2) 8

衛 生 研 究 所 14 - - 2

*ELISA 法による検出、( ) 内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅 毒血 清反 応 試 験成 績

( 平成3 年3 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診， 病院・その他の依頼

検 査 件 数 Ill - 40 16

陽 性 件 数 3(3) - - 1(1)

( ) 内は確認試験(TPHA 及びFTA-ABS 法) 陽性件数

追記

先月号で紹介したペルーでのコレラ流行は、その後患者数・死者数が

増え、4 月15 日迄に、それぞれ146,877 名、および1,045 名 に達

した。また、隣国のエクアドルでは4 月16 日現在、患者数1,775 名、

死者47 名、およびコロンビアで患者数112 名(死者O) がWHO に報

告されている。
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話 題 束京都において分離された赤痢菌及び

サルモネラの薬斉|1感

1990 年に 衛生 研究 所 並 びに 東 京 都お よ び23 特

別 区 立 保 健 所 など 関 係検 査機 関で 分 離 さ れ た赤 痢

菌 と サル モ ネ ラにっ いて 、衛 生 研 究 所 が 実 施し た

薬 剤 感受 性 検 査成績 の概 略を 紹 介す る。

供 試 菌 株 は、 都 内 の患 者お よ びそ の 関係 者、 飲

食取 り 扱 い 業者( 国 内由 来 株) 並び に 海外 旅行 者

(海 外 由 来 株) か ら分 離 さ れ た赤 痢 菌96 株 と サ ル

モ ネ ラ936 株で あ る。

薬 剤 感受 性 試 験 は、 前 年 同 様、 米 国 臨 床 検査 標

準 委 員 会(The National Committee for Cli-

nical L  aboratory Standards;NCCLS) の抗 菌

薬 デ ィス ク感受t生試 験実 施基 準 に のっ と り 、 セ ン

シ デ ィ ス ク(BBL) を 用い て 行 な っ た。 供 試薬 剤

は ク ロ ラ ム フェ ニ コ ール(CP) 、テト ラ サ イク リ

ン(TC) 、ストレ プ ト マ イ シ ン(SM) 、カ ナマ イ

シ ン(KM) 、ア ン ピ シリ ン(ABPC) 、スル ファ メ

ト キ サソ ール ・ ト リ メト プ リ ム合 剤(ST) 、ナ リ

ジク ス酸(NA) 、ホ ス ホマ イ シ ン(FOM) 及 び ノ

ル フ ロ キ サ シン(NFLX) の9 剤 であ る。

赤 痢 菌 及び サル モ ネラ の菌 群 別 に み た耐 性菌 の

出現頻度を表に示す。

赤痢菌における耐性頻度は、国内由来株で93.8

% 、海外由来株で85.0% と前年同様高率であった。

薬剤別耐性頻度についてみると、国内由来株では

TC  (93.8 %) 、SM  (62.5 %) 、ST  (43.8 %) 、CP

(25.0 %) 、ABPC  (6.3 %) 、海外由来株ではTC

(81.3%) 、SM  (75.0 %) 、ST(60.0%) 、ABPC

(35.0 %) 、CP  (33.8 %) 、KM  (2.5 %) の順で高

かったが、NA 、FOM 、NFLX に対する耐性株は

両由来株いずれにもみられなかった。これらの耐

性株の耐性パターンについてみると、国内由来株

のD 群菌ではTC ・SM ・ST(7 株)、CP・TC(3 株)、

海外由来株のB 群菌でCP ・TC・SM ・ABPC ゛ST

(6 株)、CP・TC・SM ・ABPC(5 株)、TC・SM ・

ABPC ・ST(4 株)、CP・TC・SM ・ST(3 株)、C 群

菌でCP ・TC・SM・ABPC ・ST(27 株)、CP ・TC ・

SM・ABPC(3 株)、CP ・TC ・ABPC(3 株) が主

要なものであった。

一方、サルモネラにおける耐性菌の出現頻度は、

国内由来株で27.5% 、海外由来株で44.3% であり。

(8 ページつづく)

表 赤痢菌及びサルモネラの薬剤耐性菌の

出現頻度(1990 年: 東京都)

菌種・菌群     国内由来株     海外由来 株

赤 痢 菌  計  15/ 16  (93.8%)* 68/ 80  (85.0%)

A 群       -           1/ 1(100 )

B 群        1/ 1  (100 )  19/ 21  (90.5 )

C 群        1/ 1(100 )  4/ 4(100 )

D 群        13/ 14  (92.9 )  44/ 54  (81.5 )

サ ルモ ネ ラ 計 176/640  (27.5 ) 131/296  (44.3 )

チフス菌      O/ 4( O  )   一

〇4 群       22/100  (22.0 )  32/ 63  (50.8 )

07 群       13/257  ( 5.1 )  10/ 59  (16.9 )

08 群      113/158  (71.5 )  56/ 75  (74.7 )

09 群       21/ 52  (40.4 )  11/ 34  (32.4 )

03,  10 群     2/ 31  ( 6.5 )  16/ 40  (40.0 )

01,  3, 19 群   O/ 5(O  )  6/ 13  (46.2 )

018 群      2/ 11  (18.2 )  O/ 7(O  )

その他のO 群    3/ 22  (13.6 )  O/ 5(O  )

* いずれかの薬剤に対して耐性であったもののパーセント



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査材 料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

○-1 O-1 以外 A B C D 計

千代田区神田保健所 736

中 央 区 中 央 保 健 所 815

港区保健衛生課検査係 2,〔)47

新 宿 区 四 谷 保 健 所 1,289

文 京 区 衛 生 試 験 所 375

台 東 区 下 谷 保 健 所 21

墨 田 区 向 島 保 健 所 59

江 東 区 城 東 保 健 所 85
〃 深 川 保 健 所 71

品 川 区 衛 生 試 験 所 2,211 (9  ) 1 (1) 1 (1)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,485

大 田 区 衛 生 検 査 所 2,447

世田谷区世田谷保健所 121

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 1,003

中 野 区 衛 生 試 験 所 2,389

杉 並 区 衛 生 試 験 所 2,366 (8 )

豊島区池袋・長崎保健所 141

北 区 衛 生 試 験 所 378

荒 川 区 荒 川 保 健 所 326

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 2,945

練 馬 区 衛 生 試 験 所 3,007

足 立 区 衛 生 試 験 所 1,891 (1  )

葛飾区 葛飾北保 健所 2,182

江戸川区小岩保健所 2,223

小   計 30,613(18) 1(1) 1(1)

東 京 都 三 鷹保健所 334

八王子保健所 100

田 無保健所 152

島しょ保健所 大  島 208

三  宅 29

八  丈 67

小 笠 原 112

小   計 1,002

衛生研究所 本  所 537(118) 1 (1) 2(2) 2(2)

多摩支所 669

小    計 1,206(118) 1 (1) 2(2) 2(2)

合     計 3,281 (136) 1(1) 1(1) 2(2) 3(3)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
平成3年4 月分

検      出      状      況

チフス菌
パラチフ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1

1 (1) 2 (2)

1 1

1 2 2 1

1

1(1) 2 1 1 4(3)

2 4

1

1 1

IO) 4 (1) 6 7 8 6(5)

4(2) 1(1) 2(2) 1 (1) 141  (27)

4 (2) 1(1) 2(2) 1(1) 141(27)

1 m 只r.'^) 7 rn 7 2 (9.) Q rn ^A^ c-??^



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及び東京)

菌  種  名

全   国 (3 年3 月分) 東 京(3 年4 月分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 60(38) 130 4(2) 8(8) 3(3) 3(3)

赤 痢 菌(A-D 群) 61(23) 34(3) 17 (17) 26  (26) 2 (2) 1 (1)

チ   フ   ス   菌 3 3 2(2) 1(1)

パ ラ チ フ ス A 菌 1 (1)

そ

の

他

の

サ

ル
モ

ネ

ラ

04(B) 54(13) 23 5(5) 4(2) 4 (1) 4

07(CI 、C4) 23(6) 7 1 (1) 1 (1) 6 2

08(C2 、Ca   ) 25(7) 12 6(6) 7 3

09(D1 ) 5(2) 18 1 1(1) 1(1) 7 1

09 、46 (D,   ) 1 1 (1)

03 、10 (E.、E2 、Ea) 14(13) 1 10) 8(8) 2(2)

01 、3、19(E4  ) 2(2) 1 (1)

0  13(Gi 、Go  ) 1 1

018(K) 2 1

そ    の   他 3(1)

群    不    明 1 2(2) 1 1

腸 炎 エ ル シ ニ ア 4(1) 10

偽   結   核   菌

コ レ ラ 菌 (01) 3(3) 2(2) 2(2) 1 (1)

〃  (01 以外) 3.( 3) 5(5)

腸 炎 ビ ブ リ オ 7(7) 2 23  (23) 4 (4)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 1(1)

ェ  ロ  モ  ナ  ス 16(16) 11 1 2(2) 2(1)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 65(28) 366  (1) 1(1) 36 (13) 1(1)

ブ  ド  ウ  球  菌 19 68 1 41

A 型 ウ ェ ル シ ユ 菌 142 2 50

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

〃   ( その他)

セ  レ ウ ス 菌 6

淋           菌 17

髄   膜   炎   菌 4

レ ン サ 球 菌(A 群) 1217

//      (B 群) 24

〃   (C 群) 2

//      (G 群) 8

//      ( 不明) 1

ジ フ テ リ ア 菌 |
百   日   咳   菌 3 |
肺   炎   球   菌 1

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ ラ | |
赤 痢 ア メ ー ノ< 1 6(2)

マ   ラ   リ   ア

そ の 他 の 細 菌 22(21) 1 (1) 65  (65) 5(5)

( ): 海外旅行者分再掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (3 年3 月分) 東  京(3 年4 月分)

地 研 ・

保 健 所
一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2

3

4

5

6

7

8

型不明

B  群   1  a 1 (1)

1 b

1

2 a

2 b

3 a 2 (2) 2(2)

3 b 1

4 a 10)

4 b

4

5 a

5 b

6 1(1)

X

Y

型不明 3(3)

C  群   1 1 (1) 1(1)

2 1 (1)

3

4

5

6

7

8 1(1)

9

10

11

12

型不明 2(2)

D 群 54  (17) 33  (2) 14  (14) 22  (22)

その他 1(1)

( ): 海外旅行者分再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年4 月16日~1991年5 月15日受理分)
予研ファージ型別室

フ ァ ― ジ型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌 分離年 月

チフス菌

C  5

E  1

M  1

D6

A

D2

DVS*1

神奈川県秦野

神奈川県平塚

大阪府狭山

大阪府池田

長崎県佐世保市

長野県長野

埼玉県春日部

東京都墨田区本所

東京都文京区本郷

宮城県仙台市青葉

干葉県松戸

長野県長野

長野県篠ノ井

岩手県北上

茨城県谷田部

埼玉県川□

東京都三鷹

鳥取県鳥取

京都府田辺

1(1)

1(1)

1 ∩)

1(1)

1(1)

1(1)

1(1)

1(1)

1(1)

1

1(1)

1(1)

1

3

1(1)

1

1(1)

1

2

19  9 1.   4

199  1.    3

1 9 9 1.    4

1 99 1.    5

1 9 9 1.    4

1 99 1.     3

19  9 1.    4

1 99 1.     3

小  計 22    (13)

パラチフスA 菌

1

2

神奈川県横浜市緑

兵庫県川西

1

1(1)

19  9 1.    4

1 99 1.    3

小  計 2(1)

合   計 24    (14)

( ): 海外輸入例再掲

*1 : DVS  =  Degraded Yi positive  strain・

註 :C  5 型5 例のうち4 例はインド、1 例はインドネシアからの輸人例。

E  1 型4 例のうち3 例はネパール、1 例はインドからの輸入例。

M  1型の輸入例2 はいずれもネパールからの帰国者から分離。



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

( 89 年11月~ 91 年4 月報告分)
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前者の耐性頻度が前年(44.7  %) に比して低率で

あった。これは分離株数の多かった血清型Ente-

ritidis及びHadar において耐性株が少なかった

ことによる。

供試薬剤別耐性菌出現頻度についてみると、国

内由来株でSM(23.4%).TC(21.3%) 、KM  (8.9

%) 、CP  (4.4 %) 、ABPC(4.4%) 、ST(1.9%) 、

NA(0.3%) 、FOM(0.2%) 、海外由来株でTC

(41.6%) 、SM(36.1%) 、CP  (18.6 %) 、ST(12.2

%) 、KM(.l%) 、ABPC(8.4%) 、FOM(0.7%) 、

NA(0.3%) 、の順で高かった。両由来株ともNA 、

FOM 耐性菌は少数みられたが、NFLX 耐性菌は

まだみられていない。菌群別にみると国内由来株

で08 群、09 群、海外由来株で08 群、04 群、

01 、3、19群において耐性頻度が高く、また菌型

別(10 株以上分離された型)では、国内由来株で

血清型Hadar  (98.5% 、血清型Blockley(83.3

%) 、血清型Litchfield(46.9%) 、海外由来株で血

清型Blockley(lOO%) 、血清型Hadar(97.0%) 、

血清型Derby  (75.0%) 、血清型Anatum(55.6%) 、

などが高率であった。なおチフス菌4 株( 国内由

来) はいずれも感受性であった。

(細菌第一研究科 松下 秀)

表6 ヒト由来ウイルス及びリケッチア検出状況( 東京)

(平成3 年4 月分)

ウイルス    / 型 分離株数 採取年月 検 査 材 料 採 取 理 由

Rota*

Norwalk- like**

Astrovirus**

Calicivirus**

5

7

3

2

2

3

9 1 年2 月

9 1年3 月

9 1 年2 月

9 1 年4 月

ふ ん 便

//

//

//

//

//

サ ー ベ イ ラ ン ス

集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

集団発生( 疾患調査)

R. tsutsugam ushi 2 9 1 年3 月 血    液 散        発

*電顕法・ELISA 法による検出

** 電顕法による検出

表7 淋菌 及び ク ラミ ジ ア検 出 状 況

(平成3 年4 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽生者数 淋菌・クラミジア*陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科
(男子尿道炎患者)

2 3 5 1 9

衛 生 研 究 所 1 5 - - 1

*ELISA 法による検出、O  内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅 毒 血 清反 応 試 験 成 績

(平成3 年4 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 9 7 - 1 8 1 7

陽 性 件 数 5(5) - - 1(1)

□ 内は確認試験(TPHA 及びFTA-ABS 法) 陽性件数
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話 題 コレラの発生状況、1990年

1990年に厚生省に届け出られた全国のコレラ発

生件数及び患者、保菌者数は合計52件80名( うち
東京都関係は13件、13名) であった。全国合計の

うち、国内発生例は合計7 件12名で、輸人例は45

件68名であり、前年に比して輸入例からの患者数

の増加が注目された。 80名のうちわけは真性患者

73名、保菌者1 名及び疑似患者6 名であった。国

内例のうち患者数が2 名以上の集団例は、岐阜県

羽島郡( 患者数3 名) 、鹿児島県鹿児島市( 患者

2 名・疑似患者1 名) と青森県十和田市( 患者・

保菌者各1 名) の3 例で、残り4 例( 岐阜県、神

奈川県、三重県、京都府) はそれぞれ1 名の真性

患者が確認された事例であった。

一方、輸入例における患者数の増加は、2 月に

タイ・シンガポール旅行の2 ツアーからそれぞれ

12名と6 名計18名の真性患者が確認されたことに

よる。推定感染国( 旅行先) を見ると1 月から4

月にかけてのタイからの帰国者が最も多く、15件

17名を数えた。次いでフィリピン(9 件9 名) 、

インドネシア(7 件8 名) 、インド(3 件3 名) 、

エジプト(1 件2 名) 、香港、シンガポール、

パキスタン( それぞれ1 件1 名) で、その他は

東南アジアを含む複数国を訪問しており推定感
染国を特定することが困難であった。なお、上

記2 ツアーを含むタイからの帰国者間に発生し

たコレラは、共通経路によるものではなさそうな

ことが、分離菌のファージ型別結果( 国立予防衛

生研究所) から推察されている。また、以上の他

コレラ毒素非産性菌が検出された事例が検疫所で

9 件、地方衛生研究所・保健所で4 件、計13 件

(分離菌株13) 報告されている。

次に1990年の世界的なコレラ発生状況(1991 年

4 月30日現在WHO への報告) を見ると、 発生国

数は前年並みの37カ国、発生例は約1.3倍増の70,0

84例であった。本年度のコレラ流行で注目された

点は、ニュージーランド及びその北方3,000  kmの

南太平洋上のツバルに初めてコレラ患者が確認さ

れたことである。なお、新しく発生を みた国とし

て上記2 カ国のほかルーマニアからも発生が報告

されている。発生例の最も多かった地域は、これ

までと同様アフリカで、前年より6 カ国少ない10

カ国であり、38,683 例が報告されている。この中

で最も多く発生した国は、1989 年10月から流行が

始まったマラウイで13,457 例が報告されたが、

この流行は1990年4 月に終結している。また、ガ

ーナでは1986年以来の流行が続いており、モザン

ビークやザンビアでは前年の100 倍近い約4,000

例の発生が報告されている。

アジアでの発生国は前年と同様12カ国であった

が、患者数は約18,000 増の30.979例であった。こ

(8 ページにつづく)

(表1) わが国におけるコレラ発生状況

年   次   1982  1983  1984  1985  1986  1987  1988  1989  1990

海 外 感 染 事 例33(6)29(9)90(15)37(10)27(7)31(7)34(11)38(13)68(13)

国 内 感 染 事 例 -  14(10)2(-)4(2)1(-)7(-)4(-)64(1)12(-)

合 計  33(6)43(19)92(15 41(12)28(7)38(7)38(11)102(14)80(13)

( ): 東京都分再掲

(表2) 世界のコレラ発生状況(WHO,  Weekly Epidemiological Record)

年  次   1982  1983  1984  1985  1986  1987  1988  1989  1990

汚 染 国 数 37(1)33(-)35(-)36(-)36(1)34(-)30(-)36(2)37(3)

罹 患 者 数 54,856 64,061 28,893 40,510 46,473 48,507 44,083 53,970 70,084

( ): 新しく汚染国となった国数



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査材 料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 ○-1以外 A B C D 計

千代田区神田保 健所 1,093

中 央 区 中 央 保 健 所 3,010

港区保健衛生課検査係 4,327

新 宿 区 四 谷 保 健 所 3,154

文 京 区 衛 生 試 験 所 3,040

台 東 区 下 谷 保 健 所 2,271

墨 田 区 向 島 保 健 所 2,502

江 東 区 城 東 保 健 所 66

〃 深 川 保 健 所 3,554

品 川 区 衛 生 試 験 所 2,730(9 ) 1(1) 1(1)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 2,107

大 田 区 衛 生 検 査 所 3,223

世田谷区世田谷保健所 286

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 2,368

中 野 区 衛 生 試 験 所 2,523

杉 並 区 衛 生 試 験 所 2,027(11 ) 心) 心)

豊島区池袋・長崎保健所 143

北 区 衛 生 試 験 所 3,412

荒 川 区 荒 川 保 健 所 1,793

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 3,131

練 馬 区 衛 生 試 験 所 4,898

足 立 区 衛 生 試 験 所 4,585(6 ) 1(1) 山)

葛 飾区葛飾北保 健所 3,842

江戸 川区 小岩保 健所 5,156

小   計 65,241(26) 3(3) 3(3)

東 京 都 三 鷹保健所 3,353

八王子保健所 3,388

田 無保健所 3,469

島しょ保健所 大  島 440

三  宅 60

八  丈 295

小 笠 原 98

小    計 11,103

衛生研究所 本  所 359(206) 3(3) 1(1) 心)

多摩支所 13,511

小    計 13,870(206) 3(3) 山) 出)

合     計 90,214(232) 3(3) 4(4) 4(4)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
3年5月分

検      出      状      況

チフス菌
パラチフ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

2 1

1 1 3

1 6 2

1 1

1

1 2 2

1 1

2(1) 1 2 2(1) 2(2)

1

5 5 1 1

1

1 3 1 1

心) 1 3(3)

1 1

2

2 1 1

2 1 1 1 1(1)

15(2) 17 24 1 12(1) 6(6)

1

2 1 1

1 1

1 2 1 1 2

5(5) 1(1) 9(2) 2(2) 3(3) 60(30)

2 1 1

7(5) 2(1) 10(2) 2(2) 3(3) 60(30)

23(7) 21(1) 35(2) 4(2) 17(4) 66(36)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及ぴ東京)

菌  種  名

全   国 ( 3 年4 月分) 東 京(3 年5 月分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 60(38) 130 4(2) 8(8) 31(1) 5(5)

赤 痢 菌(A-D 群) 61(23) 34(3) 17(7) 26(26) 1(1) 3(3)

チ   フ   ス   菌 3 3 2(2)

ノマ ラ チ フ ス A 菌 1(1)

そ

の
他

の

サ

ル
モ

ネ

ラ

04(B) 54(13) 23 5(5) 7(5) 15(2) 8

07(C, 、c.  ) 23(6) 7 1(1) 2(1) 17 6

08(C2 、C3    ) 25(7) 12 6(6) 10(2) 24 10

09(D, ) 5(2) 18 1 1(1) 1(1) 5 11

09 、46 (D,   ) 1 1(1)

03 、10 (E, 、E, 、Es) 14(13) 1 1(1) 8(8) 2(2) 1 1

01 、3、19(E4  ) 2(2) 1(1) 1(1) 出)

O  13(Gi 、G2) 1 1 1(1) 2 1

018(K) 2 1

そ   の   他 3(1) 3

群    不    明 1 2(2) 1 2

腸 炎 ェ ノレ シ ニ ア 4(1) 10

偽   結   核   菌

コ レ ラ 菌 (01) 3(3) 2(2) 2(2)

//    (01 以外) 3(3) 5(5) 3(3)

腸 炎 ビ ブT リ オ 7(7) 2 23(23) 6(6)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 1(1) 1(1)

ェ  ロ  モ  ナ  ス 16(16) 11 1 4(4) 心)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 65(28) 366(1) 1(1) 11(11)

ブ  ド  ウ  球  菌 ri9 68 1

A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌 ＼m 2

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

〃   ( その他)

セ  レ  ウ  ス  菌 6

淋           菌 17

髄   膜   炎   菌 4

レ ン サ 球 菌(A 群) 217

//      (B 群) 24

//      (C 群) 2

〃    (G 群) 8

〃    ( 不明) 1

ジ フ テ リ ア 菌

百   日   咳   菌 3

肺   炎   球   菌 1

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ  ラ

赤 痢 ア メ  ー ノく 1 6(2)

マ   ラ   リ   ア

そ の 他 の 細 菌 29(21) 7(3) 67(67) 7(7)

( ): 海外旅行者分叫掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌   型

全     国 (3 年4 月分) 東  京(3 年5 月 分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2

3

4

5

6

7

8

型不明

B  群  1  a

1 b

1

2 a

2 b

3 a 2(2) 2(2)

3 b 1

4 a 1(1)

4 b

4

5 a

5 b

6 1(1) |
X |
Y

型不明 3(3)

C  群   1 1(1) 1(1)

2 1(1)

3

4

5

6

7

8 1(1)

9

10

11

12

型不明

D 群 54(17) 33(2) 14(14) 22(22) 1(1) 3(3)

その他 1(1)

( ): 海外旅行 酋分再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年5 月16日~1991 年6 月15日受理分)

予研ファージ型別室

ファージ型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌分離年月

チフス菌

D2

C5

Ml

Dl

E  1

E2

UVSl

東京都港区芝

富山県福野

富山県富山

富山県富山

広島県福山

山口県防府

静岡県沼津

大阪府大阪市中央

東京都墨田区本所

岐阜県多治見

愛媛県御荘

栃木県栃木

福岡県福岡市東

東京都三鷹

1(1)

1

1

3

1

2

1(1)

1(1)

1

1

1

1

1(1)

1

19  9 1.   5

19  9 1.   4

19  9 1.   5

199  1.   6

199  1.   2

1 99 1.    5

19  9 1.   4

19  9 1.   5

1 9 9 1.   6

19  9 1.   5

19  9 1.   4

19  9 1.    5

小  計 17(4)

パラチフスA 菌

1

2

4

UT

神奈川県横浜市港南

愛知県名古屋市緑

広島県広島市中

東京都文京区本郷

神奈川県横浜市南

愛知県豊橋

1(1)

1

1(1)

1(1)

1(1)

1

19  9 1.   5

19  9 1.   4

19  9 1.   5

199  1.   6

199  1.   4

小  計 6(4)

合   計 23(8)

( ): 海外輸人例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1989年12 月~1991 年5 月報告分)
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≪
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ー

カ
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４コ
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ケ
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Ξト` ウライウイルス    ー  -  - - - - 1  3 6 1 - - - 2  - - --  13

t °
コlit   NT     4  -  3 1 2 2 5  2 1 2 2 - - -  - ---  24

1、〕ワサッ* -・A   NT    ・・  -  - - - - -  1 - - - - - -  - - --  1
コクサンキ-A2     -  - - - - 1 20 77 u 4 3 - 3 -  2 - -- 124

⊃ウ'fッキ
ーAJ     -  -  - ・ - 1 - 2  1 7 - 1 3 - -  - - --  15

コクサvキ-A4     -  -  - 1 2 8 *5 31 9 1 1 3 1 -  - 1 -- 103
rjクサッ4-A5     3  -  - 1 - 3 57 36 18 7 7 2 - -  - 1 -- 115
コ9サvキ-A6     -  -  - - - 2 13 26 2 - - 2 - 1  - - --  46
D? サッキ・・・A7     - -  - - - - 1  1 1 - - - - - - - --  3
コクサvキ-A8     -  -  - - 2 1 -  - - - - - - -  - - --  3
⊃クサv<-A9     3  2  - - 1 1 6 19 IS 6 4 7 3 -  - --- 65
コクサv*-A1D     -  - - - - 5 73 96 30 21 3 1 2 -  - - -- 2S1

:jワサv*-A16     5  3  1 5 7 2J 68 81 20 39 27 20 9 8  2 - -- J18
コ7サvキ-B1     2  1  1 - - 1 2  4 - 9 2 - - 1  - - 1   -  24

コワサv≫-B2     4  5  1 1 7 11 29 49 45 29 10 8 4 -  - - -- 203
コワVツキーBi     3  2  - - 4 4 22 75 31 20 48 19 15 5  1 - 1   - 250
:・9サッキ・'B4     2  3  5 1 1 - 5  4 3 1 1 - - -  - - -- 26

コワサvキ-B5     2  1  1 1 - 3 19 85 35 21 22 11 5 -  - - -- 206
コクサンキ-B6     -  1  - - - 3 ID  7 5 1 1 2 - -  - - --  30
Iコ-    3       - -  - - - - 1  2 - - - - - -  - - --  3
1⊃-    4       2  -  - - - - - - - - - - - - - ---  2
Iコ-   5       -  - - - - - -  - 1 - - - - -  1 - --  2

1
コ・・・6       - -  - - - 3 1  2 3 2 9 - - 1  - - --  21
エ⊃-   7       -  -  - - - , 1  2 - - - - - -  - - --  3

I
⊃-    9       1  -  - - - 10 8 57 75 62 8J 24 19 2  1 1 -- 343

エ
コ-    11      23  3  1 2 1 3 7 11 8 19 19 8 5 -  1 - 1   - 112

エ⊃-    14      -  -  ・- - - - 1  3 1 15 5 1 1 -  - - --  27
エコー 6      1  1  - - - - 1  - - - - 1 - -  - - --  4

1⊃- 8      2  -  - - 1 1 -  - 1 - - - 1 1  - - --  7
エ⊃- 9      -  -  - - - - -  - - - - - 1 -  - - --  1

エ
⊃‘・■   21      1  -  - - 1 - -  1 1 - - - 1 -  - - --  5

エコ-   22      - -  - - - - -  2 3 1 - - - 1  - - --  7

1
コ-   2*      - 1  -  1 - - 3  - - 1 1 1 1 -  - ---  9

エコ-   25      1  -  - - 1 4 8 14 8 ID 14 5 1 1  - - --  67

I
コ-    JO      8  1  1 - 1 8 30 61 59 70    1 16 56 59 6  4 2 -- 442

ポリオ1      2  1  2 1 6 4 3  - - 1 3 3   2  - 1 1    -  31

ネ゚リオ2      1  - 2 2 4 3 2  - - - 2 3   -  - - 1    -  21
ポリオJ      -  1  - - 3 5 2  - 1 - 1 -   -  1 2 --  17
Iシ70     71     14  3  2 17 12 51     1 IB 108 36 22 10 2   -  - --- 396
・(iフHA   NT     -  -  - - - - -  - - - - - --  1 - --  1
ィンフHA   (HI)   - -  - - - - -  - - ・- - - - 13 46 53 5 - 1  17
ィンフK;A   H1N1    -  -  - - - - -  - - - - - - 5 19 4 --  28
ィン7ll.A   (H3)  321 605 91 3 1 - 1  - - - - - 1    201 502   215 8    - 1947
ィシフHA    HJN2   173 647 158 6 - 1 -  - - - - - -129 502    123 1    - 154Q
ィシフ11.エンザ B    25 307 656 489 97 5 1  - - ・- - - - 19 124 92 15 - 18  JO

ィンフll.Iンサ-c     -  - - - - - -  - - - - - 1 - - - --  1
パラィニyフn. 1     1  -  - 1 - 2 2  - - - - 2 - -  - ---  8
パラィンフit;   2     -  -  - 3 - 1 1  6 2 8 7 3 - -  - - --  Jl
パ ラィンフH   3     -  1  1 - - 3 9 15 3 - - - - - 1 ---  3J
nsゥィII:ス      23 12 11 5 3 3 - - - - 2 2 - 2  - - --  63

ムンフoス      28 IJ 12 n 28 26 42 35 7 19 21 17 9 4  8 5 1   - 286
マシン        ー  1  - - 1 - 1  - - - - - - -  - ---  3
フ1シン       ー  -  - - - 4 5  - - , - - 1 -  - - --  IQ
l/ォNT       -  -  - - マ ー - - - - - -  - - --  1
レK   2       -  -  - - - 1  1  - - - - - - -  - - --  2
a?       U5 199 133 56 47 13 9  1 2 4 2 10 41 129 U9 39 3 - 982

コガタヶ゙ リウイ&ス   s* 40 28 19 28 6 -  - - - 1 1 21 42 18 - -- 248
アデ ノNT     30 17 15 4 5 4 5  6 1 1 1    3 4  2 - --  99
ア7'ノ1      9 10  4 5 13 13 17 u 19 13 4   6 4  6 4 1   - U9
アテ` ノ2      19 21 1J 16 23 18 35 25 17 12 12 1 27 15  9  -- 278
ア5゙ ノJ      44 JD 14 15 22 36 47 79    121 95 57 38 45 23  5   -- 674
ア7-ノIt      7  2  2 - 2 6 7  5 18 26 12 18 u 6  3   -- 129

??｀ノ
・:・      9  9  5 5 9 9 8     ,U 2 5 3 5 3 3  3   --  93

アヂ ノ6      5  6  3 1 2 1 3  2 1 2 1 1 2 1  2   --  34
アi゙ ノS      1  1  - 4 6 1 7  1 2 - 6 9 1 3  1   --  4J
アチ` ノ11      3  -  2 1 1 - - 2 8 1 2 5 - -  - - --  25

アデ ノ19      1  -  - ・- 3 3 2  3 3 2 3 IQ 4 7  5 - --  46
アデ ノ37      2  3  2 6 2 3 -  - 2 3 1 8 1 3  - - --  36
アラ ノ40      -  1  - - - 1 -  - - - - - - -  - - --  2
アデ ノ41      -  - - 1  1 - -  - 1 - - - - -  1 - --  4

Ml.
ペ スワ''ン     ー  - 1        -       - 1 -  - - - - - - -  - - --  2

7ンジ ュンヘルペ スNT  8  5 13 6 4 2 4  4 1 5 1 - 1 -  1 - --  55

9ンシ` コン
ヘルペ ス1  47 S5 26 50 34 28 28 57 29 31 33 25 34 32 36 16 5    - 506

タンミノ゙ ユン
ヘルペ ス2  6  2  7 8 4 8 15  7 5 12 8 4 9 12  2 4 1- 114

スイトウタイシ` .ウホウシン  5  3  1 - - - 1  - - 2 - 1 1 -  2 - --  16

サイト カ` o     25 22 21 1 3 - 3  2 3 1 2 - 6 5  - - --  94
Aガ 9カンエン     

ー  1  1 3 - - -  - - - - - - -  - - --  5

Bカ` タカンエン     1  5  1 3 1 1 4  - 8 9 2 - 1 1  2 4 --  43
ワラミシ` アNT     2  1  3 1 1B 11 9  9 8 5 3 7 5 4  4 1 4    -  95

トラ
コ7チスNT    u 22 11 23 17 17 25 25 29 27 19 11 19 u 12 9 10 - 304

ハィエンマィコプ ラス` マ  4  1  1 1 - - 3  2 5 11 9 - - -  - - --  37
ゴウ ケ イ    Tn76 2049 12S6 T5i 452 J89 839 1155 734 657 507 J71 J71 712 1279 587 59 - 13334

小l 下痢ウ イル ス: ロタウイル ス以外の小型球形下繭ウイルス( ノーウ*■ ―ク, カリシを會む〉



の著しい増加は、ネパールのカトマンズ地域を中

心とするコレラ菌の飲料水汚染による大流行に起

因するものであり、死亡例もかなりの数に達して

いる。この他マレーシアでの発生例の増加も顕著

であるが、逆に1988年以来発生例の多かった中国

やイランでの流行は確実に減少していると報告さ

れている。また、タイからの帰国者から多くのコ

レラ患者が確認されているにもかかわらず、本年

もまたタイ国からの発生報告はなかった。

一方ヨヨーロッパ9 カ国及び米国での発生例の

うち、ルーマニアとソ連を除く国での発生例はそ

の殆どが輸人例であった。ルーマニアとソ連南部

黒海に隣接するアソフ海沿岸に位置するロストブ

地域における流行は、1990年7 月と8 月に飲用に

利用された河川水汚染によるもので、それぞれ27
名と49名の患者数が報告されている。オセアニア

では4 力国で発生、患者数は66例であった。ツバ

ルではエルトール小川型による27例が、ミクロネ

シアでは1984年終結以後7 年振りにエルトール稲

葉型による34例が確認されている。また、ニュー

ジーランドでの1 例は国内発生例であった。
このように1990年に流行拡大のきざしをみせた

コレラは、1991年に入り突然南米ペルーに上陸し
猛威を奮っている。今後のコレラの動きに充分注

意する必要があろう。

(細菌第一研究科 山田澄夫)

表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)

(平成3 年5 月分)

ウイルス    / 型 分離株数 採 取 年 月 検 査 材 料 採 取 理 由

Influenza  A H 3

A HI

Rota*

Mumps

Norwalk - like **

Astrovirus  **

Calicivirus **

SRFV***

Adeno       2

3

4

2

1

3

8

3

1

1

1

2

3

2

4

2

1

1

91 年2 月

91 年3 月

91 年4 月

91 年3 月

91 年4 月

91 年3 月

91 年4 月

91 年3 月

91 年4 月

91 年2 月

91 年4 月

咽頭 ぬぐ い 液

気 管内 分泌 液

ふ  ん  便

髄     液

ふ  ん  便

眼結膜ぬぐい液

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

〃

集団発生( 疾患調査)

熱 性 疾 患(MMR)

サ ー ベ イ ラ ン ス

//

//

〃

集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

〃

//

〃

* 電顕法・ELISA 法による検出 ** 電顕法による検出 ***  Small Round Featureless Virus

訂正 第12 巻、第4 号分

D I ページ右欄上から16行、及び8 ページ左欄上から2~4 行目までをアンダーラインの如く訂正:

「菌でCP ・TC ・SM ・ABPC ・ST(2 株) 、D 群菌でCP ・SM ・ST  (27株) 、CP ・TC ・」

「あった。これは耐性頻度の高かった血清型Enteritidis及びHadar において分離株数が減少した

ことによ乙、I

2) 表1 、「その他のサルモネラ」欄:

練馬区衛生試験所分 07:O    →2
-      -

08:Z   -4

その他: 亙  - ・旦

小計(23 区分)  07:6    →8一      -
08: ヱ    ・>i゙旦

その他・■ 旦  - ⇒i

合計       07:6    (1) - ⇒9   (1)-      -
08 : ヱ    ー⇒旦

その他:9    (1)-⇒旦(1)

3) 表2 、「東 京 都(3 年4 月 分) 、保 健 所 」 欄:

07(C 1,    C4):6  -S
- -

08  (C2,    C3):  7  -S
- -

09(D1)    :7  -S
- -

表7 及び表8 の5 月分は次号に掲載

印刷物規格表 第2 類

印刷番号 3-79
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話 題 1990~91 年冬季、東京都におけるインフルエンザ

インフルエンザ様疾患いわゆる" かぜ" 症候群の

原因ウイルスは様々であるが、その代表はインフル

エンザである。

過去十年間、東京都を含め日本国内におけるイン

フルエンザの流行はA ソ連型(HIND 、A 香港型

(H3N2) 及びB 型ウイルスによる単独流行あるい

はこれら三型のウイルスの組み合わせによる混在流

行であった。ちなみに前年度(1989~90 年) 冬季の

都内におけるインフルエンザの流行は、AH3( 香港

型) 型が主体でこれにB 型ウイルスによるものも加

わった混在流行であった。

1990 ~91 年冬期の都内におけるインフルエンザ

様呪患による集団かぜは、1990 年11 月下旬福生保

健所管内の小学校で、二年生の1 クラスが学級閉鎖

になった事例で始まった。症状は発熱、せき、頭痛、

咽頭痛、筋肉及び関節痛などでインフルエンザを疑

い、患者5 名について病因検索を行なった。その結

果ウイルスは検出されなかったものの、患者ペア血

清の補体結合反応試験で、アデノウイルスに対する

抗体が優位に上昇していたことから、本事例はアデ

ノウイルス感染症と診断された。以後、12 月に3 集

団、1991 年1 月に27 集団、及び2 月ft 5集団合計

36集団についてウイルス検索、及び血清学的検査を

実施した。表に示すごとく、インフルエンザウイル

スによる事例は合計31 例で、ウイルス別に見ると

AH3( 香港型)型29 例、AHl  (ソ連型)型によるもの

2 例であった。この他、アデノウイルスによる事例

2 例、 コクサッキーB 群2 型とアデノウイルス4 型

による2 種のウイルスによる感染例が1 事例、及び

不明が2 事例であった。なお、アデノウイルスによ

る2 事例のうち12 月上旬に発生した例も、初発例と

同様ウイルスは検出されず、患者の血清学的検査に

よりそれと診断された例である。

また、インフルエンザ様疾患の症状を呈し、かつ

下痢及び嘔吐などの症状を伴った患者については、

SRSV( 小型球形ウイルス)の感染も疑い、電子顕微

鏡による糞便検索を実施した。その結果、12月上旬

の原因不明とされた例のうち1 名、更に1 月中旬に

発生したAH3( 香港型) 型による1 事例中の、1 名

から本ウイルスが検出された。

以上のごとく今冬季の東京都における集団かぜの

主流行は、インフルエンザAH3( 香港型) 型ウイル

スによるものであったが、一部、AH1( ソ連型) 型

ウイルスによる集団例もあったことが確認された。

全国的には、1990 年10 月北海道においてインフ

ルエンザ様疾患の初発以来、11月までに各地での発

生報告が国立予防衛生研究所日本インフルエンザセン

ターよりなされたが、病因はアデノ、エコー、コクサ

ッキー、パラインフルエンザウイルスなどによるも

のであった。インフルエンザウイルスの最初の確認

は、1990 年12 月横浜市において発生した事例から

AH3( 香港型)型ウイルスが検出された例である。こ

れを皮切りに、以後全国にAH3( 香港型)型、AHl

( ソ連型) 型及びB 型ウイルスの検出報告が続き、

厚生省保健医療局疾病対策課、結核・感染症対策室

のまとめによると、その主流は東京都の場合と同様、

AH3( 香港型) 型であったと報告されている。

(ウイルス研究科 山崎 清)

表 1990~91 年冬期、東京都における集団かぜ患者の病因検索

発生年月旬
検索対象
集団例数

診  断  結  果

インフルェンザ
ァデノ   謡 町 虻 不明

ァ丿4m
A 香港型 A ソ連型

1990.11 下
12 上

中

1991.  1中
下

2 上

1
2
1
8

19

5

1*

1*             1

1

8
16    2                 1

5

合 計 36 29**    2     2      1       2

*: 血清学的診断(CF テスト) による

**: うち5 集団は血清学的診断による



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査材 料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

〇-  1 O-1 以外 A B C D 計

千代 田区神田保 健所 1,332

中 央 区 中 央 保 健 所 7,742

港区保健衛生課検査係 4,769

新 宿 区 四 谷 保 健 所 3,569

文 京 区 衛 生 試 験 所 3,143

台 東 区 下 谷 保 健 所 3,015

墨 田 区 向 島 保 健 所 2,356

江 東 区 城 東 保 健 所 54

〃 深 川 保 健 所 3,364

品 川 区 衛 生 試 験 所 2,857 (6 3 10) 1 (1)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 2,068

大 田 区 衛 生 検 査 所 4,320

世田谷区世田谷保健所 286

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 2,727

中 野 区 衛 生 試 験 所 3,235

杉 並 区 衛 生 試 験 所 4,268 (5 )

豊島区池袋・長崎保健所 353

北 区 衛 生 試 験 所 3,760

荒 川 区 荒 川 保 健 所 1,335

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 5,534

練 馬 区 衛 生 試 験 所 4,724

足 立 区 衛 生 試 験 所 4,860 (2 :

葛飾区葛飾北保健所 3,197

江戸川区 小岩保 健所 5,084

小    計 78,672 (13: 10) 1 (1)

東 京 都 三 鷹保健所 3,881

八王子保健所 3,482 1

田 無保健所 3,290

島しょ保健所 大  島 370

三  宅 66

八  丈 272

小 笠 原 63

小    計 11,424

衛生研究所 本  所 1,839 (MK 3(3)

多摩支所 14,323(12;

小    計 16,162 (160; 3(3)

合     計 106,258  (173: 3(3) 1 1 (1) 1 (1)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
3年6 月分

検      出      状      況

チフス菌
パラチフ
ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1

1 5 3 1

2 1

1 1 2

1 4

2 3

1

1 1

1 1 3(2)

1 1

1 4 2

1 1

1 1 2

2 (1) 1 2 2

1

1 2 1

1

1 1 1

1

1 1(1) 1 3(3)

3 1 2

14  (1) 24 17(1) 16 9(5)

1

1

1 1

9(4) 4(4) 7(6) 2 (2) 104(4) 131  (23)

1 1 2 1

10(4) 5(4) 9(6) 3(2) 104(4) 131  (23)

24 (5) 30(4) 27(7) 3(2) 120(4) 140  (28)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及び東京)

菌  種  名

全   国 (3 年5 月分) 東 京(3 年6 月分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 118(15) 169(1) 30) 5(1) 17 (7) 5 (4)

赤 痢 菌(A-D 群) 17(9) 4 9(7) 14(14) 1 (1)

チ   フ  ス  菌 6(2) 1 10)

パ ラ チ フ ス A 菌 1 3(3)

そ

の

他

の

サ

ル
モ

ネ

ラ

04(B) 59(9) 56 2 7(7) 10(4) 14 (1) 5

07(CI 、C4     ) 39(3) 17 2(2) 5 (4) 24 6

08(C2 、C3) 61 (6) 26 6(O 9 (6) 17 (1) 8

09(D1 ) 16(1  ) 20 1(1) 100(1) 11 3

09 、46 (Dz   )

03 、10 (E,、E2 、Ea) 12(6) 4 5(5) 3(2) 1

01 、3、19(E4  ) 3(2) 1 1(1) 1 (1)

0  13(G, 、G,  ) 4(1) 1(1)

018(K) 2 1

そ    の   他 7 5 3(2) 4

群    不    明 2 1

腸 炎 ェ ノレ シ ニ ア

偽   結   核   菌 l
コ レ ラ 菌 (01) 2(2) 3(3) 4(4  )

〃  (01 以外) 3(3) 1(1) 11 (11) 3(3)

腸 炎 ビ ブ リ オ 40(11) 8 47 (47) 4(4) 1(1)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 2(2)

ェ  ロ  モ  ナ  ス 8(7) 20 4(4) 14 (4) 2

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 141 (13) 619 6 (5)

ブ  ド  ウ  球  菌 24 101 12

A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌 37 10 75

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

//     ( その他) 1

セ  レ  ウ  ス  菌 4

淋           菌 26

髄   膜   炎   菌 2

レ ン サ 球 菌(A 群) 97

//      (B 群) 9

//      (C 群) 1

〃    (G 群) 2

//      ( 不明)

ジ フ テ  リ  ア 菌

百   日   咳   菌 7

肺   炎   球   菌

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ  ラ |
赤 痢 ア メ ー ノぐ 2 1

マ    ラ    リ    ア

そ の 他 の 細 菌 14(11) 3(1) 3(1) 61 (61) 3(3) 1

( ): 海外旅行者分叫掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (  3 年5 月分) 東  只(   3 年6 月分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群  1

2

3

4

5

6

7

8

型不明

B  群   1  a

1 b

1

2 a 2(1) 1 2(2) 1 (1)

2 b

3 a 1(1) 1 (1)

3 b

4 a

4 b

4 3

5 a

5 b 1 (1)

6 10)

X

Y

型不明 1

C  群   1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

型不明

D 群 12(8) 3 6(4) 10(10) 1 (1)

その他

( ): 海外旅行酋分再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年6 月16日~7 月15日受理分)
予研フT    ージ5U別室

ファージ型 所轄保健所(,患者住所) 例   数 菌分離年 月

チフス菌

D2

4 3

A

B  1

E  1

Ml

UVS4

Vi  ―

千葉県習志野

愛知県豊明

長崎県長崎市北

秋田県大曲

奈良県郡山

千葉県千葉市

石川県松任

和歌山県和歌山 市中央

神奈川県茅ヶ崎

干葉県

1

1 (1)

1

2

1

1(1)

1

1

1

1

19  9 1.    6

19  9 1.    5

19  9 1.    6

1 9 9 1. 6

19  9 1.    6

19  9 1.    5

19  9 1.    6

19  9 1.    5

1 9  9 1. 7

1 9  9 1.    7

合   計 1 1   (2)

( ): 海外輸入例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1990年1 月~1991 年6 月報告分)

5 6

７4

4
o
r#

f
i 
A
 
r

」

2
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r

」

１
S

ツ

2

ー

１

カ

ｓ
″

*
≫
 
*

1
A
r

○

ー

1
A

 
r

ー

9
A

 
r

ー

e
a
r4

r
-
o
r

ー

6
o
rs

m
a
r≫

■
*
f
r

*

■
≫

≪
>
r

ー

2

カ

９

l

r
「

n
^
*
. 
V

ミト` ウヲイウイ!,ス    ー  - - - - 1  3 6 1 - - - 2  - - - --  IS
t°コ%-t   NT     -  3 3 3 17 23  2 1 2 2 - - -  - - - --  56
⊃ク≫≫●-A   NT    -  - - - - -  1 - - - - - -  - - - --  1
コクサ≫●-A2     -  - - - 1 20 77 u 4 4 - 3 -  2 1 - -- 126
39 サ≫キ-A5     -  - - 1 - 2  1 7 - 1 3 - -  - - - --  15
コクサ≫キ-A*     -  - 1 2 8 4S 31 10 1 1 3 1 -  - 1 - 1  - 1QS
コクサ≫●-A5     -  - 1 - 3 37 36 18 7 7 2 - -  - 1 - -- 112
コクTゝ ●-A6     -  - - - 2 13 26 2 - - 2 - 1  - - 8 4   -  58
コクサ≫キ-A7     -  - - - - 1  1 1 - - - - -  - - - --  3
37 サv●-A8     -  - - 2 1 -  - - - - - - -  - - - --  3
コ9サ≫●-A9     2  - - 1 2 6 19 u 6 4 8 3 -  - - 1 --  66
コクサ≫●-A10    -  - - - 5 7J 96 30 21 3 1 2 -  - - - -- 231
l^tサy●-K^e    3  1 5 7 25 7S 85 20 41 29 21 u 9  2 1 - -- 336
コクサyキーBI     1  1 - - 1 2  4 - 9 2 - - 1  - - 1 --  22
コクサツ●-B2     5  1 1 7 11 S2 49 45 29 10 8 4 -  - - - 1  - 203
コクサ≫●-B3     2  - - 4 6 23 75 34 20 ≪.8 21 16 5  2 1 1 -- 2S8
⊃クサ≫キ-B*     3  5 1 1 - 5  4 3 1 1 - 1 -  - - - --  25
コクサ≫キ-B5     1  1 1 - 3 20 8S 35 21 22 11 6 1  - - - -- 207
37 サ。キーB6     1  - - - 3 10  7 5 1 1 2 - -  - - - --  3D
エコーi       -  - - - - 1  2 - - - - - -  - - - --  3
χコー4       -  - - - - -  - - - - - - -  - 1 - --  1
エコ-   5       -  - - - - -  - 1 - - - - -  1 - 1 --  3
エコー6       -  - - - 3 1  2 3 2 9 - - 2  - - - --  22
1コ-   7       -  - - - - 1  2 - - - - - -  - - - --  3
1コー9       -  - - 1 10 27 56 77 63 89 29 20 4  1 1 - -- 380
エコー11      3  1 2 1 3 7 16 9 19 20 9 5 -  1 - 2 --  98
1コ-   U      -  - - - - 1  3 1 15 6 1 1 -  - - - --  2S
ΣコーIS      -  - - - - -  - - - - - 1 -  - - - --  1
ID-    16      1  - - - - 1  - - - - 1 - - - - - --  3
1コー18      -  - - 1 1 -  1 1 - - - 1 1  - - - --  6
ヱコ-   19     - - - - - - - -- - - 1 - - - - ‥  1
1コ-  21      -  - - 1 - -  2 1 - - - 1 -  - - - --  5
エコ-  22      -  - - - 1 -  2 3 1 - - - 1  - - - --  8
1コ-   24      1  - 1 - - 3  - - 1 1 1 1 -  - - - --  9
ヱ⊃- 25      -  - - 1 4 8 1^ 8 ID u 5 1 1  - - - --  66
エコ-   27      -  - - - - - - - - - - - 1  - - - ・ --  1
エコ-   SO      1  1 - 1 8 42 7S 65 85   126 S9 42 6  5 7 5 -- S04
≪・リオ1      1  2 1 6 4 3  - - 1 3 3 1 3  1 1 4 --  34
*゜<オ2      -  2 2 4 3 2  - - - 2 3 2 1  - 1 2 --  24
≪゙ >≫オ3      1  - - 5 5 2  - 1 - 1 1 3 1  1 3 1 --  2S
1ンfo 71      3  2 17 IS 55    137 1U 36 22 u 3 2 -  4 - - -- 27
ライノ        ー  - - - 1 -  - - - - - - -  - - - --  1
<ンフfcA   NT     -  - - - - -  - - - - - - -  1 - - --  1
インフルA   (HI)   -  - - - - -  - - - - - - IS 51 73 7 -- U4.
インフl>A   H1N1    -  - - - - -  - - - - - - 5 20 7 16 --  48
イッフkH,   (H3)  603 91 3 1 - 1  - - - - - 1    201 S41    2*8 16 -- 1706
インフtuA   H3N2   649 1S6 6 - 1 -  - - - - - -    129 361    18S 6 -- U95
イッフルΣッサ` B   307 6S6   ≪89 98 5 1  - - - - - -      19 163    167 S2 9   - 1966
インフfcヱンサ` c     -  - - - - -  - - - - - 1 -  - - - --  1
パ ラインフ% 1     -  - 1 - 2 2  - - - - 2 - -  - - - --  7
バ ラインフル2     -  - 3 - 1 1  6 2 8 7 3 - -  - - - --  SI
1? ライン7≪. S     1  1 - - 3 9 16 3 - - - - -  1 - - --  J*
RSウイ!,ス      1i n 9 4 4 -  - - - 2 2 - 2  - - 1 --  49
bッフ ス      13 12 12 ss 31 i,S 35 7 19 22 19 12 4  9 11 6 2- 29*
マシッ        1  - - 2 - 1  - - - - - - -  - - - --  4
フウシッ       ー  - - - 4 5  - - - - - 1 -  - - - --  10
レ    NT       -  - - - 1 -  - - - - - - -  - - - --  1
レオ2       -  - - - 1 1  - - - - - - -  - - - --  2

09       202 153 56 47 13 9  1 2 4 2 10 43    154 18S 7* 23 -- 958
コカ` ?ケ■")■>イSス   40 28 19 28 6 -  - - - 1 11 21 42 22 9 n -- 238
ァチ` ノNT     17 18 11 12 11 1J  6 1 1 1 1 4 4  2 - 4 -- 106
ァテ` ノ1      10  4 5 ^^ 13 19 14. 20 13 5 7 8 5  8 8 13 -- 166
ァテ` ノ2      21 IS 16 24 21 41 2S 17 12 12 15 27 20 u 11 6 1  - 298
? デ` ノ3      30 15 17 25 38 62 80    126 94 57 38 i7 24 11 10 3 -- 677
ァチ` ノ*      2  2 - 3 6 9  5 19 26 12 20 ＼6 6  5 4 2 -- 137
ァテ` ノ5      9  5 5 10 9 9 14 3 5 3 5 5 4  3 3 3 1  -  96
ァf ノ6      6  3 1 2 1 3  2 1 2 1 1 3 3  2 3 - --  34
ァテ` ノ8      1  - 4 6 1 7  1 2 - 7 9 1 5  1 - - --  45
ァデ ノ11      1  2 3 3 3 -  2 10 1 5 5 - 1  - - - --  36
ァテ` ノ19      -  - - 3 3 2  3 3 2 5 10 4 7  5 - - --  *7

ァテ` ノ37      3  2 6 2 3 -  - 2 3 1 8 1 3  - - - --  S4
ァテ ノ*0      1  - - - 1 -  - - - - - - -  - - - --  2
?ラ ノ*i      -  - 1 1 - -  - 1 - - - - -  1 - - --  4
ヘルペ スグ ン     ー  1 - - 1 -  - - - - - - -  - - - --  2
タンシ` 3ンヘKペ スnT  5 IS u 7 7 5  4 1 5 1 1 1 1  1 - - --  66
タンジ ュンヘSペ ス1  37 26 34 57 3S 32 38 29 J1 34 25 34 39 40 21 20 6   - sie

タンシ` ュンヘルベ ス2  2  7 9 4 13 16  7 5 12 8 4 9 13  3 5 3 2   - 122
スイト・>9イジ ●ウホウシン  3  1 2 - 1 7  - - 2 - 1 1 -  3 - - -- 21
サイトメカ` o     23 30 18 J2 28 36  2 3 1 2 - 6 5  - 7 2 -- 195
Aカ` 9カンエン     1  1 3 - - -  - - - - - - -  - - - --  5
B カ` 9カンエッ     5  1 3 1 1 4  - 8 9 2 - 1 1  2 4 - --  42
ツツカ` ムシ      ー  - - - - -  - - - - - - -  - 2 ---  2
クラミシ` アNT     1  3 1 18 11 9  9 8 5 3 7 5 4  4 1 4 1  -  9^
トラコマチスNT    22 11 23 17 17 25 25 2V 27 19 11 19 u 12 9 1i 7    - JQI
ハイI,?イ37゚ ラズ マ  1  1 1 - - 3  2 S 11 9 - - -  - - - --  ss
コ`ウ ケ イ    2060 1271 811 503 462 999 1188 758 67*. 641 392 tO3 768 U91 861 238 J5 - 13S9S

小型 下爾ウ イルス:a  タウイル ス以 外の小型球形下痢ウ イル ス( ノーウォーク, カリシを含む)



表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)
(平成3 年6 月分)

ウイルス  / 型 分離株数 採取年月 検 査 材 料 採 取 理 由

ECHO   30

Rota*

Mumps

Adeno    1

2

5

5

37

41

1

1

1

4

3

2

2

1

3

1

1

1

1

1

4 月

5 月

6 月

5 月

3 月

5 月

6 月

4 月

5月

ふ  ん  便

咽 頭 ぬぐい 液

髄     液

ふ  ん  便

髄     液

ふ  ん  便

眼結膜ぬぐい液

ふ  ん  便

サ ー ベ イ ラ ン ス

//

//
不 明 熱 性 疾 患

//

サ ー ベ イ ラ ン ス

//
熱性疾患(MMR)

サ ー ベ イ ラ ン ス

μ

//

//

//

//

* 電顕法・ELISA 法による検出

表7 淋 菌及 ぴ クラ ミジ ア検 出 状 況

(平成3 年5 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア*陽吐者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科

(男子尿道炎患者)
34 13(3) 4(1) 5

衛 生 研 究 所 2 2 2 1 2

(平成3 年6 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・ クラミジア*陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科
(男子尿道炎患者)

3ヽ1 12(-) 2(-) 3

衛 生 研 究 所 1 6 1 1 1

*ELISA 法による検出、円内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅毒血清反応試験成績
( 平成3 年5 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 106 - 10 23

陽 性 件 数 6(6) - - 3(2)

( 平成3 年6 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 73 - 7 16

陽 性 件 数 6(5) - - 3(3)

□内は確認試験(TPHA 及びFTA-ABS 法)陽性件数

印刷物規格表 第2 類

印刷番号 3-79
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話 題 エコーウイルス30型による無菌性髄膜炎の流行

夏季に流行するウイルス性疾患を代表するもの

の一つに無菌性髄膜炎がある。厚生省感染症サー
ベイランス事業報告によれば、同疾患から検出さ

れるウイルスのほとんどはエンテロウイルスであ
り、それらには年次推移が認められる。 1983年か
ら1990年までの8 年間に、わが国における無菌性

髄膜炎から検出された主要起因ウイルスは以下の

通りであった。
1983年 エコー30型、コクサッキーB 群4 型

1984年 コクサッキーB 群5 型
1985年 エコー6 型、コクサッキーB 群3 型

1986年 エコー7 型、コクサッキーA 群9 型
1987年 コクサッキーB 群3 型、同5 型
1988年 エコー18型

1989年 エコー30型、同11型
1990年 エコー30型、同9 型

エコーウイルス30型は、1983年に全国的な無菌
性髄膜炎の流行を引き起こした後、しばらくは局

地的な流行(1984 年愛媛県、1986年福島県) にと
どまっていた。しかし、1989年には中国、四国、

近畿地方、続いて1990年は2 度目の全国的な流行
の原因となった。これまで無菌性髄膜炎が同一型

ウイルスにより年を越えて流行することは極めて

珍しく、本ウイルスが2 年間に渡って流行したこ
とは興味深い。しかも1990年には、例年同疾患の

流行が終息する10月にエコーウイルス30型の検出
例数が最高となり、年末までかなりの検出報告が
続いた。

東京都におけるエコーウイルス30型の検出状況

をみると、1983年の流行時には無菌性髄膜炎を疑
われた例からの検出例はなく、わずかに熱性上気

道炎と診断された患児1 例から検出されたにすぎ
なかった。しかし、1990年10月には清瀬市内の保

育園において無菌性髄膜炎の集団発生例が認めら
れ、4 名の患者から同ウイルスが検出された。ま

た同年11月には23区内のサーベイランス検査定点
2 病院の無菌性髄膜炎患者からそれぞれ1 例ずつ

検出されている。更に本年の都内における無菌性
髄膜炎の発生状況を、都の結核感染症サーベイラ

ンス情報からみると、5 月まで一定点あたりIPJ.
下であった患者数は、6 月から急増し7 月には、

5.8 と上昇していた。そして、衛生研究所に搬入

された無菌性髄膜炎患者の検体も5 月中旬までの

17件から、5 月下旬には21件、6 月65件、7 月202

件、8 月81件と急増した。これらの材料は都内の

11病院の患者183 名から採取されたもので、材料

別の件数は髄液219 件、咽頭拭い液101 件、糞便

63件、その他の材料3 件( 血液1 、尿2) 、合計

386 件であった。なお、被検者の男女比は1.40で

男性の方が多く、過去の無菌性髄膜炎流行期のそ

れと同様であった。

現在までに得られた検査成績では、被検183 名

中89名(48.6%) からウイルスが検出され、すべて

エコーウイルス30型と同定された。ウイルス分離

陽性検体を種類別にみると、髄液81件(37.0%) 、

咽頭拭い液14件(14.0%) 、糞便29件(45.3%)

であった。

昨年10月以降、都内で急増してきたこのエコー

ウイルス30型による無菌性髄膜炎の流行には、二

つの特徴がみられる。第一は、集団発生例が多 く

認められることである。前述した1990年10月にお

ける清瀬市内の保育園における集団例、本年6 月

における港区内の乳児院、福生市内及び小金井市

内におけるそれぞれの地域内での集団発生、また

未確認情報ではあるが新宿区内の病院内における

事例、などである。さらに、5 月から8 月にかけ

て多数の検査材料が搬入された大田区の場合も、

患者情報を調べると、ある特定の小学校に集中し

ている集団発生と考えられる事例であった。

第二は、高い年齢層からも患者が認められてい

ることである。無菌性髄膜炎の好発年齢は、一般

的に4,5 歳以下が中心であるが、本年は年齢の記

載があった患者135 名のうち17名(12.6%) は中

学生以上の年齢層であり、そのうち7 名(41.2%)

からエコーウイルス30型が検出されている。

前述のように同一型のウイルスによる無菌性髄

膜炎が年を越えて流行することは稀であるが、エ

コーウイルス30型による本疾患が今後どのように

推移するか、流行状況の監視に細心の注意を払う

必要がある。

(ウイルス研究科 林 志直)



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査 材 料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 0-l 以外 A B C D 計

千代田区神田保健所 1,809

中 央 区 中 央 保 健 所 2,952

港区保健衛生課検査係 4,712

新 宿 区 四 谷 保 健 所 3,305

文 京 区 衛 生 試 験 所 2,964

台 東 区 下 谷 保 健 所 2,573

墨 田 区 向 島 保 健 所 2,180

江 東 区 城 東 保 健 所 133

//   深 川 保 健 所 3,279

品 川 区 衛 生 試 験 所 2,810(14)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 2,094

大 田 区 衛 生 検 査 所 5,261

世田谷区世田谷保健所 669

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 2,647

中 野 区 衛 生 試 験 所 3,119

杉 並 区 衛 生 試 験 所 4,373(17) 2 (2) 2 (2)

豊島区池袋・長崎保健所 4,648

北 区 衛 生 試 験 所 2,961

荒 川 区 荒 川 保 健 所 1,619

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 6,146

練 馬 区 衛 生 試 験 所 4,977

足 立 区 衛 生 試 験 所 4,584(6)

葛飾区葛飾北保 健所 3,744

江戸川区 小岩保 健所 4,151

小   計 77,710(37) 2 (2) 2(2)

東 京 都 三 鷹保健所 3,455

八王子保健所 3,252

田 無保健所 3,666

島しょ保健所 大  島 471 l
三 宅 106

八  丈 268
小 笠 原 68

小    計 11,286

衛生研究所 本  所 1,276(187) 1 巾 2 (2) 1 (1) 1 (1)
多摩支所 12,769

小   計 14,045(187)1巾 2 (2) 1 (1) 1 (1)

合     計 103,041(224)1 (1) 2(2) 3 (3) 3 (3)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
3 年7 月分

検      出      状      況

チフス菌
パラチフ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1

1 1

1 7 1

1

1

3

1 1

3 2 1 1

2 2 1 1巾 1巾 6(5)

1

1 2 2 1

2 2 1

1 3 10(10)

1 2

4 1 1

2 4

4 2 6 1 1 (1)

1

1 1

11 34 20 1巾 12(1) 19 (16)

1

1 1

3

1

2 1 4

50(4) 2(1) 8(4) 2(2) 26(3) 77 (42)

1 1

51(4) 2巾 8(4) 3(2) 26(3) 77 (42)

64(4) 36巾 29(4) 4(3) 42(4) 96 (58)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及ぴ東京)

菌  種  名

全   国 (3 年6 月分) 東 京(3 年7 月分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 73(38) 187 5(4) 11(11) 13(5) 13(12)

赤 痢 菌(A-D 群) 8(6) 1∩) 9(9) 13(13) 1(1) 2(2)

チ   フ   ス   菌
3

ノマ ラ チ フ ス A 菌 1(1)

そ

の

他

の

サ

ル

モ

ネ

ラ

04(B) 88(8) 88(1) 4 5(5) 51(4) 11 13

07(CI 、C4) 87(7) 20 l(1) 2(1) 34 16

08(C2 、C3) 82(11) 39 1 9(9) 8(4) 20 3

09(D1) 179(1) 25 2 4(4) 24(1) 5 2

09 、46 (D,   ) 3

03 、10 (E,、E2 、Es) 10(4) 4(1) 5(5) 3(2) 1∩) 2

01 、3、19(E4  ) 4(2) 1(1) 1(1)

0  13(G, 、G2) 2 3(3)

018(K) 3 1 1(1) 4 2

そ    の    他 7(2) 8 1∩)

群    不    明 1 5 2 2

腸 炎 ェ ノレ シ ニ ア 24 24

偽   結   核   菌

コ レ ラ 菌 (01) 2(2) 2(2) 4(4) 1(1)

//    (01 以外) 7(6) 1(1) 16(16) 2(2)

腸 炎 ビ ブ リ オ 49(14) 41 1(1) 50(50) 22(7) 1∩)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 2 1∩) 3(3) 4(4)

ェ  ロ  モ  ナ  ス 17(4) 36 K(1) 3(3) 10(10) 1(1)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 115(9) 650 2 9(9) 1(1)

ブ  ド  ウ  球  菌 94 151 12

A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌 105 7

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型) 1

〃   ( その他)

セ  レ  ウ  ス  菌 1

淋           菌 24

髄   膜   炎   菌 2

レ ン サ 球 菌(A 群) 147

//      (B 群) 12

//      (C 群) 2

//      (G 群) 4

//      ( 不明)

ジ フ テ リ ア 菌

百   日   咳   菌 9

肺   炎   球   菌 1

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ  ラ |
赤 痢 ア メ ー ノ< 1(1) l
マ    ラ    リ    ア

そ の 他 の 細 菌 13(6) 1 2(2) 64(64) 7(7) 3(1)

( ): 海外旅行者分丙掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及ひ東京)

菌    型

全     国 (3 年6 月分) 東  京(3 年7 月分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2 ,1(1)

3

4

5

6

7

8

型不明

B  群  1  a

1 b 1∩) 1∩)

1

2 a 1(1) 1(1)

2 b

3 a

3 b

4 a

4 b

4

5 a

5 b

6

X 1∩)

Y

型不明

C  群   1 1(1) 1(1)

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

型不明

D 群 7(5) 1(1) 6(6) 9(9) 1(1) 2(2)

その他

(  ): 海外旅行酋分再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年7 月16日~1991 年8 月15日受理分)

予研フアージ型別室

ファージ型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌分離年月

チ フ ス 菌

A

B  1

B2

D2

E2

4 6

50

UVS  1

愛知県名古屋市中

岐阜県大垣

京都府京都市中京

神奈川県川崎市中原

東京都小平

長野県伊那

福岡県福岡市西

長野県大町

東京都文京区本郷

1

1

1

1

1

1(1)

1(1)

1(1)

1(1)

1 9 9 1.    7

//

〃

〃

//

//

〃

〃

1 9 9 1. 8

小 計 9(4)

パラチフスA 菌

1 大阪府大阪市天王寺 1(1) 1 9 9 1.  6

小  計 1(1)

合   計 10(5)

( ): 海外輸入例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1990年2 月~1991 年7 月報告分)

7

｀
;

6
A

 
r
<

５

r

ツ

4

r

ツ

3

r

ツ

2
U
r
.

ー

ｒ

ツ

1 2
0

1
1
≪
i
 
a
s

1 0
r

ツ

9
4

８
r

ツ

7

r

ツ

6

r

ツ

５

ｒ

ツ

4

ｒ

ツ

3

r

2

r

Ｉコ

ウ

ケ

イ

sト` ウTィウ{*ス    ー - - -  1  3 6 1 - - - 2  - - - - --  13
c ゴlit   NT     3 3 3 17 2S 26 13 16 13 5 1 -  - - - 1 -- 124

39 サ≫●-* NT    - - - -  -  1 - - - - - -  - - - 1 --  2

コ9サ≫●-A2    - - - 1 20 79      U 4 4 - 3 - 2 1 6      21   14   - 169
コラサ。●-AJ     - - 1 -  2  1 7 - 1 3 - -  - , - - --  15
コ7サ≫●-A4     - 1 2 8 ・5 32 12 1 2 3 1 -  - 1 - 4 ^  1 117
⊃7サッ●-A5     - 1 - 3 37 56 18 7 8 2 - -  - 1 - - -- IIS

コクサv%-A6     - - - 2 13 26 2 - - 2 - 1  - - 12 24    U   -  96
3クサ≫●-A7     - - - -  1  1 1 - - - - -  - - - - --  3
37 サyキーA8     - - 2 1  -  - - - - - - -  - - - - --  3
コクサ≫●-A9     - - 1 2  6 24 16 6 5 8 3 -  - - 1 - --  72
コクサvキ-A1Q    - - ・ - 5 74 98 3D 21 3 1 2 -  - - - - -- 236

コクサ≫*-A16    1 5 7 25 77 94 2J ≪i 53 22 15 1Q  2 1 1 3 2   - S6Sコ7サ≫●-B1     1 - - 1  2  5 - 9 2 - - 2  - - 1 1 2    -  26

3クサ≫●-B2     1 1 7 u 54 59 45 3J 12 8 4 -  3 - - 2 -- 222
37サvキ-B3    - - 4 6 2J 15 ≪. 39 21 48 22 20 5  2 3 2 2 2- J5S
コクサ≫●-Bt     5 1 1 -  5  4 3 1 1 - 1 -  - - - - 1  -  2S

コクサ≫●-B5     1 1 - 3 20 B9 55 22 22 12 7 1  1 - - - -- 2U
コクサ≫*-B6     - - - 3 10  7 5 1 1 3 - -  - - - - --  JO
エコ-   3      - - - -  1  2 - - - - - -  - - - - --  3

Iコー4      - - - -  - - - - - - - -  - 1 - - --  I
χコ-   5      - - - -  -  - 2 - - 1 - -  1 - 1 - --  5・コ-  6      - - - 3  1  2 3 2 10 - 2 2  - - - - --  25
ヱコ-   7      - - - -  1  2 - - - - - -  - - - - --  3

エ3
ー9      - - 1 10 27 78 81 66    101 SJ 21 4  1 1 - - -- 2*

ヱコー11      1 2 1 3  7 16 9 20 20 10 5 -  1 - 2 ---  97
13-     U      - - - -  1  3 2 IS 6 2 2 -  1 - - - --  32

Σ3-    1S      - - - -  -  - - - - 1 1 -  - - - - --  2
ヱコ-   16      - - - -  1  - - - - 1 - -  - - - ‐--   2
エコ-   18      - - 1 1  -  1 1 - - - 1 1  1 - - - --  7
Iコー19      - - - -  -  - - - - - 1 -  - - - - --  1

ヱコ-   21      - - 1 -  -  2 1 - - - 1 -  - - - - --  5
エコー22      - - - 1  -  2 3 1 - - - 2  2 - 2 - -- 15

I
コー2*      - 1 - -  3  - - 1 1 2 1 -  - - - ‐4 ミ   9

エコ-   25      - ・- 1 4  8 u 9 10 17 6 1 1  - - - - --  71
エコ-  27      - - - -  -  - - - - - - 2  - - - 3 --  5

ID-    3Q      1 - 1 8 42 86 78 91    U* 57 47 6  6 8 5 9   22   - 6 ■^^
≫゙ IJt 1      2 1 6 4  3  - - 1 3 3 2 4  1 1 7 - 1-  39≫・')<  2      2 2 4 3  2  - - - 2 3 3 2  1 1 3 - --  28
*'・!■*   i      - - 5 5  2  - 1 - 1 1 4 1  1 3 1 - --  25

iンyO  71     2 17 1S 55 138 12S 39 22 u 3 3 -  4 - - 2 -- 440
ライノ       ー - - 1  -  - - - - - - -  - - - - --  1
インフliA  NT     - - - -  -  - - - - - - -  1 - - - --  1
イン7liA   (HI)   - - - -  -  - - - - - - 13 51 73 9 - 2   - U8

イン
フliA   H1N1    - - - -  -  - - - - - - 5 25 IS 21 - --  64

イン
フ≫A   (H3)   91 3 1 -  1  - - - - - 1    201 5*7  251 17 1 -- 11U

イン
フlA  H3N2   1SS 6 - 1  -  - - - - - -    152 415    197 6 - -- 9J5

インフtdエンサ` B   656   489 98 5  1  - - - - - - 19 166    172 57 25 5   - 1689

インフliヱンサ"C    - - - -  -  - - - - - 1 -  - - - - --  1
パラインフルNT    - - - -  -  - - - 1 - - -  - - - - --  1

パ ラインフ%   1    - 1 - 2  2  - - - 1 2 - -  - - - - --  8
パ ラインフli  2    - 3 - 1  1  7 2 10 7 3 - -  - - - - --  34
パラインフi,s    1 - - 3  9 16 3 - - - - -  1 - - - --  53

RS
ウイSス     11 9 4 4  -  - 1 1 2 4 8 2  - - 1 - --  47

&ンプ ス      12 12 S5 31 45 39 8 19 S5 2 ≪ 13 4  9 11 9 10 4    - 320
マシン       ー - 2 -  1  - - - - - - -  - - - - --  3
フウシン       ー - - 4  5  - - - - - 1 -  - - 3 1 --  u

レオNT      - - - 1  -  - - - - - - -  - - - - --  1
レオ2       - - - 1  1  - - - - - - -  - - - - --  2
a≫       133 56 47 13  9  1 2 4 2 10 43    163 2oa S3 30 10 1  - B07

コカ`タケ`リウイl.ス   28 19 28 6  -  - - - 1 12 21 42 2* 10 11 1 -- 203
アテ`ノNT     18 11 12 11 15 13 9 5 7 7 12 4  2 - 4 4 -- 134
アタ` ノ1      4 5 u 1J 19 15 20 13 6 8 10 5  8 8 IS 3 1  - 167
アテ` ノ2     15 16 24 21 42 26 18 12 12 18 30 20 u 11 6 3 1   - 289

アヲ` ノS     15 17 25 40 62 86    129 99 6 ＼ 38 *9 27 12 n 4 4 3    - 682
アダ ノ*      2 - 3 6  9  5 19 27 15 2V 19 8  5 4 6 5 -- 157
アテ` ノS      5 5 10 9  9 15 3 5 3 5 5 4  3 3 3 3 --  90
? タ` ノ6      3 1 2 1  3  2 1 2 1 2 3 3  2 4 - - --  30
アタ` ノ8      - 4 6 1  7  1 2 - 7 9 1 5  1 - - - --  4 ≪
アテ` ノ11     2 3 3 3  -  5 12 2 8 7 1 1  - - 1 - --  ^8
ア≫` ノ19     - - 3 3  2  3 3 2 5 10 4 7  5 - - 1 --  ^8

アテ` ノ37     2 6 2 3  -  - 3 8 4 10 2 6  4 5 3 3 1   -  62
アヂ ノ*0     - - - 1  -  - - - - - - -  - - - - --  1
アデ ノ*1     - 1 1 -  -  - 1 - - - - -  1 - - - --  4
ヘ≪,ヘ●ス9`ン     1 - - 1  -  - - - - - - -  - - - - --  2

タ
ンシ`ュンヘ1ペスNT  13 u 7 7  5  8 4 9 6 7 7 1  1 - - - --  89

タンシ` aンヘ ヘ̂
・ス1  26 34 J7 55 J2 46 36 S7 41 ^o J9 J9 41 2S 21 10 1  - 536

タンシ` aン
ヘルペ ス2  7 lQ 4 1J 16  9 6 IJ 9 6 10 IS  3 7 3 3 J  - us

スイトウ')イシ` ●ウ≫ウi/i  1 2 - 1  7  2 2 3 - 5 3 -  3 - - - --  29

サイトメガ o     30 18 J2 2a 19 28 SJ 12 19 2S JS 5  - 7 2 - -- J16
Aカ タカンzン     1 3 - -  -  - - - - - - -  - - - - --  4
B) タ`カンiン     1 3 1 1  4  - 8 9 2 - 1 1  2 4 - - --  57
ツツカ^Lシ      ー - - -  -  - - - - - - -  - 2 - - --  2

ク
ラミジ アNT    3 1 18 11  9  9 8 5 3 7 5 4  4 1 5 9 7    - 109

トラコ7チスNT    11 2S 17 17 25 25 29 27 19 11 19 14 12 9 u 9 5    1 287
ハイIンマイコプラス`マ  1 1 - -  3  2 5 11 9 - - -  - - - ---  32
コ` ゥヶ ■<    TZ71 812 SD5 7SS TOTS uss 865 751 760 51 ≪95 Br* 1592 951 295 176 94 2 12806

小型下痢ウイル ス; n タウィルヌW 外の小型球形下痢ウ イルス(. ノーウ*  ーク.   カ')シを含む)



表6 ヒト由来ウィルス検出状況( 東京)

( 平成3 年7 月分)

ウイルス  / 型 分離株数 採取年月 検 査 材 料 採 取 理  由

Coχsackie B   3

Polio        1

2

3

3

ECHO    3  0

Norwalk-like ゛

Mumps

Adeno       1

2

2

2

5

5

4 1

型別不明

1

1

1

1

2

2

1

1

7

4

7

2

4

4

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

91年6 月

5 月

6 月

5 月

6 月

7 月

6 月

5 月

6 月

5 月

6 月

5 月

ふ ん 便

髄    液

咽頭ぬぐい液

ふ ん 便

髄    液

ふ ん 便

咽頭ぬぐい液

ふ ん 便

髄    液

ふ ん 便

サ ー ベ イ ラ ン ス

//

//
〃

〃

//
不 明 熱 性 疾 患

サ ー ベ イ ラ ン ス

不 明 熱 性 疾 患

〃

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

〃

集団発生( 疾患調査)

熱 性疾 患(MMR)

〃

サ ー ベ イ ラ ン ス

//
集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

//
集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

・電顕法・ELISA 法による検出

表 了 淋 菌 及 び ク ラ ミ ジ ア 検 出 状 況

( 平成3 年7 月分)

検 査 機 関 被 検 者 数 淋菌陽性者数
淋菌・クラミジア゛

陽 性 者 数
クラミジア゛
陽 性 者 数

台東病院泌尿器科
( 男子尿道炎患者)

3 3 10((2) 4  (-) 8

衛 生 研 究 所 2 5 3 - 3

* ELISA 法による検出、O  内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅 毒 血 清 反 応 試 験 成 績

( 平成3 年7 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊 娠 時 検 診 婚 姻 時 検 診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 91 1 10 25

陽 性 件 数 6  (5) - - 4  (4)

( ) 内は確認試験(TPHA 及びFTA-ABS 法) 陽性件数

印刷物規格表 第2 類
印刷番号 2-96
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|話 題 わが国における食中毒発生状況(1990 年)

厚生省生活衛生局食品保健課及び東京都衛生局

生活環境部でまとめられた資料に基づき、1990年

における食中毒発生状況の概略を紹介する。

表に示したごとく、1990年における全国の食中

毒発生事件数は926 事件、患者数37,561 名( 死

者数5) で、前年に比べ事件数は0.1% 減少してい

るが、患者数では3.0% の増加がみられ、1 事例

当りの患者数も40.6人と食中毒の大型化傾向が続

いている。

病因物質別発生数をみると、最も多かったのは

腸炎ビブリオで358 件、次いでサルモネラ129 件、

黄色ブドウ球菌no 件、植物性自然毒67 件、動物

性自然毒40 件の順であり、1989 年からはじまっ

たサルモネラ食中毒は依然多発化傾向にあった。

食中毒における死亡例は年ごとに減少しており、

作年は5 名を数えるのみであった。その内訳は腸

炎ビブリオで1 名、病原大腸菌で2 名、フグ毒で

1名、きのこで1 名である。

一方、東京都における食中毒の発生数は事件数

85 件、患者数2,339 名( 死亡例なし) であった。

病因物質別では、腸炎ビブリオ36 件、サルモネラ

20 件、黄色ブドウ球菌12 件、ウェルシュ菌3 件、

病原大腸菌2 件、セレウス菌3 件で、自然毒( ふ

ぐ毒) および化学物質( ヒスタミン) が各1 件あ

った。また、全体の8.2% にあたる7 事例は病因

物質 不明であったが、このうち4 事例( 患者数

104 名 はSRSV  (小型球形ウイルス) によるも

のと推定された。なお、1979年に初めての食中毒

事例が確認されて以降、毎年その発生例のあった

カンピロバクターによる事例は昨年は1 件もなか

った。

各事件のうち、原因施設を特定できた事例は55

例(64.7%) で、施設別発生頻度は飲食店43 例

(50.6%) 、家庭6 例(7.1  %) 、集団給食5 例

(5.9%) 、菓子製造業1 例(1.2%) の順であった。

患者数100 名を越える大規模な事例は、仕出し

弁当によるもの5 事例、給食によるもの2 事例の

合計7 事例で、特に、7 月に発生した仕出し弁当

を原因食とする耐熱性毒素(ST) 産生の毒素原性

大腸菌O159:H34 による事例は、神奈川県川崎市

内の事業所勤務者をも含めて550 名の患者発生を

みた大規模な事例であった。

前年に続いて多発の認められたサルモネラ食中

毒の原因菌型として最も多かったのは、前年と同

様S・enter itidisで8 事例あったが、その主原因フ

ァージ型は前年のそれとかなり異なるものであっ

た。なお、9 月に起きた「とろろ汁( 病院の給食)」

を原因食品とし、56名の患者発生を見た事例は同

じ07 群に属する3 種類の血清型のサルモネラ、

S.mbandaka 、S-tennessee 、S.thompson が原

因と考えられる稀しい事例であった。

(細菌第一研究科 柳川義勢)

病因物質別食中毒発生状況(1990 年)

原 因物 質
全 国             東 京 都

事件数(%)   患者数(死者数)   事件数(%)    患者数

腸 炎 ビ ブ リ オ  358    (38.7)   9,128   (1)  36    (42.4)   671

サ ル モ ネ ラ  129    (13.9)   8,303    20    (23.5)   298

黄 色ブドウ球 菌  110( 11.9)    4,104     12    ( 14.1)    455

ウ ェ ル シ ュ 菌   24    ( 2.6)    2,503      3( 3.5)    156

病 原 大 腸 菌   19    ( 2.1)   6,135    (2)  2    ( 2.4)   595

カンピロバクター    19    ( 2.1)     1,287      -          -

セ レ ウ ス 菌   11  ( 1.2)     756     3( 3.5)    17

そ の 他 の 細 菌   3( 0.3)     415     -        -

細菌性小計    673    (72.7)   32,631    (3)  76    (89.4)   2,  192

植 物 性 自 然 毒   67    ( 7.2)    321    (1)  一        一

動 物 性 自 然 毒   40( 4.3)     no  (1)  1( 1.2)    3

化 学 物 質    6( 0.6)     133      1( 1.2)    29

原 因 物 質 不 明  140    (15.1)    4,366     7( 8.2)   115

合    計     926    (100 )     37,561    (5)   85(100 )    2,339



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査 材料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 O-1 以外 A B C D 計

干代田区神田保健所 1,080

中 央 区 中 央 保 健 所 2,187

港区保健衛生課検査係 3,433

新 宿 区 四 谷 保 健 所 2,640

文 京 区 衛 生 試 験 所 2,451

台 東 区 下 谷 保 健 所 1,835

墨 田 区 向 島 保 健 所 1,867

江 東 区 城 東 保 健 所 62

〃 深 川 保 健 所 2,594

品 川 区 衛 生 試 験 所 2,288 (10) 10) IO)
目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,680

大 田 区 衛 生 検 査 所 3,684

世田谷区世田谷保健所 274

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 1,475

中 野 区 衛 生 試 験 所 2,350

杉 並 区 衛 生 試 験 所 3,161(25)

豊島区池袋・長崎保健所 725

北 区 衛 生 試 験 所 1,967

荒 川 区 荒 川 保 健 所 812

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 3,554

練 馬 区 衛 生 試 験 所 3,731

足 立 区 衛 生 試 験 所 2,637 (3 )

葛飾区葛飾北保健所 2,688

江戸川区 小岩保 健所 3,629

小    計 52,804 (38) 1(1) 1(1)

東 京 都 三 鷹保健所 3,437

八王子保健所 3,323 1 1

田 無保健所 3,391

島しょ保健所 大  島 297

三  宅 Ill

八  丈 218

小 笠 原 47

小    計 10,824 1 1

衛生研究所 本  所 1,466 (293) 5(1) 2(2) 2(2) 2(2) 4(4)

多摩支所 12,837 (1  ) 1 1

小    計 14,303 (294) 5(1) 2(2) 3(2) 2(2) 5(4)

合     計 77,931 (332) 5(1) 2(2) 3(2) 4(3) 7(5)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及ひ病原菌検出状況
3 年8 月分

検      出      状      況

チフス菌
ノマラ チ フ

ス All

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1 1

1 1

2

1 3

1

2 2 1

1 1 2

1 1 2 6(3)

1

5 1

1

2

10) 2(2) 4 (1) 20) 20(20)

1

1

1 2 3(2) 3

1 1

1 l 2

50) 19(2) 16  (1) 5(3) 12 29  (23)

2

1 4

1

1 7

21 (4) 76(4) 12  (5) 2(2) 14  (2) 136  (69)

1 1 8

21 (4) 77(4) 13  (5) 2(2) 22  (2) 136  (69)

27 (5) 103(6) 29 (6) 7(5) 34  (2) 165  (92)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及び東京)

菌  種  名

全   国 (3 年7 月分) 東 京(3 年8 月分)

地研・

保健所
一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生

研究所
保健所

予防医学

協  会

大     腸     菌 74 (41) 146 1 11 (11) 2(2  ) 17(14)

赤 痢 菌(A-D 群) 7(5) 2(2) 5(5) 20 (20) 5(4  ) 1 ∩)

チ   フ  ス  菌 2(2) 1(1) 2(1)

パ ラ チ フ ス A 菌

そ

の

他

の

サ

ル

モ

ネ

ラ

04(B) 162 (10) 117 5 5(5) 21(4  ) 5(1  )

07(C1 、C4) 218(4) 102 0) 5(5) 77(4  ) 19(2  ) 5

08(C2 、C3) 99(5) 47 2 3(3) 13(5  ) 16(1  ) 2

09(DI ) 72(5) 36(1) 3(1) 15(15) 14(1  ) 4

09 、46 (D2   ) 1

03 、10 (El 、E, 、Es) 14(6) 1 6(6) 2(2) 5(3) 1

01 、3、19(E4  ) 2(2) 3

0  13(Gi 、G2) 4 1(1)

018(K) 5(1) 7 5

そ    の    他 3(1) 3 1(1)

群    不    明 2 4 | 1

腸 炎 ェ ノレ シ ニ ア 6 15

偽   結   核   菌 5(1  )

コ レ ラ 菌 (01) 4(1) 3(3) 2(2)

//    (01 以外) 5(4) 1 14(14) 59(12) 1(1)

腸 炎 ビ ブ リ オ 148(13) 70 3 55 (55) 3(1)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 9(4) 3 4(4  ) 21 (21) 3(  3  )
エ  ロ  モ  ナ  ス 20(15) 63 2(2) 39(22)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 88(18) 555 4(1)

ブ  ド  ウ  球  菌 43(1) 128 1(1)

A 型 ウ エ ノレ シ ユ 菌 85 2

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

〃    ( その他)

セ  レ  ウ  ス  菌 16 7

淋           菌 8

髄   膜   炎   菌 3

レ ン サ 球 菌(A 群) 56

//      (B 群) 2

//      (C 群) 3

//      (G 群) 1

//      ( 不明)

ジ フ テ リ ア 菌

百   日   咳   菌 5

肺   炎   球   菌 1

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ  ラ

赤 痢 ア メ ー ノく 1 2 1
マ    ラ    リ    ア |
そ の 他 の 細 菌 30(16) 5 4(1) 93(93) 12(11) 8(5)

(  ): 海外旅行者分＼H掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (3 年7 月分) 東  京(3 年8 月分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2

3

4

5

6

7

8

型不明

B  群  1  a 1

1 b 1 (1) 2   (2)

1

2 a 2 2   (2)

2 b

3 a

3 b

4 a

4 b

4

5 a

5 b

6

X

Y

型不明

C  群   1 2(2)

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

型不明

D 群 4   (4) 2(2) 5   (5) 16   (16) 2(2) 2(1)

その他

(  ):  海外旅行r,分丙掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年8 月16日~1991 年9 月15日受理分)

予研ファージ型別室

フ ア ー ジ 型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌分離年月

チフス菌

B  1

C5

A

D2

E  1

Ml

DVS

東京都渋谷区渋谷

奈良県郡山

奈良県桜井

愛媛県松山

広 島県広島市中

神奈川県藤沢

東京 都文京区 本郷

広島県呉市東

1 (1)

1

2

1 (1)

1

1(1)

1(1)

1

1 9 9 1. 9

1 9 9 1. 8

1 9 9 1, 9

1 9 9 1. 8

19  9 1.    9

1 9 9 1. 8

小  計 9   (4)

パラチフスA 菌

5 東京都文京区本郷 1 (1) 1 9 9 1. 8

小  計 1(1)

合   計 10   (5)

( ): 海外輸人例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1990年3 月~1991 年8 月報告分)
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カ
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ミト` ウ イウイ1.
ス   ー - -  1  3 6 1 - - - 2  - - - 1 1 --  15

t:
・⊃* NT    3 3 17 23 26 13 16 13 5 1 -  - - - 1 - -- 121
コワサ≫≫-A   NT   - - -  -  1 - - - - - -  - - - 1 - --  2

コクサv≫-A2    - - 1 20 79 14 4 4 - 3 -  2 1 7 2 ≪. J3 12    - 2G4
⊃クサv＼-M    - 1 -  2  1 7 - 1 3 - -  - - - - - --  15
コクサy*-A4    1 2 8 ≪.5 32 12 1 2 3 1 -  - 1 1 8 25 *  - U6

37サv4-A5    1 - 3 37 36 18 7 8 2 - -  - 1 - 1 - 1    - 115
コクサ≫≫-A6    - - 2 13 26 2 - - 2 - 2  - - 12 27 44 17    - U7
コクサッ-A7    - - -  1  1 1 - - - - -  - - - - - --  3
コクサv≫ーA8    - 2 1  -  - - - - - - -  - - - - - --  3
⊃クサッキーA9    - 1 2  6 24 16 6 5 8 3 - - - 1 - - --  72
コ7サッt-A10    - - 5 76 98 30 21 3 1 2 -  - - - - - 1 - 237
コワサvキ-A16    5 7 25 77 94 25 44 55 22 15 ID  3 1 1 4 5 i  - S72
コクサ≫キーBl    - - 1  2  5 - 9 2 - - 2  - - 1 1 3 3    -  29
コク!(ッ ーB2    1 7 15 3* 59 45 33 12 8 4 -  4 - - 2 2 1    - 225
コワサ≫≪-BJ    - 4 6 23 154 39 21 48 22 20 6  2 3 2 4 3 2    - S59
コワサv≫-B≪    1 1 -  5  4 3 1 1 - 1 -  - - - - 3 2    -  22
コ7サy*-B5    1 - 3 20 90 35 22 22 12 7 1  1 - - 1 1 -- 216
_2211-B6    - - 3 10  7 5 1 1 3 - -  - - - - - --  iD

エコ-   3      - - -  1  2 - - - - - -  - - - - - --  3
ヱ
⊃- *      - - -  -  - - - - - - -  - 1 - - ← --  1

エ
コ-    5      - - -  -  - 2 - - 1 - -  1 - 1 - - --  5

エ⊃-   6      - - 3  1  2 3 2 10 - 2 2  - - - - - --  25

Z
コ-   7      - - -  1  2 - - - - - -  - - - - - --  3

エコ-   9      - 1 10 27 78 81 66    101 SJ 21 4  1 1 1 1 - 1  - 427
エコー 1     2 1 3  7 16 9 20 20 10 5 -  1 - 2 - - --  96
1コ- 4     - - -  1  3 2 15 6 2 2 -  1 - - - - --  J2
I コ- 5     - - -  -  - - - - 1 1 -  - - - - - --  2

ID- 6     - ~ -  1  - - - - 1 - -  - - - - - --  2
エコー 8     - 1 1  -  1 1 - - - 1 1  1 - - 1 - --  8

I 〕-   19     - - -  -  - - - - - 1 -  - - - - - --  1
エ
コ-   21      - 1 -  -  2 1 - - - 1 -  - - - - - --  5

エコ-   22     - - 1  -  2 3 1 - - - 2  2 - 2 - 2 --  15
エコー2t     1 - - 3  - - 1 1 2 1 -  - - - - - --  9

Σ⊃-   25     - 1 4  8 u 9 10 17 6 1 1  - - - - - --  71
エコ-   27     - - -  -  - - - - - - 2  - - - 3 - --  5

ID-    30     - 1 8 42 86 78 91    14* 57 *9 6  6 9 7 16 99 92    - 791
ポリオ1      1 6 4  3  - - 1 3 3 2 4  2 2 8 2 1 --  42
ポ
・!オ2     2 4 3  2  - - - 2 3 3 2  1 2 5 2 - --  SI

ポ ')オ3     - 5 5  2  - 1 - 1 1 4 1  1 4 2 1 - --  28

i ンテO  71    17 18 55 138 12J J9 22 14 3 5 -  4 - - 2 - -- 438
ライノ       ー - 1  -  - - - - , , , - - - - - 。-  1
ィシ7lA   NT    - - -  -  - - - - - - -  1 - - - - --  1
ィi7ルA   (HI)   - - - -  - - - - - - 13 51 75 11 - 2 -- 150

<iフlA   H1N1   - - - -  - - - - - - 5 25 15 21 2 - --  66
・fンフHA   (H3)   3 1 -  1  - - - - - 1    2D1 547    251 17 1 - -- 1D2S

ィンフルA   H3N2   6 - 1  -  - - - - - -    152 tl5    197 6 - - -- 7T7
ィンフ≪iΣ:/サ` B   *89 98 5  1  - - - - - - 19 166    172 59 23 5 -- 1Q57
ィンフI/エンサ` c    - - -  -  - - - - - 1 - - - - - - --  1
パラインフIf  NT   - - -  - - - - 1 - - -  - - - - - --  1
パラィンフ≪.   1    1 - 2  2  - - - 1 2 - -  - - - - - --  8
ft゚ラインフル2    3 - 1  1  7 2 10 7 3 - -  - - - - - --  34

l＼°'><ンフ1/   3    - - 3  9 16 3 - - - - -  1 - - 3 - --  S5
KSウィkス     9 4 4  -  - 1 1 2 4 8 3  3 - 2 - - --  41

ムンプ ス     12 J5 31 *5 J9 8 19 J5 25 1J 4 n 15 ID 15 17 It  - J36
マシン       ー 2 - 1  - - - - - - -  - - - 1 1 --  5
フウシン      ー - 4  S  - - - - - 1 -  - - 3 3 - --  16
レl   NT      - - 1  -  - - - - - - -  - - - - - --  1
L/t   2      - - 1  1  - - ← - - - -  - - - - - --  2

09       56 
≪-7 u  9  1 2 4 2 lQ *J    163 201 86 37 12 6 -- 692

コカ` 9ケ`リウイH,ス  19 28 6  -  - - - 1 12 21 42 24 lQ 15 3 2 -- 181
アテ` ノNT    11 12 11 15 13 9 5 7 7 13 4  2 2 7 5 2 1  - 126
アテ` ノ1     5 u 13 19 15 20 13 6 8 10 5  8 8 16 7 7 J  - 177
アテ` ノ2     16 24 21 42 26 18 12 12 18 JO 20 15 u 10 5 8 *  - 295

?r ノ゙J     17 25 1,0 62 86    129 99 61 38 49 28 12 lj S 12 15 9    - 700
アヂ ノ*     - 3 6  9  5 19 27 15 2 ≪- 19 ID  5 5 7 7 2 -- 16J
アチ` ノ5     5 lQ 9  9 15 3 5 3 5 5 4  5 3 9 7 4 -- 101

アデ ノ6     1 2 1  3  2 1 2 1 3 3 3  3 4 1 - 3 --  J5
?
ヲ` ノ8     4 6 1  7  1 2 - 7 9 1 5  1 - - 5 6 --  55

アテ` ノ11     3 3 3  -  5 12 2 8 7 1 1  - - 1 - - --  45
アテ` ノ19     - 3 3  2  3 3 2 5 10 4 7  5 - - 1 - --  48
アテ` ノ57     6 2 3  -  - 3 8 4 10 2 6  4 5 4 3 1 --  61
アラ` ノ≪□     - - 1  -  - - - - - - - -- - - - --  1
アデ ノK^     1 1 -  -  - 1 - - - - - 1 - - 1 - --  S
ヘ ペ̂スグン    ー - 1  -  - - - - - - -  - - - - - --  1
9ンシ` ュンヘ ペ̂スNT u 7 7  5  8 4 9 6 7 7 1  1 - - - 2 --  78

クンジ 3ン
ヘlペ̂ス1 34 37 35 J2 46 56 37 41 40 59 39 41 24 24 15 9 2    - 531

タシシ`
ュンヘルペ ス2 10 4 13 16  9 6 1J 9 6 IQ 13  3 7 3 3 4 2- 131

スイトウ9イシ`・ウホウシン 2 - 1  7  2 2 3 - 5 3 -  3 - - - - -- 28

サイトメガ o    18 32 28 J9 28 33 12 19 28 35 5  - 7 2 - - -- 286
Aガ Sカン ン    3 - - -  - - - - - - -  - - - - - --  3
Bカ` 9カシエシ    3 1 1  4  - 8 9 2 - 1 1  2 4 - - 1 1    -  38
ンツカ` iシ̂     ー - -  - - - - - - - -  - 2 - - - --  2
クラΞシ` アNT    1 18 11  9  9 8 5 3 7 5 4  4 1 5 9 7 u  - 120

トラ
コマチスNT   25 17 17 25 25 29 27 19 11 19 14 12 9 u 9 S 4    - 279

/ィlン7イコプ ラズ マ  1 - -  3  2 5 11 9 - - - - - - - - --  31
⊃゙ウ ヶィ    812 5DJ 486 ‾JT5 U34 565 TTi 760 515 ‾ 498 820 1605 949 340 255 531 183 - 12120

小 型下 痢ウ イル ス: ロ タウ イ ルス以外 の小型 球形T ≫iウ イル ス( ノ ーウ ォ ーク, カ') シ を含C)



表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)

(平成3 年8 月分)

ウイルス     / 型 分離件数 採取年月 検 査 材 料 採 取 理 由

Polio        2

Mumps

Rots

ECHO       30

Adeno        1

2

2

41

1

1

1

2 1

2 6

5

3

8

8

4

1

2

1

1

1

2

2

3 年6 月

3 年7 月

3 年6 月

3 年7 月

3 年8 月

3 年7 月

3 年8 月

3 年7 月

3年6 月

ふ ん 便

髄    液

ふ ん 便

髄    液

ふ ん 便

咽頭ぬぐい液

髄    液

ふ ん 便

咽頭ぬぐい液

ふ ん 便

髄    液

ふ ん 便

流 行 予 測

熱性疾患(MMR)

サ ー ベ イ ラ ン ス

海 外帰 国 者 検 便

不明熱性疾患調 査

流 行 予 測

海 外帰 国 者 検 便

流 行 予 測

サ ー ベ イ ラ ン ス

*電顕法・ELISA 法による検出

表7 淋菌 及 ぴ ク ラ ミ ジ ア検 出 状 況

(平成3 年8 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア*陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科
(男子尿道炎患者)

2 7 8(2) 5(-) 6

衛 生 研 究 所 28 5 1 6

*ELISA 法による検出、□ 内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅 毒 血 清反 応 試 験 成 績

(平成3 年8 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 7 7 - 2 4 2 8

陽 性 件 数 8(7) - - 2(2)

円 内は確認試験(TPHA 及びFTA-ABS 法) 陽性件数

印刷物規格表 第2 類

印刷番号 3-79
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話 題 Vero 毒素産生性大腸菌のわが国における分布状況

昨年10 月埼玉県の幼稚園で発生した腸管出血

性大腸菌による集団下痢症事件は、死亡者2 名、

患者数250 余名の大規模なものであり、まだ記憶

に新しいところである。厚生省は、本事件の発生

を契機に、わが国ではその実態がまだ十分把握さ

れていない本症の詳細を解明するために、厚生科

学研究特別研究事業として「腸管出血性大腸菌の

疫学的、臨床医学的研究」研究班を組織した。そ

して、その研究班事業の一環として、地方衛生研

究所を対象とした「腸管出血性大腸菌のわが国に

おける分布状況の調査」を国立予防衛生研究所お

よび東京都立衛生研究所を幹事として実施した。

本号では、その調査結果の概要を紹介したい。

腸管出血性大腸菌は、本誌でも既に紹介したよ

うに(9 巻9 号) 、その病原因子としてVero 毒

素(Vero toxin 、VT) と呼ばれるタンパク毒素を

産生するために、現在ではVero 毒素産生性大腸

菌の一つとして取り扱われている。今回の調査で

もVero 毒素産生性大腸菌がその調査対象とされ

た。調査方法は、①全国の地方衛生研究所で1989

年および1990 年の2 年間に分離・保存されている

病原大腸菌菌株( 但し、毒素原性大腸菌と組織侵

入性大腸菌を除く) を国立予防衛生研究所に送付

していただく、②送付された菌株のVT 産生性に

ついて、培養細胞法、ラテックス 凝集反応法(LA

法) および遺伝子増幅法(PCR 法)を併用して国

立予防衛生研究所および都立衛生研究所で調べる、

③地方衛生研究所で過去に経験した腸管出血性大

腸菌による下痢症および溶血性尿毒症性症候群の

症例を調査する、の3 点であった。

全国の地方衛生研究所から送付されてきた菌株

の内、1989年以降に分離され今回の調査対象とさ

れた病原大腸菌は575 株で、その内訳は、国内散

発事例由来が394 株、海外事例由来が150 株、集

団事例由来が31 株であった。 これらの菌株につ

いてVT 産生性を検討した結果、15 株(2.  Q%)カi

VT 陽-t生であった。その血清型は、0157:H7 が最

も多く10株、ついで0  26:Hll が3 株、0111:H-

が2 株であった。調べた病原大腸菌575 株の

〇血清型は、36 の型に分布していたが、各血清型

毎のVT 産生株の割合は、血清型0157 で11 株中

10 株(90.9%) と最も高く、026 では24 株中3

株(12.5%) 、On1 では39 株中2 株(5.1%) で

あった。これらの3 血清型以外の病原大腸菌は全

てVT 陰性であった。また.VT 産生株は、全株

とも国内の散発事例から分離されたものであり、

集団発生事例および海外由来事例から分離された

菌株はいずれもVT 陰性であった。これらの成績

は、また、併用した培養細胞法、LA 法およびP

CR 法の3 法で完全に一致した。 VT 毒素型は、

血清型O157:H7 では、7 株がVT1 とVT2 の両

毒素産生株、3 株がVT2 単独産生株であった。

一方、O26:H11 の3 株および0111:H- の2 株

はいずれもVT1 単独産生株であった。

Vero 毒素産生性大腸菌が分離された事例の臨

床症状をみると、0157 :H7 が分離された3 例お

よびO26:H11 の1 例に血性および粘血性の下痢

が認められたが、それ以外の事例では水様性ある

いは軟便程度で経過していた。また、0157:H7

が分離された2 例に溶血性尿毒症性症候群(HU

S) の併発が認められた。

以上、今回の全国レベルの調査結果より、わが

国で分離される病原性大腸菌( 但し、毒素原性大

腸菌と組織侵入性大腸菌を除く) の約3% がVero

毒素産生性大腸菌に該当するものと推定された。

東京都における本菌下痢症を調べている私ども

の成績では、これまでに2 例の集団下痢症事例、

14 例の散発下痢症事例を確認している。上記血

清型の大腸菌分離例あるいは疑わしい下痢症例に

遭遇された際には、糞便、分離菌株または血清材

料をお届け頂ければ、検査に応じられる体制を整

えてある。   ( 細菌第一研究科 甲斐明美)



表F・ 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査 材料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ' ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 〇-1 以外 A B C D 計

干代田区神田保健所 1,536

中 央 区 中 央 保 健 所 2,559

港区保健衛生課検査係 4,420

新 宿 区 四 谷 保 健 所 3,649

文 京 区 衛 生 試 験 所 2,776

台 東 区 下 谷 保 健 所 2,831

墨 田 区 向 島 保 健 所 2,377

江 東 区 城 東 保 健 所 Ill

〃 深 川 保 健 所 2,897

品 川 区 衛 生 試 験 所 2,922 (17) 2(2) 2   (2)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,839

大 田 区 衛 生 検 査 所 3,916

世田谷区世田谷保健所 299

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 2,497

中 野 区 衛 生 試 験 所 3,266

杉 並 区 衛 生 試 験 所 2,929 (35) 1(1) 2(2) 3  (3)

豊島区池袋・長崎保健所 3,771

北 区 衛 生 試 験 所 2,008

荒 川 区 荒 川 保 健 所 1,539

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 4,738

練 馬 区 衛 生 試 験 所 4,744

足 立 区 衛 生 試 験 所 4,213 (10) 1(1) 1 2  (1)

葛飾区葛飾北保 健所 3,566

江戸川区小岩保健所 3,917

小   計 69,320  (62) 2(2) 5(4) 7(6)

東 京 都 三 鷹保健所 3,185

八王子保健所 3,120 2 2

田 無保健所 3,822

島しょ保健所 大  島 509

三  宅 112

八  丈 272

小 笠 原 67

小    計 11,087 2 2

衛生研究所 本  所 1,900(331) 1 2(1) 4(4) 4    (4)

多摩支所 13,048    (6)

小    計 14,948(337) 1 2 (1) 4(4) 4   (4)

合     計 95,355(399) 1 2(1) 2(2) 11(8) 13(10)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
3年9 月分

検      出      状      況

チ フ ス 菌
ノぐラ チ フ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1 1

1 1 1

2 6 1 1

1

1

1

1 1 1

1 1 2

1 2 1 2 9(5)

1 2

2 4 3 1

2

1 1

3 3 2 1 18  (15)

2 2 1

2 1

1 6 1

2 2 1 (1) 3 5    (5)

2

1 1

14 36 11 (1) 3 18 35  (25)

1

2 2

1

3 2 1

90(5) 24 (6) 9 (4) 3(3) 32 (3) 195 (59)

4 1

90(5) 28 (6) 9 (4) 3(3) 33 (3) 195 (59)

107  (5) 66 (6) 20 (5) 6(3) 52 (3) 230 (84)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及び東京)

菌  種  名

全   国 (3 年8 月分) 屯 京(3 年9 月 分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 108(52) 137 1 14(14) 7   (4) 17 (15)

赤 痢 菌(A-D 群) 32(20) 4 13 (11) 44(44) 4   (4) 7((6)

チ   フ   ス   菌 1 1

ノマ ラ チ フ ス A 菌

そ
の

他

の

サ

ル
モ

ネ

ラ

04(B) 96(11) 113 3(2) 9   (9) 90(5) 14 4

07(CI 、C4    ) 261(11) 88 3(3) 28    (6) 36 11

08(C2 、C3) 104(16) 49 9   (9) 9    (4) 11 (1) 4

09(D1 ) 137    (3) 69 3 1 (1) 32   (3) 6 18

09 、46 (Dz   )

03 、10 (El、E, 、Ea) 11   (7) 2 1 (1) 6   (6) 3(3) 3

01 、3、19(E4  ) 7   (2) 4   (4) 2

O  13(G, 、G2    ) 2   (2)

018(K) 16 2 1 10 2

そ    の    他 7   (1) 10(1)

群    不    明 3 1 1

腸 炎 エ ル シ ニ ア 1 (1) 17

偽   結   核   菌

コ レ ラ 菌 (01) 7  (3) 2   (2) 1

//    (01 以外) 9  (6) 7 (1) 1 (1) 16(16) 2   (1)

腸 炎 ビ ブ リ オ 307(20) 239 3 73(73) 125    (5) 4   (2)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 7(1) 14 5   (5) 7(1)

エ  ロ  モ  ナ  ス 34(29) 71  (1) 3(3) 21(21) 3   (3)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 90(30) 571 5 23(16) 1 (1)

ブ  ド  ウ  球  菌 75 113 3 2(2)

A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

〃    ( その他)

セ  レ  ウ  ス  菌 2 3

淋           菌 14

髄   膜   炎   菌

レ ン サ 球 菌(A 群) 27

//      (B 群) 5

//      (C 群) 2

//      (G 群) 1

//      ( 不明) 1

ジ フ テ リ  ア 菌

百   日   咳   菌 7

肺   炎   球   菌

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ  ラ

赤 痢 ア メ ー ノs'

マ    ラ    リ    ア

そ の 他 の 細 菌 34(24) 10 141(141) 12(12) 10(4)

( ):  海外旅行者分叫掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (3 年8 月分) 東  京(3 年9 月 分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2 1 (1) 1 (1)

3

4

5

6 1 (1)

7

8

型不明

B  群   1  a 1 1(1)

1 b 2    (2)

l 1 (1)

2 a 9    (2) 3(3)

2 b

3 a 1 (1)

3 b

4 a 2   (2)

4 b

4

5 a

5 b

6 1 (1) 1 (1)

X

Y

型不明

C  群   1 2   (2)

2

3

4 1 (1) 1 (1)

5

6

7

8

9

10

11

12

13 1 (1)

14

15

型不明

D 群 15  (11) 4 10(8) 35(35) 4   (4) 7 (4)

その他 1 (1)

(  ): 海外旅行行分叫掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年9 月16日~1991年10月15日受理分)
予研ファージ型別室

ファージ型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌分離年月

チフス菌

E  1

DVS

B  1

M  1

神奈川県相模原

兵庫県神戸市中央

東京都文京区本郷

大阪府大阪市天王寺

東京都新宿区新宿

福岡県福岡市東

1(1)

1(1)

1 (1)

1

1 (1)

1

1 9 9 1. 9

19  9 1.     8

1 9 9 1. 9

1 9 9 1. 8

小 計 6(4)

パラチフスA 菌

1 東京都文京区本郷

兵庫県佐用

1(1)

1

19  9  1.     9

小  計 2   (1)

合  計 8(5)

( ): 海外輸人例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1990 年4 月~1991 年9 月報告分)
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^
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ー

6

カ

ツ

#

５

カ

ツ

ー

4

カ

ツ

７

ヶ
イ

ミト ヴタイウイiス   ー -  1  3 6 1 - - - 2  -  - - 1 1 - --  15

ピ コHt   NT    3 17 23 26 1J 17 13 5 1 -  -  - - 1 - - -- 119
コクサッ4-A NT   - -  -  1 - - - - - -  -  - - 1 - - --  2

D7 サッ●-A2    - 1 20 79 u 4 4 - 3 -  2  1 7 2* 39 J6 2    - 236
コ7サ.キーAJ    1 -  2  1 7 - 1 3 - -  - - - - - - -- 15
コクサッ●-A*    2 8 45 32 12 1 2 3 1 -  -  1 1 8 ^4 17 J  - 180
⊃クサッキーA5    - 3 37 36 18 7 8 2 - -  -  1 - 1 2 4 -- 119

コ7サyキ-A6    - 2 IJ 26 2 - - 2 - 2  -  - 12 28 *7 28 2    - 16 ≪
コクサvキ

ーA7    - -  1  1 1 - - - - -  -  - - - - - --  3
コクサyキーA8    2 1  -  - - - - - - -  -  - - - - - --  3

⊃クサvキ
ーA9    1 2  6 2* 16 6 5 8 3 -  -,- 1 1 11 - --  84

コクサ。キーA1D    - 5 76 98 so 21 3 1 2 -  -  - - - 1 2 -- 2J9

コクサ≫キ-A16    7 25 77 94 23 ^^ SJ 22 15 10  3  1 1 5 5 10 2   - 377
コクサッキーB1     - 1  2  5 - 9 2 - - 2  -  - 1 1 3 5 1  -  32

39 サv*-B2    7 13 34 59 *5 JS 12 8 4 -  4  - - 2 2 2 1    - 226
コクサvキ-B3    4 6 23 15* 39 21 48 22 20 8  3  3 2 8 4 4 -- 369
コクサッキ-B4    1 -  5  4 3 1 1 - 1 -  -  - - - 3 6 *  -  29

コクサvキ-B5    - 3 20 90 35 22 22 12 7 1  1  - - 1 1 - -- 215
⊃クサvキーB6    - 3 10  7 5 1 1 3 - -  -  - - - - - --  3a
エ3-   3      - -  1  2 - - - - - -  -  - - - - - --  3

Z⊃-4      - -  -  - - - - - - -  -  1 - - - - --  1
エ
コー5      - -  -  - 2 - - 1 - -  1  - 1 - 17 2 --  2^

エコ-   6      - 3  1  2 3 2 IQ - 2 2  -  - - - - - 1  -  26
ヱコ-   7      - -  1  2 - - - - - -  -  - - - - - --  3

I
コー9      1 10 27 78 81 66    101 3J 21 4  1  3 4 2 9 10 3    - 454

エコ-    11      1 3  7 16 9 2Q 2D 10 5 -  1  - 2 - - - --  94

I コ-   U      - -  1  3 2 15 6 2 2 1  1  - - - - 1 --  34
エ
コー15      - -  -  - - - - 1 1 -  -  - - - - - --  2

χコ-    16      - -  1  - - - - 1 - -  -  - - - - - --  2
エコ

ー18      1 1  -  1 1 - - - 1 1  1  - - 1 - - --  8

エコ
ー19     - -  -  - - - - - 1 -  -  - - - - - --  1

エコー21      1 -  -  2 1 - - - 1 -  -  - - - - - --  5

Zコ-  22     - 1  -  2 3 1 - - - 2  2  - 2 - 2 - --  15
1
コー2*     - -  3  - - 1 1 2 1 -  -  - - - - - --  8

・⊃-25      1 4  8 ^^ 9 10 17 6 1 1  -  - - 1 4 3 --  79
エコ-  27     - -  -  - - - - - - 2  -  - - 3 - - --  5

Iコ-    JQ     1 8 *2 B6 78 91 U4 58 9 6  6  9 7 21 184 313 96 1 1200
ポリ

ォ1      6 4  3  - - 1 4 3 2 4  2  5 12 4 1 - --  51
*'>lォ2     4 3  2  - - - 2 3 3 2  1  2 6 5 2 - --  S5
ポ lォ3     5 5  2  - 1 - 1 1 4 1  1  4 5 3 3 - --  36

エンテQ   71     18 55 138 12S 39 22 u 3 3 -  4  - - 2 - - -- 421
ライノ       ー 1  -  - - - - - - -  -  - - - - - --  1

イン
フ>>A   NT    - - -  - - - - - - -  1  - - - - - --

イン
フHA   (HI)   - -  -  - - - - - - 15 55 77 13 1 2 - -- 16

インフI.A   H1N1   - -  -  - - - - - - 5 25 1J 21 2 - - --  6

イ-J
フHA   (H3)   1 -  1  - - - - - 1    210 622 272 ie 1 - - -- 112

インフI.A   H3N2   - 1  -  - - - - - -    152 415 197 6 - - - -- 77
インフkエンサ` 8   98 5  1  - - - - - - 19 166 207 59 23 5 - -- 58

インフtiエンサ` C    - -  -  - - - - - 1 -  -  - - - - - --
パラインフルNT   - -  -  - - - 1 - - -  -  - - - - - --

l＼° "iiン
フK   ＼    - 2  2  -- - 1 2 - -  -  - - - - - --

パラインフI,   2    - 1  1  7 2 10 7 3 - -  -  - - 1 - - -- 3

l＼'fインフI. i    - 3  9 16 3 - - - - -  1  - - 3 - - --  3
RSウイSス     4 4  -  - 1 1 2 4 8 3  3  - 5 1 1 - --  3

Uンフ
・ス     J5 51 45 59 8 19 35 25 13 6 15 15 10 17 25 5 -- 33

マシン       2 -  1  - - - - - - -  -  - - 6 2 - --  1
フウシン      - 4  5  - - - - - 1 -  -  - 3 3 - 4 1    -  2
レオNT      - 1  -  - - - - - - -  -  - - - - - --  1
レit   2       - 1  1  - - - - - - -  -  - - - - - --  2

O9       47 13  9  1 2 4 2 10 43    163 201 86 4-0 12 8 1 -- 642コカ` ?ヶ`リゥl ス  28 6 -  - - - 1 12 21 42 24 10 IS 3 9 - -- 169
ァテ` ノNT    12 11 15 IJ 9 5 7 7 13 4  2  2 7 5 2 1 1  - 116
ァテ` ノ1     14 13 19 IS 20 IJ 6 8 10 8  8 10 18 7 8 8 -- 185
ァテ` ノ2     24 21 42 26 18 12 12 18 50 23 20 19 u 9 11 5 -- JQ*
ァデ ノJ     26 40 62 86 150 99 61 38 49 35 19 25 11 12 19 52 7 - 751
ァデ ノ4     3 6  9  5 19 28 15 24 19 la  5  6 7 7 7 u 7    - 191
ァラ゙ ノ5     ia 9  9 15 3 5 3 5 5 4  5  3 9 8 7 6 1  - 107

7テ-ノ6     2 1  3  2 1 2 1 3 3 3  3  4 2 - 4 2 --  36
ァラ` ノ8     6 1  7  1 2 - 7 9 1 5  1  - - 7 lj 5 --  65

ァテ` ノ11     3 3  -  5 12 2 8 7 1 1  -  - 1 - - - --  43
ァt` ノ19     3 3  2  3 3 2 5 10 4 7  7  - - 2 - - --  51
ァデ ノ37     2 3  -  - 3 8 4 10 2 6  5  5 4 3 1 - --  56
ァラ` ノ40     - 1  -  - - - - - - -  - - - - - - --  1

ァデ ノ41     1 -  -  - 1 - - - - -  1  - - 2 1 - --  6
ヘl,ペ スク` ン    ー 1  -  - - - - - - -  -  - - - - - --  1

タンシ` ュシヘ&ペ スNT  7 7  5  8 4 9 6 7 7 1  1  - - - 2 - -- 64-

9シシ` 3ン
ヘt,ペλ1 37 J5 32 46 J6 J7 41 40 J9 59 41 24 25 15 1} 12 6    2 520

?ンシ`
ュンヘ ペ̂λ2  4 13 16  9 6 15 9 6 10 1J  3  7 3 3 4 7 4- 130

スイトウ9イi/`。ウホウシン ー 1  7  2 2 3 - 5 3 -  3  - - - - 1 -- 27

サイトメカ` o    52 28 39 28 33 12 19 28 35 5  -  9 3 - - - -- 271
Bガ Sカン ン    1 1  4  - 8 9 2 - 1 1  2  4 - - 1 1 -  1  J6
ツツカ` &ン      ー -  -  - - - - - - - -  Z - - - - --  2
クラΞジ アNT   18 11  9  9 8 5 3 7 5 4  4  1 5 9 7 16 5    - 126

ト
コ?チスNT   17 17 25 25 29 27 19 11 19 14 12  9 14 9 9 15 8    J 282

ハィ1ンマィ⊃プ ラズマ  - -  3  2 5 11 9 - - -  -  - - - - - --  30
コ` ウ ヶ{    5ni *86 iai5 U3I 866 753 761 5U 498 849 17Q4 10J6 375 295 544 578 155 7 1257*

小型下痢ウ イルス: ロタウ イルス以外の小型球形下爾ウ イルス( ノーウォ ―ク. カリシを含む)



表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)

( 平成3 年9 月分)

ウイルス     / 型 分離株数 採取年月 検 査 材 料 採 取 理 由

Coxsackie    B 1

ECHO       30

1

3

3

4

4

7 月

8 月

7 月

6 月

7 月

ふ ん 便

髄    液

ふ ん 便

咽頭ぬぐい液

集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

//

〃

表7 淋菌及ぴクラミジア検出状況
( 平成3 年9 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア* 陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科

(男子尿道炎患者)
22 8(1) 1 3

衛 生 研 究 所 31 2 - 1

* ELISA 法による検出、O  内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅 毒血 清反 応 試 験成 績

(平成3 年9 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 60 - 27 31

陽 性 件 数 3(2) - - 4(3)

O  内は確認試験(TPHA 及びFTA-ABS 法) 陽性件数
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話 題 アメリカ大陸におけるコレラ発生状況( 続)

本誌12 巻2 号において紹介した1991 年1 月末

今世紀はじめて南米ペルーに上陸したコレラは、

その後ペルー国内での流行にとどまらず近隣諸国

にも波及、拡大の様相を示すに至った。本号では。

主にWHO の情報に基ずき、その後の南米を中心と

するアメリカ大陸における流行状況について概略

紹介してみたい。

表に、本年11 月初旬までにアメリカ大陸各国か

らWHO に報告されたコレラ患者発生数を示す。

1月末にペルーでコレラ流行が初めて確認された

当初患者発生はペルー国内に限られていたが、2

月末に至り隣国のエクアドルに飛び火、3 月には

コロンビア、4 月チリとブラジルにも波及、6 月

には北上の気配を示しメキシコとガテマラ、8 月

エルサルバドル、9 月パナマ、また、8 月にはペ

ルーと山間部で接するボリビアと、これまでに南

米大陸で6 カ国、中米で5 カ国、計11カ国で患者

発生が確認されるに至った。これまで報告された

各国のコレラ発生数をみると、本流行の発端とな

ったペルーが最も多く274,614 名、次いでエクア

ドル、コロンビアの順で、総数では340,079 名に

達している。これまでに確認された死亡者数も総

計3,512 名で、致命率はいずれの国においても1

% 強と高率なものとなっている。上位3 カ国では

患者発生のピークは過ぎたものの、今なお毎週千

名近い患者が確認されている一方。メヰシコ、ガ

テマラ、パナマでは患者数がまだ増加の傾向にあ

り。依然予断を許さない状況にある。

これまでに最も患者発生の多かったペルーでの

発生様相をみると、流行は当初患者発生の集中し

た沿岸部から約6 週後には山間部、12 週後には

ジャングル地域へと順次拡大し、現在もまだ山間

部、ジャングルでの流行は終息していない。流行

拡大の原因としては、沿岸都市部では露店で売ら

れてるコレラ菌汚染食品と飲食物、山間部では飲

用水として用いる河川水の汚染、 ジャングルでは

簡易水道、河川水、食品力i重要であるとしており、

また、山間部、ジャングルでは沿岸部に比し感染

率は低いものの、致命率の高いことが指摘されて

いる。

ペルーヘのコレラ菌侵入経路は依然不明である

が、その手がかりを得るために今流行で各国より

分離されたコレラ菌とアジア、アフリカにおける

第7 次コレラパンデミー分離株との菌学的、遺伝

子学的異同が、米国CDC のグループによってなさ

れている。これまでの成績によると、いずれの菌

株も毒素産生性のエルトール型コレラ菌に属する

ものであるが、1973 年の米国分離株を除くと、

今回の南米流行株と第7 次パンデミー株は検討し

たコレラ毒素産生遺伝子の酵素切断パターン、リ

ボソーム相同性試験やクロモソームDNA の酵素処

理後のSouthen blot 分析において大きな差は認

められておらず、伝播経路解明には更に詳細な検

討が必要のようである。

( 細菌第一研究科 山田澄夫)

アメリカ大陸におけるコレラ流行状況(1991 年)

汚 染 国       報告期間      患者数    死亡者数(%)

ペ  ル  ー    1/31~11/29   2  7 4,6 1 4   2,693  (1.0)

エ ク ア ド ル    2/28~10/19    51.068    571  (1.1)

コ ロ ン ビ ア   2/28~11/ 1    9,421    141  (1.5)

チ  リ  ー    4/16~5/27      40      2  (5.0)

ブ ラ ジ ル     4/17~10/31      217      4  (1.8)

ボ リ ビ ア    8/27~ll/ 7      109      6  (5.5)

メ キ シ コ    6/13~10/28     1.883     23  (1.2)

ガ テ マ ラ    6/24~10/19     1,470     28  (1.9)

エル サルバドル   6/16~11/ 9      615     27  (4.4)

ぃぐ  ナ  マ    9/lO~ll/ 2      639     17  (2.7)

ホ ン ヂ ュ ラ ス   ＼Q)/＼Z~＼＼/2      3     0

計                    3  4 0,0 7 9   3,512  (1.0)

WHO  Weekly Epidemiological Record,  Vol. 66,N λ6 -46 までの集計



表1 検査機関別ヒト由棄徐杏材

検 査 機 関 名
検 査 材料
取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

0-  1 O-1 以外 A B C D 計

千代田区 神田保 健所 840

中 央 区 中 央 保 健 所 1,021

港区保健衛生課検査係 2.526

新 宿 区 四 谷 保 健 所 2,759

文 京 区 衛 生 試 験 所 452

台 東 区 下 谷 保 健 所 187

墨 田 区 向 島 保 健 所 34

江 東 区 城 東 保 健 所 57

〃 深 川 保 健 所 624

品 川 区 衛 生 試 験 所 2,154     (3)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,669

大 田 区 衛 生 検 査 所 3,417

世田谷区世田谷保健所 309

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 1,062

中 野 区 衛 生 試 験 所 1,871

杉 並 区 衛 生 試 験 所 3,118 (13) 心) 1(1)

豊島区池袋・長崎保健所 1,031

北 区 衛 生 試 験 所 774

荒 川 区 荒 川 保 健 所 599

板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 3,802

練 馬 区 衛 生 試 験 所 3,987

足 立 区 衛 生 試 験 所 2,720     (2)

葛飾区葛飾北保健所 2,561

江戸川区小岩保 健所 3,283

小    計 40,857  (18) 1(1) 1(1)

東 京 都 三 鷹保健所 947

八王子保健所 248

田 無保健所 208

島しょ保健所 大  島 401

三  宅 39

八  丈 83

小 笠 原 28

小    計 1,954

衛生研究所 本  所 545(187) 1(1) 3(3) 1(1) 4(4)

多摩支所 714    (9)

小    計 1,259(196) 1(1) 3(3) 1(1) 4(4)

合     計 44,070(214) 1(1) 3(3) 2(2) 5(5)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
3 年10月分

検      出      状      況

チ フ ス 菌
パラチフ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1

2 1

2 1 1 2

2

2

1 7     (2)

1 2 1

4

1 2

1 1

2 2(1) 1 3     (3)

1 2 4

1 1

3 2 3

3 1   (1)

11 1

1 2 2

7 35(1) 9 3 16 11     (6)

5(4) 33(4) 1(1) 2(1) 8(4) 47    (28)

5(4) 33(4) 1(1) 2(1) 8(4) 47  (28)

12(4) 68(5) 10(1) 5(1) 24(4) 58  (34)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及び東京)

菌  種  名

全   国 (3 年9 月分) 東 京(3 年10 月 分)

地研・

保健所
一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 224(51) 150(1) 3   (2) 2   (2) 7(7) 3 (3)

赤 痢 菌(A-D 群) 42(23) 4(2) 25(24) 43  (43) 4(4) 1(1)

チ   フ   ス   菌 3   (2)

パ ラ チ フ ス A 菌

そ

の
他

の

サ

ル
モ

ネ

ラ

04(B) 194(12) 94 12    (1) 14(14) 5 (4) 7 2

07(Ci 、C4) 267(13) 72 2 7   (7) 33 (4) 35  (1) 13

08(C2 、Ca    ) 69(10) 28 2 4    (4) 1(1) 9 6

09(DI ) 132   (5) 83 3 1 (1) 7(3) 9 2

09 、46 (D,  ) 1 3(3)

03 、10 (El 、Eo 、Ea) 21   (8) 2 6   (6) 2 (1) 3 1

01 、3、19(E4  ) 8(3) 1

013(G1 、G2    ) 1 (1) 1(1) 3

018(K) 31 7 1

そ   の   他 1 (1) 5

群    不    明 1 6 2

腸 炎 ェ ノレ シ ニ ア 24

偽   結   核   菌

コ レ ラ 菌 (01) 11 (1) 2 4   (1) 8(8)

//    (01 以外) 6  (2) 1 19(19) 1 (1)

腸 炎 ビ ブ リ オ 504(17) 252 2 70(70) 13 (3)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 18   (2) 5 1 (1) 5(2)

ェ  ロ  モ  ナ  ス 43(36) 54 1 (1) 5   (5) 7 (7) 2 (2)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 60(20) 385 7   (4) 6(6) 1(1)

ブ  ド  ウ  球  菌 49 127 2 6

A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌 35 2

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型) 1

//     ( その他)

セ  レ  ウ  ス  菌 6 1

淋           菌 31

髄   膜   炎   菌

レ ン サ 球 菌(A 群) 32

//      (B 群)

//      (C 群) 2

//      (G 群) 2

//      ( 不明)

ジ フ テ リ ア 菌

百   日   咳   菌 20

肺   炎   球   菌

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ  ラ

赤 痢 ア メ  ー ノミ` 5   (1)

マ    ラ    リ    ア 1
そ の 他 の 細 菌 62(35) 12 1 (1) 98(98) 3(3) 5

( ): 海外旅行者分丙掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (3 年9 月分) 東  京(3 年10 月分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2 1 (1) 2    (2)

3 1(1)

4

5

6

7 1(1)

8

型不明

B  群   1  a 1 (1)

1 b 1 2(2) 4   (4)

1

2 a 2(1) 1 1 (1) 2(2)

2 b 1 (1) 1 (1) 1 (1)

3 a 1 (1) 1 (1) 2   (2) 1 (1)

3 b 1(1)

4 a 1 (1) 2(2)

4 b

4

5 a

5 b

6

X

Y

型不明

C  群   1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 1 (1)

14

15

型不明

D 群 35  (17) 2  (2) 20(19) 27  (27) 1 (1) 1 (1)

その他

(  ): 海外旅行酋分再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年10月16日~1991 年11 月15日受理分)

予研ファージ型別室

フ ァ ― ジ 型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌分離年月

チフス菌

D  2

O

D  1

E  1

UVS  1

三重県久居

広島県広島市西

東京都港区芝

岡山県岡山

神奈川県横須賀市中央

長野県長野

東京都新宿区四谷

1

1 (1)

1(1)

1

1

1(1)

1(1)

199  1.      9

199  1.   10

1991,    11

小  計 7   (4)

パラチフスA 菌

2

1

型別不能

東京都文京区本郷

東京都立川

東京都立川

大阪府大阪市福島

1(1)

1

1

1(1)

1991.    10

イノ

//

//

小  計 4   (2)

合   計 11   (6)

( ): 海外輸入例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1990年5 月~1991 年10月報告分)
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X
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コ
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=.ト ウテイウイ&ス   ー  1  3 6 1 - - - 2  -  - - 1 1 - - -- D
C°コルナNT    17 25 26 13 17 13 5 1 -  -  - - 1 - - - -- 116
コクサッキ-H   NT    -  -  1 - - - - - -  -  - - 1 - - - --  2

コクサvキ-A2     1 2a 79 u 4 4 - 3 -  2  1 7 30 50 44 5 -- 264
コ7サvキ-AJ     -  2  1 7 - 1 3 - -  -  - - - - - - --  u

コクサ>キーAt     8 4.5 32 12 1 2 3 1 -  -  1 2 9 51 J* 4 -- 205
⊃クサッ*-HS     3 J7 36 18 7 8 2 - -  - 1 - 1 4 4 - -- 121
コクサvキ-A6     2 IJ 26 2 - - 2 - 2  -  - 12 28 52 35 4 -- 178
コクサyキーKl     -  1  1 1 - - - - -  - - - - - - - --  3

⊃クサvキーA8     1  -  - - - - - - -  -  - - - 1 - - --  2
⊃クサッ^-A?    2  6 2* 16 6 5 8 3 -  -  - 1 1 n l - --  84
コクサッキ-A1Q    5 79 98 30 21 3 1 2 -  -  - - - ・2 3 1 -- 2*5
コクサッキ-A16   2S 76 93 2J 44 ss 22 15 10  3  1 1 8 u 21 8 -- J97
コクサvキ-Bl     1  2  5 - 9 2 - - 2  -  - 1 1 4 7 2 2    -  58
n'7サv●-B2    IS 34 59 45 X3 12 8 4 -  4  - - 2 2 2 2 -- 22D

コクサv●-B3     6 2J 15* 39 21 48 22 2Q 8  3  3 3 8 4 4 1 1    - 368
⊃クサッキーB4     -  5  4 3 1 1 - 1 -  -  - - - 3 6 6 --  30

コクサvキーB5     3 20 9Q 36 22 23 12 7 1  1  - - 1 3 - - -- 219
⊃ワサッ4-B6     3 10  7 5 1 1 3 - - -  - - - - - - --  30
エコー3      -  1  2 - - - - - - -  - - - - - - --  3
エコ-   4      -  -  - - - - - - -  -  1 - - - - - --  1
エコ-   5      -  -  - 2 - - 1 - -  1  - 1 - 19 6 4 --  34
エコ-   6      3  1  2 3 2 1Q - 2 2  -  - - - - - 3 --  28
エコ-   7      -  1  2 - - - - - -  -  - - - - - - - ｀-  3
エコー9      10 27 78 82 67    107 J8 21 5  2  3 5 3 19 12 5 -- 484
エコー 1      3  7 16 9 20 20 10 5 -  1  - 2 - - - - --  93
エコー 4      -  1  3 2 15 6 2 2 1  1  - - - - 2 - --  55
エ⊃- 5      - -  - - - - 1 1 -  -  - - - - - - --  2
エコ- 6      - 1  - - - - 1 - - -  - - - - 1 - --  3
エコー 8      1  - 1 1 - - - 1 1  1  - - 1 - - ---  7
1コー 9      -  -  - - - - - 1 -  -  - - - - - ---  1
エコ-   21      -  -  2 1 - - - 1 -  -  - - - - - - --  4
エコ-   22      1  -  2 3 1 - - - 2  2  - 2 - 2 - 1 --  16

エコ-   24      -  3  - - 1 1 2 1 -  -  - - - - - - --  8
エニ3-25      4  7 1* 9 10 17 6 1 1  -  - 1 1 8 5 ---  64
エコー27      -  -  - - - - - - 2  -  - - 3 - 1 - --  6
エ⊃-   30      8 42 89 79 91 U4 59 56 12 n  9 7 21 202 460 158 9 - U57
ポ lオ1      4  3  - - 1 4 3 2 4  2  5 12 4 1 - ---  45
ポ・μ2      3  2  - - - 2 3 5 2  2  2 7 5 2 - - --  3J

ポ 'lオS      5  2  - 1 - 1 1 4 1  1  4 5 3 3 1 - --  32
エンテ0     71     55 139 124 40 22 u 3 3 -  5  - - 2 - - - -- 407
ライノ       1  -  - - - - - - -  -  - - - - - ---  1
<ンフUTi,  NT     -  -  - - - - - - -  1  - - - - - - --   l

<ンフKH   (HI)   -  -  - - - - - - 15 5J 77 lJ 1 2 - --- 161
ィンフt.A   H1N1    - -  - - - - - - 5 25 IJ 21 2 - - - --  66
ィン7il<A   (HJ)   -  1  - - - - - 1    210 606 267 18 1 - - - -- 1104
<ンフHA   H3N2   1  -  - - - - - -    152 415 197 6 - - - - -- 771
ィンフ1.エンサ` B    5  1  - - - - - - 19 165 205 59 23 5 - - -- 48n
ィンフl.エンサ` C    -  -  - - - - - 1 -  -  - - - - - - --  1
パラィンフK   NT   -  -  - - - 1 - - -  -  - - - - - ---  1
A ラ゚ィンフ≫, 1    2  2  - - - 1 2 - -  -  - - - ' - 1 --  8

パ ラ
ィンフル2    1  1  7 2 10 7 3 - -  -  - - 1 - - - --  32

パ ウィンフH   i    3  9 16 3 - - - - -  1  - - 3 1 - 2 --  J8
RSゥィ1ス      4  -  - 1 1 2 4 8 3  3  - 5 1 1 - - --  35
Lンプ ス      Jl 45 J9 8 19 35 25 15 6 15 u 16 17 23 10 - -- 316
マシン       ー  1  - - - - - - -  -  - 2 7 2 - - --  IZ
フゥシン       4  5  - - - - - 1 -  -  - 3 3 - 4 1 --  21
レオNT      I  -  - - - - - - -  -  - - - ‐s ミ = ミ   1
レ    2       1  1  - - - - - - -  -  - - - - - - --  2

05       13  9  1 2 4 2 10 4.5    163 202 87 42 15 8 2 --- 605
⊃カ` タケ`リウイ1ス   6  -  - - - 1 12 21 *2 27 11 IS 3 9 - - -- U5
ァデ ノNT     11 15 13 9 5 7 7 lj 4  2  2 7 5 2 2 1 2    - 1D7
ァj` ノ1     13 19 15 20 1J 6 8 10 7  8 ID 18 9 10 12 2 1    - 181
ァテ` ノ2     21 42 26 18 16 12 20 Jl 24 20 19 u n 12 10 3 1   - 5110
ァラ` ノ3     40 62 66 130 96 62 58 50 35 19 27 20 u 28 J8 21 1 - 767

7デ` ノ*      6  9  5 21 28 15 24. 19 ID  6  6 8 8 8 23 17 6    - 219
ァテ` ノ5      9  9 15 3 5 3 5 5 4  S  3 9 8 8 7 2 -- 100
ァデノ6      1  3  2 1 2 1 3 3 3  3  4 2 1 5 3 ---  57
ァデ ノ8      1  7  1 2 - 7 9 1 5  1  - - 7 u 10 1 --  66
ァデ ノ11     3  -  5 12 2 8 7 1 1  - - 1 - - - - - ・・  40
ァテ` ノ19     3  2  2 2 2 4 9 4 7  7  1 - 2 - - 1 --  46

ァテ` ノ37     3  -  1 3 8 5 11 2 6  5  5 4 4 7 3 1 1    -  69
ァテ` ノ4Q     1  -  - - - - - - -  ●-  - - - - - ・-- ●・  1
ァテ` ノ4.1     -  -  - 1 - - - - -  1  - - 2 1 - - --  5
ヘHペ スグシ     1  -  - - - - - - -  - - - - - - - --   1

'iンジ ユンヘルペ スNT  7  5  8 4 9 6 7 7 1  1  - - - 2 - - --  57
S:/シ` コンヘ1ペ ス1 35 32 46 36 37 41 40 J9 59 41 26 27 22 18 16 16 7 ・・ 518

タンシ` ユンヘルペ ス2 13 16  9 6 lJ 9 6 lQ 12  3  7 4 3 4 9 4 5    - 1  55
スイトウタイジ .ウホウシン 1  7 ・  2 2 3 - 5 3 -  3  - - - - 1 - --  27

サイト ガ o     28 59 2B 33 12 19 28 35 5  -  9 3 - - - - - ・- ?.y リ
Bカ` クカシエン     1  4  - 8 9 2 - 1 1  2  4 - - 1  1 - 1    -  χs
ツツカ` ムシ      ー  -  - - - - - - -  -  2 - ‘ ‘ - -- ・-  2

9
ラΞi/`7   NT    11  9  9 8 5 3 7 5 4  4  1 5 9 7 16 5 7 ・- 11  'j

トラコマチスNT    17 25 25 29 27 19 11 19 u 15 u 23 20 u 25 16 16 5 5  51】
ハイェンマイコプ ラス` マ  ー  3  2 5 n 9 - - - -  - - - - - ---  JO
コ`ウ ケ イ    tS6 1017 'RT? Bn 755 75^ T72 50^ 855 ‾・677 1042 ‾i12 337 65084 ‾1 ?9S 5D 3 12561

小 型 下 痢ウ イル ス: ロ タウ イル ス 以 外の小 型 球形 下 痢ウ イル ス( ノーウ ォー ク, カリ シを 含 む)



表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)

( 平成3 年10 月分S

ウイルス     / 型 分離株数 採取年月 検 査材 料 採 取 理 由

ECHO       30

Adeno       1

14

4

1

7

1

2

4

1

5

1

1

3 年7 月

3 年8 月

3 年9 月

3 年7 月

3 年8 月

3 年9 月

3 年8 月

3 年9 月

3 年8 月

3 年7 月

髄    液

〃

〃

咽 頭 ぬ ぐ い 液

〃

〃

ふ ん 便

〃

〃

〃

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

流 行 予  測

サ ー ベ イ ラ ン ス

表7 淋菌及びクラミジア検出状況

( 平成3 年10 月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア* 陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科

(男子尿道炎患者)
26 10(1) 2(-) 3

衛 生 研 究 所 19 1 - -

*ELISA 法による検出、( ) 内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅毒血清反応試験成績
( 平成3 年10 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検査 件 数 107 - 19 19

陽 性件 数 5(3) - - 5(5)

( ) 内は確認試験(TPHA 及びFTA-ABS 法) 陽性件数

印刷物規格表 第2 類

印刷番号 3-79
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東京 都立衛生研 究所

話 題 MRSA( メチシリン耐性黄色ブドウ球菌) 感染症について

最近、MRSA 感染症と言う言葉を見たり、聞い

たりする機会が多い。今回は、このMRSA 感染症

とは何か、どうして社会的な問題になっているの

かについて述べる。

MRSA とはMethicillin- resistant Staphyloco-

ecus aure£s、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌の略

語である。この菌は黄色ブドウ球菌の抗菌薬に対

する耐性化と耐性菌に有効な新しい抗菌薬の開発

と言う長い間の繰り返しの競争の中から生じたも

のである。黄色ブドウ球菌は健常者の鼻前庭、咽

頭、皮膚、腸管に生息する常在菌の一種であるが、

化膿性疾患、敗血症、毒素性ショック症候群など

の起因菌でもある。ペニシリンの発見以来、黄色

ブドウ球菌感染症は制圧されたと考えられたが、

ペニシリナーゼやβ- ラクタマーゼと呼ばれるペニ

シリン不活化酵素を産生する耐性菌が出現し、ペ

ニシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症が流行した。

その後、耐性黄色ブドウ球菌に効果のある種々の

ペニシリン耐性黄色ブドウ球菌用合成ペニシリン

やセフェム系抗菌薬が開発された。その最初のも

のが、メチシリンであった。この種の抗菌薬が治

療に使用されると、黄色ブドウ球菌感染症に代わ

って、緑膿菌などのグラム陰性悍菌による感染症

が流行した。そのため、ブドウ球菌にも緑膿菌に

も有効なセフェム系抗菌薬が次々に開発され使用

された。その結果、緑膿菌感染症が減少したが、

再び黄色ブドウ球菌感染症が多くの病院から報告

された。分離された黄色ブドウ球菌は、メチシリ

ン、セフェム系薬、アミノ配糖体薬、マクロライ

ド系薬に対して耐性を示す多剤耐性黄色ブドウ球

菌であった。現在では、MRSA とはこの多剤耐性

黄色ブドウ球菌のことを指している。ペニシリン

やセフェム系抗菌薬が黄色ブドウ球菌に有効なの

は、これらの抗菌薬が細胞壁合成酵素に作用し、

細胞壁構成成分であるペプチドグリカンの合成を

阻害し、溶菌を起こすためである。この酵素がペ

ニシリン結合蛋白(PBP) と呼ばれるものである。

しかし、MRSA はこれらの抗菌薬が共存していて

もペプチドグリカンを合成できる新しいPBP-2'

と呼ばれる細胞壁合成酵素を産生するため増殖す

ることができる。このことがMRSA の耐性機構で

あり、この酵素の産生を支配している構造遺伝子

(mec) の存在が証明されている。この耐性機構の

特徴は、黄色ブドウ球菌がある種のセフェム系薬

に接触すると、PBP-2' の産生が誘導されること

である。そのため、治療目的に使用されている抗

菌薬がMRSA を誘発し、更に強力なMRSA へ誘導

し、このことがMRSA 感染症を拡大した原因と考

えられている。最近では、セフェム系薬の投与に

あたっては、上述のことを十分考慮するようにな

っている。

MRSA が恐れられているもう一つの理由は、病

院での院内感染の起因菌で、一たび発症すれば難

治かつ致命的な感染症へと移行するからである。

近年、大規模の病院には、がんの治療を受けてい

る患者、寝たきり老人、重症熱傷患者など細菌感

染症に抵抗力の低下した易感染状態の患者(Com-

promised host  ) が多い。これらの患者は、治療

や生命維持の目的で種々のチューブを生体内に留

置されており、それらを通して感染を起こす機会

が多いので、抗菌薬を長期間使用している。この

ような患者がMRSA に最も感染し易いのである。

一たびMRSA 感染が発症すると、その周辺の環境が

MRSA で汚染され、完全に無くすことは困難とな

る。特に、易感染状態の患者が多く入院している

病院では、医療従事者を介して次の新しい患者に

感染させることがある。更に、MRSA 感染症の診

断が遅れ、不幸な転機をとる症例もある。これら

の理由からMRSA 感染症は社会的な問題になって

いるのである。小林らは、全国の国立大学病院にお

けるMRSA の分布を報告している。それによれば、

1990年8 月から約1 ヵ月間に、43 施設から2,407

株の黄色ブドウ球菌が分離され、その内の52.2%

がMRSA であった。外来患者からのMRSA の分離

率は、23.1% 、人院患者からの分離率は65.0% で

あった。

最近、院内感染防止に関する成書が多く出版さ

れている。それによれば、MRSA 感染症を早期に

(8 ページに続く)



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査 材 料
取扱い件数

病       原       菌
コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 O-1 以外 A B C D 十

干代 田区神田保 健所 655

中 央 区 中 央 保 健 所 944

港区保健衛生課検査係 2,682 3 3

新 宿 区 四 谷 保 健 所 2,573

文 京 区 衛 生 試 験 所 354

台 東 区 下 谷 保 健 所 19

墨 田 区 向 島 保 健 所 24

江 東 区 城 東 保 健 所 34
〃 深 川 保 健 所 44

品 川 区 衛 生 試 験 所 1,488    (3)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,334

大 田 区 衛 生 検 査 所 2,674

世田谷区世田谷保健所 72

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 1,079

中 野 区 衛 生 試 験 所 2,153

杉 並 区 衛 生 試 験 所 1,681 (17)

豊島区池袋・長崎保健所 1,328

北 区 衛 生 試 験 所 396

荒 川 区 荒 川 保 健 所 359
板 橋 区 検 査 セ ン タ ー 2,928

練 馬 区 衛 生 試 験 所 3,054

足 立 区 衛 生 試 験 所 1,932   (4)

葛飾区 葛飾北保 健所 2,558

江戸川区小岩保健所 2,454

小    計 32,819  (24) 3 3

東 京 都 三 鷹保健所 417

八王子保健所 91

田 無保健所 148

島しょ保健所 大  島 203

三  宅 23

八  丈 76

小 笠 原 30

小    計 988

衛生研究所 本  所 323(129) 3(3) 2 (2) 2(2)

多摩支所 659    (3)

小    計 982(132) 3(3) 2(2) 2 (2)

合     計 34,789(156) 3(3) 5 (2) 5(2)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
3年11月分

検      出      状      況

チ フ ス 菌
パラチフ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1

2 2 1

3

1 1

1 2 1 1

2 1

1 (1) 1(1) 5    (5)

2 1

2    (2)

1

2

4(1) 11 7 口 4 8(7)

5 (3) 1 (1) 8(1) 2(2) 8 23 (16)

1

1 5 (3) 1 (1) 8 (1) 2 (2) 8 23 (16)

1 9 (4) 12(1) 15 (2) 2(2) 12 31 (23)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及ひ東京)

菌  種  名

全   国 (3 年10 月分) 東 京(3 年H 月分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
予防医学
協  会

大     腸     菌 94(27) 95 3  (2) 7(7) 4(3) 4(4)

赤 痢 菌(A-D 群) 13(11) 3(2) 18(17) 16(16) 2(2) 3

チ   フ   ス   菌 2  (1) 2(1) 1 (1)

パ ラ チ フ ス A 菌 1(1) 1

そ

の

他

の

サ
ル

モ

ネ

ラ

04(B) 62  (8) 59(1) 2 6  (6) 5(3) 4(1)

07(C, 、C,  ) 176(10) 46 4  (4) 1(1) n 1

08(C2 、C3) 54  (7) 31(1) 2  (1) H 巾) 8(1) 7(1) 2

09(D1 ) 521    (6) 70 4 2  (2) 8 3 1

09 、46 (Dz   )

03 、10 (E,、E2 、Ea) 13  (4) 1 (1) 5(5) 2(2)

01 、3、19(E4  ) 7   (3) 1 (1)

013(G1 、G2) 7  (1) 2  (2)

018(K) 10 3

そ    の    他 1 3 1(1)

群    不    明 2 5 1 (1)

腸 炎 エ ル シ ニ ア 4 18

偽   結   核   菌

コ レ ラ 菌 (01) 1(1) 1(1)

//    (01 以外) 5  (5) 1(1) 16(16) 3(3)

腸 炎 ビ ブ リ オ 134   (5) 105 3 38(38) 5(5)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 7(3) 4 1 (1)

ェ  ロ  モ  ナ  ス 27(16) 38 1 (1) 2(2) 1(1)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 62(10) 377(2) 2  (1) 5(5)

ブ  ド  ウ  球  菌 27 158 1(1) n

A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌 1 2 4

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

〃    ( その他)

セ  レ  ウ  ス  菌 3 3

淋           菌 ト

髄   膜   炎   菌

レ ン サ 球 菌(A 群) 58

//      (B 群) 7

//      (C 群) 2

//      (G 群) 4

//      ( 不明)

ジ フ テ リ ア 菌

百   日   咳   菌 3

肺   炎   球   菌 1

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ  ラ

赤 痢 ア メ  ー ノ< 2(1)

マ   ラ    リ    ア

そ の 他 の 細 菌 41(35) 8 68(68) 出) 3(2)

( ): 海外旅行行分叫掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (3 年10 月分) 東  京(3 年11 月分)

地 研 ・
保 健 所

一一  般

医 療 機 関
都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A  群   1

2 1 (1) 1 (1)

3

4

5

6

7

8

型不明

B  群   1  a

1 b 2 1 (1)

1

2 a 1 (1) 2  (2) 4  (4)

2 b 1 (1)

3 a 2  (2) 2(2)

3 b

4 a 1 (1) 1 (1)

4 b

4 1 1 (1)

5 a

5 b

6 1 (1) 1 (1) 1 (1)

X

Y

型不明 1 (1)

C  群   1 1 (1) 1(1)

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

型不明

D 群 5  (5) 1 (1) 10(9) 7   (7) 2  (2) 3

その他

(  ): 海 外旅 行 乃'分 再掲



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

1991年11月16 日~1991年12 月15 日受理分は次号に掲載する。



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1990年6 月~1991 年11月報告分)

1

４

ー

カ

ツ

□
s

ー

カ

ツ

ｔ

9

カ

ツ

ｔ

8

カ

ツ

ｓ

7

カ

リ

s

6

カ

ツ

≪

５

カ

リ

４

4

カ

ツ

ー

3

カ

ツ

ｔ

2

カ

ツ

ｔ

ー

カ

ツ

2
4

1

≪

 
r

ー

ー

ー

カ

リ

０
*

1

≪

 
T
>

ー

9
f
s
 
r
>

ー

8
c

 
r

ー

7

カ
M
Ｊ

ｔ

6

カ

ツ

Sコ

ウ

ヶ

イ

Ξド ウテイウイ1ス    1  3 6 1 - - - 2  - - - 1 1  - - - --  15
t°コlμNT     23 26 13 17 13 5 1 -  -  - - 1 -  1 - - -- 100
コワサッキー ̂NT    -  1 - - - - - -  -  - - 1 -  - - - --  2

コクサッキ-A2    20 79 14 5 4 - 3 - 2  1 7 50 61 66 u 7       -   - 515
⊃ワサv*-AJ     2  1 7 - 1 3 - -  ・-  - - - 1  - - ---  15

コワサッキ-A4     45 32 12 1 2 3 1 -  -  1 2 9 60 48 14 6 -- 236
⊃クサvキ-A5     J7 36 18 7 8 2 - - -  1 - 1 u 12 2 2 -- 140
コ9r>vキ-A6     13 26 2 - - 2 - 2  -  1 15 34 67 55 18 - -- 2J3

コワサッ^-t^y     1  1 1 - - - - ‘  -  - - - - - - - --  3
コワリッキーAS     -  - - -- - - -  -  - - - 1  - - - --  1
コクケvキーA9     6 24 16 6 5 8 3 -  -  - 1 1 11  2 1 1 -- 65
コ9サvキ-A1D    SB 109 5Q 21 3 1 2 -  -  - - ‘ 2  6 2 8 -- 272

コクサvキーA16    76 9J 2S 44 33 22 15 10  3  1 1 8 15 JO 12 2 -- 588
コフサvキ-81     2  5 - 9 2 - ‘ 2  -  - 1 2 5 17 6 8 1-  60
⊃7サvキ-B2    34 59 45 JJ 12 8 4 -  4  - - 2 2  2 2 - 1    - 20B

コワtッキ-Bl    23 154 39 21 48 22 20 8  3  3 3 8 7  7 3 2      -   - 571
コワツッ*-B4     5  4 3 1 1 - 1 -  -  - - - 5  6 7 4 -- 35
コクサvキ-B5    20 90 56 22 23 12 7 1  1  - - 1 5  - 2 1 -- 219
39サ■jキーB6    ID  7 5 1 1 3 - -  - - - - ' - - - --  27
エコ- J       1  2 ‘ ‘ - - - -  -  - - ' -  - - - --  5
エ⊃-   4       -  - - - - - - - -  1 - - -  - - - --  I
I⊃-    5       -  - 2 - - 1 - -  1  - 1 - 19  6 4 - --  34
1⊃-   6       1  2 3 2 10 - 2 2  - - - - -  - 3 1 1   -  27
Iコ-   7       1  2 - - - - - - -  - - - -  - - - --  3

1コー9      27 78 82 67    1Q7 39 21 5  2  3 5 4 21 21 7 3 -- 492
エコー 1      7 16 9 20 2Q 10 5 -  1  - 2 - -  1 - - --  91
Iコ-    U      1  3 2 15 7 2 2 1  1  - - - -  2 1 - --  5.7
I⊃- 5      - - - - - 1 1 -  -  - - - -  - - ・---  2
Iコ- 6      1  - - - - 1 - -  - - - - -  1 - - --  3

エコ‘ 8      -  1 1 - - - 1 1  1  - - 1 -  - - - --  6
1コー 9      -  - - - - - 1 - - - ・- - -  - - - --  1
エ3-   21      -  2 1 - - - 1 - - - ・ - - -  - - - --  4
I⊃-22      -  2 3 1 - - - 2  2  - 2 - 2  - 1 1 -- 16
1コー24      3  - - 1 1 2 1 - -  - - - 1  - - 1 --  10
1コ-   25      7 u 9 10 17 6 1 1  -  - 1 1 B  6 - - --  81
Iコ-   27      - - - - - - - 2  -  - - 3 -  1 - - --  6

3⊃-    JO      1*2 89 79 91 U5 59 56 13 1J 12 7 22 238 5J2 529 167 10 - 2004
ポリオ1      3  - - 1 4 3 2 4  2  5 12 4 1  - - - --  41

ホ°'i≫   2      2  - - - 2 3 3 2  2  2 7 5 5  - - 1 --  J2
ポ 'I !t    J      2  - 1 - 1 1 4 1  1  4 6 3 3  1 - - --  28
Iシテロ71     159 124 40 22 15 3 3 -  S  - - 2 -  - - - -- 55?.
ィンフItrA    NT     -  - - - - - - - 1  - - - -  - - - --   1

インフルk    (HI)    -  - - - - - - 15 53 90 17 2 2  - - - -- 179
ィ:-フHA    H1N1    -  - - - - - - 5 25 13 21 2 -  - - - --  6o

ィン7II.A   (HJ)   1  - - - - - 1 21Q 608 288 21 1 -  - - - - - 11  JO
ィシフHA   H3N2    -  - - - - - -    152 415 197 6 - -  - - 1 -- 771
ィンフm ンザ B    I  - - - - - - 19 155 213 76 2J 5  - - - -- 50Q
イシフM ンサ` C    -  - - - - - 1 -  - - - - -  - - ---  l

l＼°ラ
ィンフK   NT    -  - - - 1 - - -  -  - - ‘ -  - - - --  1

パ ラィンフit, 1     2  - - - 1 2 - -  -  - - 1 -  - 1 - --  7
パラィンフn. 2    1  7 2 10 7 3 - - -  - ・- 1 - - - - --  Jl
パラィンフ%   3    9 16 3 - - - - -  1  - 1 6 2  - 2 - --  40
RSウ<ルス      ー  - 1 1 2 4 8 5  3  - 5 1 1  - - - ・--  51

ムンプ ス      45 39 8 19 36 27 13 6 15 14 17 19 25 10 1 - 4.    - 298
マシシ        1  - - ← - - - - -  - 2 7 4  - - - -- 14
フウシン       5  - - - - - 1 -  -  - 3 3 -  4 1 - --  17
レi   2       1  - - - - - - -  -  - - - -  - - - --   I

09        9  1 2 4 2 10 46    174 205 94 4.5 15 8  3 - - -- 618
コカ` 9ケ`リウイii.ス   

ー  - - - 1 12 21 42 27 n 15 3 9  - 2 - - ・- 141

7
テ-ノNT     15 13 9 5 7 7 13 4  2  2 7 6 2  4 3 2 -- lni

アデノ1      19 15 20 1J 6 8 10 8  9 10 18 13 15 16 4 2 -- 186
アデ ノ2     42 26 18 16 12 20 31 2* 20 20 14 11 19 21 7 3 ・-- 304

アデ ノ3     62 86    lJQ 96 62 38 50 35 20 Jl J5 16 49 'yd 46 8 -- 820
アデ゙ノ4      9  5 21 28 15 24 19 IQ  6  6 8 9 8 28 17 11 -- 224

アラ` ノ5      9 15 3 5 3 5 5 4  5  4 9 8 9  9 5 3      -   - 101
アチ` ノ6      3  2 1 2 1 3 3 3  3  4 2 1 5  3 - 2 --  38

ア'>`ノ8      7  1 2 - 8 10 1 5  1  - - 7 u 12 9 1 --  78
アテ` ノ9      -  - - - - - - -  -  - - - -  - 1 - --  1

アT゙ ノ11      -  5 12 2 8 7 1 1  - - 1 - -  - - - --  J7
アテ` ノ19      2  2 2 2 4 9 4 7  7  1 - 2 1  - 3 1 --  47

アラ゙ I   57      -  1 3 8 5 n 2 6  5  5 4 6 8  6 2 2 1 ・-  75
アテ` ノ4-1      -  - 1 - - - - -  1  - - 2 3  - - ---  7

?ン=アユ^
ヘルペ スnt  5  8 4 9 6 7 7 1  1 - - ・- 2  - - ・- --  |-.o

?ンシ` コン
ヘルペ ス1  32 46 36 37 41 40 39 4.0 45 28 29 25 18 19 21 18 2    - 516

9ニ,ジ ユン
ヘルペ ス2  16  9 6 13 9 6 10 IJ  3  7 4 4 5  9 4 6 1   1 1?6

ス
ィトウIィジョワフ̂シン  7  2 2 3 - 5 3 -  7  1 2 3 -  2 3 - -- 40

サ
ィトメカ'o     39 28 3J 12 19 26 3"; 5  -  9 3 1 -  - - ・- - ・- 212

8ガ クカシエシ     4  - 8 9 2 - 1 1  2  4 - - 1  1 - 1 --  .^4

ンツカ` ムシ      
ー  - - - - - - -  -  2 - - -  - - - - ・-  2

クラΞジ アNT     9  9 8 5 3 7 5 6  4  2 8 n 7 17 7 8 5 ・・ 121

トラ⊃
マチスNT    25 25 29 28 19 n 19 14 13 14 2J 20 u 25 18 16 14 1 S28

ハイエン?イコプ ラス` ?  3  2 5 11 9 - - - -  - - - -  - - ・ ---  }D
1D26  14*8  871  75^  774  526  510  874  17U  1105  465  J7J  785  1168  585  JQQ  40  2  1?J25



診断し治療するとともに、他の易感染状態の患者

に感染することを防止するために、MRSA 感染患

者または易感染状態の患者を隔離することを進めて

いる。更に、MRSA 感染症患者への対応の仕方や

廃棄物の処理についても指示している。これらの

ことが完全に励行されれば、MRSA が予防できる

とされている。また最近、治療薬としてはMRSA

の特効薬と考えられているバンコマイシンの点滴

静注が認可されている。 MRSA 感染症の初期に治

療薬としてバンコマイシンが投与されていれば、

ほとんど不幸な転機をとることが無いと考えられ

ている。もしも健常者がMRSA を保菌したとして

も、直ちに発症することはなく、MRSA 感染症を

必要以上に恐れることはない。

(微生物部 五十嵐英夫)

表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)
(平成3 年11 月分)

ウイルス    / 型 分離株数 採 取 年 月 検 査 材 料 採 取 理 由

ECHO        1  8

30

Mumps

Rota*

Norwalk  - like

Adeno         2

5

1

1

3

2

2

2

4

2

2

1

1

1

1

1

2

91年9 月

10月

7 月

9 月

10月

9 月

10月

11月

9 月

10月

髄     液

ふ  ん  便

咽頭 ぬ ぐ い 液

髄     液

ふ  ん  便

髄     液

ふ  ん  便

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

流 行  予  測

定 点 観 測

//

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

//

//

熱性疾患(MMR)

〃

サ ー ベ イ ラ ン ス

//

流 行  予  測

〃

* 電顕法・ELISA 法による検出
** 電顕法による検出

表7 淋菌 及ぴクラミ ジア検出状況
(平成3 年11月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア*陽性者数 クラミジア*陽性者数

台東病院泌尿器科
(男子尿道炎患者)

22 6(-) 3(-) 6

衛 生 研 究 所 24 3 - -

*ELISA 法による検出、( ) 内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅毒血清反応試験成 績

(平成3 年11月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 157 - 8 24

陽 性 件 数 6(5) - - 6(6)

( ) 内 は確 認試 験(TPHA 及びFTA-ABS 法) 陽 性 件 数

印刷物規格表 第2 慰

印刷番号 3-79
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話 題 カンピロバクター属の新しい分類

カンピロバクター腸炎に関する関心が高まるに

つれて、ヒトや動物から各種の新菌種が分離され

てきた。形態学的に極鞭毛を持つ螺旋状の微好気

性細菌をカンピロバクターと呼んでいたが、この

中には好気的に発育する菌や生化学的性状が異な

る菌が含まれていたし、GC含量がやや異なるさま

ざまな菌が認められていた。最近、DNA やrRNA

による遣伝学的解析を導入し、これまでに報告さ

れてきたカンピロバクター属菌や関連の微好気性

細菌が見直され、昨年(1991 年) に分類の再編成

がなされた。

従来のカンピロバ クター属が新たにカンピロ

バクター(Campylobacter) 属、ヘリコバクター

( 瓦elicobacter)属およびアーコバクター(Arco-

bacter) 属の3 つに分かれた。

カンピロバクター属にはヒトの下痢症や家畜の

疾患などに関与するカタラーゼ

陽性群と□腔あるいは生殖器に

分布するカタラーゼ陰性群に大

別される。カタラーゼ陽性群に

はC.jejuniの亜種£^03-^1(1988

年) が新たに追加された。本菌

はC. jejuniと異なり硝酸塩を還

元しないし、C. coll、C. lari

(1983年) 、C. hyointestinalis

(1985年) と同様に希ではある

が下痢患者から分離される。ま

た、下痢症の原因菌と考えられ、

新たに追加されたC.upsaliensis

(1986年) は最初イヌのふん便

から分離された菌で、C. jejuni

に類似するが、カタラーゼ反応

が弱く、馬尿酸加水分解試験が

陰性である。

カタラーゼ陰性群では新たに

C. curvusとC. rectusが追加さ

れた。これらの菌は嫌気性菌で

あるWolinella属に分類されて

・‘
・し・‘n 、`。. ■' 。4

いたが、rRNA の相同性の検討がらカク ヒ?ロバク

ター属に近いことが明らかにされた。…………

微好気的条件で良く発育するが、酸素に対して

抵抗性があり、好気的にも発育するグループのカ

ンピロバクターを新設したアーコバクター属に編

入した。本菌属に分類されたAnitrofigilis (1983

年) は植物の根に寄生するし、A.  cryaerophilus

(1985年) は動物のふん便などから分離されてお

り、いずれもヒトに対して病原性がないと考えら

れている。最近発見された"A.  butzleri " (1991

年) は小児などの下痢症から分離され、新たな下

痢起因菌であると考えられている。カンピロバク

ター属とアーコバクター属を合わせてカンピロバ

クター科とすることが提案されている。

胃炎や消化性潰瘍の原因菌と考えられている

(8 ページにつづく)

カンピロバクター属および類縁菌の分類

属 ・ 菌 種 ヒトに対する病原性 分布( 動物)

Campylobact  er嘱

力タラーゼ陽性グループ

C, fetus
亜種fetus

亜種uenerealis

C, jejunL
亜稀je萍ni

亜種doylei

C. coU

C. lari ,.*
C. upsaliensis

C. hyointestinalis

力タラーゼ陰性グルーブ

C. concis£s
C. mucosaUs

C. sputorum
生.物型sput orum

生物型bubulus

生物型fecalis

C, cum ほs (WolineLla cum us )

C, rectus (Wolinella red us)
Arcobacter嘔,

A. nitroμgilis

A. cryaerophilus

゛A. butzleri

Helicobαcter属

H. pylori

H. mustelae

H. nemestrinae

H. cinaedi

H 、fennelliae

敗血症、髄膜炎、下痢症

y 痢症

ド痢症( まれ)

歯ぎん炎?

下痢症

胃炎、消化性潰瘍

下痢症?

下痢症?

ウシ、ヒツジ

ウン

各秤動物

ブタなど

カモメなど

イヌなど

ブタ

ブタ

ヒトの目腔

ウシ、ヒツジ( 生殖

ヒツジなと

ヒトの【]腔

植物の根

ウシ、ブタ

サル( 胃)

フェレツト( 胃)

オナガザル( 胃)

* 力 タ ラ ー ゼ弱 陽 性 あ る い は 陰 性



表1 検査機関別ヒト由来検査材

検 査 機 関 名
検 査 材 料

取扱い件数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

〇-1 〇-l 以外 A B C D 計

千 代 田区 神 田 保 健 所 524

中 央 区 中 央 保 健 所 950

港区保健衛生課検査係 2,398

新 宿 区 四 谷 保 健 所 1,317

文 京 区 衛 生 試 験 所 338

台 東 区 下 谷 保 健 所 8

墨 田 区 向 島 保 健 所 15

江 東 区 城 東 保 健 所 35

//   深 川 保 健 所 92

品 川 区 衛 生 試 験 所 1,471      (4)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 1,228

大 田 区 衛 生 検 査 所 2,681

世田谷区世田谷保健所 64

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 828

中 野 区 衛 生 試 験 所 1,841

杉 並 区 衛 生 試 験 所 2,363  (14)

豊島区池袋・長崎保健所 1,316

北 区 衛 生 試 験 所 384

荒 川 区 荒 川 保 健 所 311

板 橋区 検 査 セ ン タ ー 2,650

練 馬 区 衛 生 試 験 所 2,968

足 立 区 衛 生 試 験 所 1,701      (3)

葛 飾区 葛 飾 北 保 健所 2,285

江 戸 川区 小 岩 保 健 所 2,052

小    計 29,820  (21)

東 京 都 三 鷹保健所 302

八王子保健所 68

田 無保健所 126

島しょ保健所 大  島 201

三  宅 69

八  丈 76

小 笠 原 27

小    計 869

衛生研究所 本  所 383  (97) 2  (2) 2  (2) 2  (2)

多摩支所 500(1)

小   計 883   (98) 2   (2) 2(2) 2(2)

合     計 31,572(119) 2(2) 2  (2) 2  (2)

(  ) 海外旅行者分再掲  * 表2 参照



料取扱い件数及び病原菌検出状況
3年12月分

検      出      状      況

チ フ ス 菌
パラチフ

ス A 菌

そ の 他 の サ ル モ ネ ラ
そ の 他 の 細 菌*

04 07 08 03 、10 その他

1 1

1 1 1

2 2 2

1 6    (2)

1

1

1

1 2 2 1 (1) 10(10)

1

1

3 1

1 1 1 (1)

1 1

5 15 6 2(1) 3 17  (13)

1

1

6  (3) 2 1 (1) 1(1) 36  (26)

6  (3) 2 1(1) 1 (1) 36   (26)

11  (3) 17 7(1) 3  (1) 4  (1) 53   (39)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及び東京)

菌  種  名

全   国 (3 年11 月分) 東 京(3 年12 月分)

地研・
保健所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検疫所
衛 生
研究所

保健所
f 防医学
協  会

大     腸     菌 26(17) 154 1 (1) 3  (1) 9(8)

赤 痢 菌(A-D 群) 17  (9) 5(2) 7(6) 16(16) 2   (2)

チ   フ   ス   菌 2

ノマ ラ チ フ ス A 菌 2

-
=そ

の

他

の

サ

ル

モ

ネ

ラ

04(B) 16  (1) 61 1 7  (7) 6(3) 5

07(C, 、C4     ) 50 35 9 (9) 2 15 1

08(C2 、C3) 17  (4) 21 1 3  (3) 1 (1) 6

09(D1 ) 105 93 4 8(8) 3

09 、46(0,   )

03 、10 (E, 、E2 、Ea) 2 3(3) 2(1)

01 、3、19(E4  ) 1 (1) 1 (1)

0  13(G, 、G,  ) 1 1(1)

018(K) 2

そ   の   他 2 3

群   不   明 2

腸 炎 エ ル シ ニ ア 14

偽   結   核   菌 |
コ レ ラ 菌 (01)

〃  (01 以外) 2(1) 21(21) 2  (2)

腸 炎 ビ ブ リ オ 11  (9) 11 42(42) 4  (4) 1(1)

そ の 他 の ビ ブ リ オ 2  (2)

ェ  ロ  モ  ナ  ス 2  (1) 13 2(2) 3(3) 1(1)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 48 469 3 13(12) 2(2)

ブ  ド  ウ  球  菌 22 138 4 2

A 型 ウ ェ ル シ ュ 菌

ボ ツ リ ヌ ス 菌(E 型)

//     ( その他) l
セ  レ  ウ  ス  菌 2 3 1

淋           菌 48

髄   膜   炎   菌

レ ン サ 球 菌(A 群) 96

//      (B 群) 7

//      (C 群) 1

//      (G 群) 2

//      ( 不明) 2

ジ フ テ リ ア 菌

百   日   咳   菌 7

肺   炎   球   菌 1

レ  ジ  オ  ネ  ラ

レ プ  ト  ス  ピ ラ

赤 痢 ア メ ー ノぐ 1

マ   ラ   リ   ア

そ の 他 の 細 菌 8  (3) 1 1 46(46) 6  (6) 出)

( ): 海外旅行者分叫掲



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京)

菌    型

全     国 (3 年11 月分) 東  京(3 年12 月分)

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所
衛  生
研 究 所

保 健 所
予防医学
協  会

A 群   1

2 1 (1)

3

4

5

6

7

8

型不明

B  群   1  a

1 b 1 (1) 1 (1)

1

2 a 2 1 (1) 1 (1)

2 b 1 (1)

3 a 1 (1)

3 b

4 a 1 (1)

4 b

4 1 (1) 1 1

5 a

5 b

6

X

Y

型不明

C  群   1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

型不明 1 (1)

D 群 13 (7) 3  (1) 4  (4) 11(11) 2  (2)

その他

( ):  海外旅行 酋分叫拙



表4 チフス菌・パラチフスA 菌のファージ型別成績

(1991 年11月16日~1992年1 月15日受理分)
予研ファージ型別室

ファージ型 所轄保健所( 患者住所) 例   数 菌分 離年 月

チフス菌

D2

D6

E  1

Ml

46

UVS4

東京都新宿区牛込

奈良県郡山

東京都世田谷区世田谷

山形県寒河江

神奈川県藤沢

千葉県

1

1

1(1)

1

1

1 0)

1 9  9 1. 1  2

19  9 2. 1

1 9 9 1. 1  2

1 9  9 1. 1  0

小  計 6(2)

パラチフスA 菌

5

2

北海道札幌市南

徳島県池田

干葉県市川

1  (1)

1  (1)

1(1)

19  9 1. 2

19  9 1.     12

19  9 1.     10

小   計 3(3)

合   計 9(5)

( ): 海外輸入例再掲



表5 ヒト由来ウイルス検出状況( 全国)

(1990年7 月~1991 年12月報告分)

2
ー

１
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１

1
カ
ツ
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*

1
カ
ツ

ｔ
9
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ー
8
カ
ツ
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ツ

４
6
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ｔ
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n ≪
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４
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≪
2
≪
 
r
-

ー
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リ
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t
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1
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T
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ｔ

1
≪
 
r

ー
9
カ
ツ

4
8
≪
 
r
>

４
7
カ
ツ

マ

ウ
ヶ
イ

Ξト` ウテイウイnス    3 6 1 - - - 2  -  - ‘ 1 1  - - - - --  u
c°コルf   NT     26 13 17 lj 5 1 -  -  - - 2 1  1 4 - 1 --  8*
コクサvキーA   NT    I - - - - - - ,  - - 1 -  - - - - --  2

コ')')y*-H2     79 u 5 4 - 3 -  2  1 7 30 61 70 18 9 2 -- 305
コワツッキー・A3     1 7 - 1 3 - -  -  - ・・ - 1  - - - - - ←  u
コクサッキーA4     32 12 1 2 3 1 -  -  1 2 9 60 58 16 8 - -- 2Q5

〕ワサッ≪-A5     36 18 7 8 2 - -  - 1 - 1 u 15 2 2 - -- 106
コワサv≪-A6     26 2 - - 2 - 2  -  1 14 34 70 60 21 - - -- 232
コワサv*-A7     1  1 - - - - -  -  - - - -  - - - - --  2
コワサvキ-A8     - - - - - - -  -  - - - 1  - - - - --  1
コクヲッ*-A9     24 16 6 5 8 3 - -  - 1 2 11  2 1 2 - --  81
⊃クサッキーA10    1Q9 JO 21 3 1 2 - -  - - - 2  9 4 8 - -- 189

⊃7サvキ-A16    93 23 44 JJ 22 15 10  3  1  1 8 15 JQ 12 2 - -- J12
⊃クサッキ

ーB1     5 - 9 2 - - 2  -  - 1 2 5 17 12 9 12 1   -  77
⊃7サvキーB2     59 45 J5 12 8 4 -  4  - - 2 2  2 2 1 2 4    - 182

コワサッキ
ーB3    154 39 21 48 22 20 8  3  3 3 8 7  7 4 2 - -- 549

コクサッキ-B^     4 3 1  1 - 1  -  -  - - - 3  6 7 4 3 --  33
⊃クサvキ-B5     9D 36 JQ 23 12 7 1  1  - - 1 3  - 2 1 --- 207
コクサッキーB6     7 5 1  1 3 - -  -  - - - - - - - - --  17
Iコ-    3       2 - - - - - -  -  - - - -  - - - ---  2
1⊃- I,       - - - - - - -  -  1 - - -  - - - - --  1
エコー5       - 2 - - 1 - -  1  - 1 - 19  6 4 - 1 --  35
Iコー6       2 3 2 10 - 2 2  -  - - - -  - 5 1 3 2    - 30
エコー7       2 - - - - '- -  -  - - - -  - - - - --  2

エ3-    9      78 82 68    1D7 J9 21 5  3  3 5 4 23 2J 1Q 1J 3 -- 487
1コー 1      16 9 21 20 10 5 -  1  - 2 - -  1 - - - --  85
1コー 4      3 2 15 7 2 2 1  1  - - - -  2 1 - 1 --  37
1⊃- 5      - - - - 1  1  -  -  - - - -  - - - - --  2
Iコ- 6      - - - - 1 - -  -  - - - -  1 - - ---  2
エコー 8      1  1 - - - 1  1  1  - - 1 -  - - - - --  6
ID-     19      - - - - - 1  -  -  - - - -  - - - - --  1
エ3-    21      2 1 - - - 1  -  -  - - - -  -- - - --  4
エコ-   22      2 3 1 - - - 2  2  - 2 - 2  - 1 2 - --  17
ID-24      - - 1  1 2 1  -  -  - - - 1  - - 1  - --  7
1コー25      ＼i 9 lQ 17 6 1  1  -  - 1 1 8  8 1 2 - --  79
エ⊃-27      - - - - - - 2  -  - - 3 -  1 - - - --  6

エコ-   JD      89 79 91 U5 59 57 1J 13 13 7 24 267 685 J97 294 105 7 - 2J4J
ホiリオ1      - - 1 4 3 2 4  2  5 12 4 1  - - - - --  38
≫.°'lt   2      - - - 2 3 3 2  2  2 7 5 3  - - 1 - --  30
ポリオ3      - 1 - 1  1 4 1  1  4 6 "3 3  1 - - 2 --  28
iシto  71     124 40 2J 16 3 3 -  5  - - 2 -  - - - - -- 216
インフHA   NT     - - - - - - -  1  - - - -  - - - - --   1
ィンフルA   (HI)    - - - - - - IS 5J 90 17 2 2  - - - - -- 179
ィンフIIA    HIM    - - - - - - 5 25 13 21 2 -  - - - - --  66
ィシフlA   (HJ)   - - - - - 1 210 608 288 21 1 -  - - - --- 1129
ィシフル/K   H3N2    - - - - - -    152 415 197 6 - -  - - 1 --- 771
インフルエンサ` B     - - - - - - 19 163 21J 76 23 5  - - - - -- 499
ィシフlOlンサ` C     - - - - - 1  -  - - - - -  - - - - --  1
l＼゚ラィシフII.   NT    - - - 1 - - - ・-  - - - -  - - - - --  1
パ 5ィ;-フル1     - - - 1 2 - -  -  - - 1 -  - 2 - - --  6
パラィンフn. 2     7 2 ID 7 3 - -  -  - - 1 -  - - - - --  30
パラィンフル3    16 3 - - - - -  1  - 1 6 2  - 2 - - --  31
RSI ィIL.ス      ー 1  1 2 4 8 5  3  - 5 1  1  - - - - --  J1
ムシプ ス      59 8 19 56 27 13 6 15 14 18 19 25 10 1 1 8 1- 260
マシシ        ー - - - - - -  -  , 2 7 4  - - - ---  IS
フウシシ       ー - - - - 1  -  -  - 3 3 -  4 1 - ---  12
09         1 2 4 2 10 46    174 205 94 45 15 8  3 - - 1 5    - 615
コガ 5ヶ゙リウイIIス    ー - - 1 12 21 ≪-2 27 11 13 9 9  - 2 - n -- 158

7r'
ノNT     15 9 5 7 7 15 4  2  2 7 6 2  4 4 4 - 1   -  90

アデノ1      15 20 13 6 8 10 8  9 10 18 13 16 16 5 4 2 -- 173
アテ` ノ2      26 18 16 12 20 31 24 20 20 u 11 19 22 8 7 2 1   - 271

ア? ノ゙3      86    130 96 62 58 50 55 2D Jl 35 16 5D 57 49 lQ 8 1    - 774
アデ ノ4      5 21 28 15 24 19 10  6  6 8 9 8 28 18 13 - -- 218

アデ ノ5      15 3 5 3 5 5 4  5  4 9 8 9 10 5 3 2 --  95
?? ノ゙6      2 1 2 1 3 3 3  3  4 2 1 5  3 1 2 - --  56
アテ` ノ8      1 2 - 8 ID 1  5  1  - 1 7 14 12 9 2 - --  7J
アT゙ ノ9      - - ●- - - - -  -  - - - -  - 1 - - -- ・ 1
アデ ノ11      5 12 2 8 7 1  1  -  - 1  1 -  - 1 - - --  59
?>｀ノ1  A     ・- - - - - - - -  - - - -  1 - - - --  1

アデ ノ19      2 2 2 4 9 4 7  7  1  - 2 1  - 3 1 - --  45
アラ゙ ノ37      1 3 8 S 11 2 6  5  5 4 6 8  6 3 6 2 --  81
アテ` ノ41      - 1 - - - - -  1  - - 2 3  - - - - --  7
ワシシ`・パノヘII.-Nス゚NT  8 4 9 6 7 7 1  1  ・- - - 2  - - - ・- -1  46
9ンシ'*' ュシヘll,ペ 7.   1  46 36 37 ; ■! 40 39 4Q 4  5 28 29 26 18 19 22 21 9 4   - snn

9'ノ:> * !:> ヘ|レペ 7.   2  9 6 1J 9 6 10 15  3  7 4 4 5 ID 4 6 4 1   - 1  U
スイI-ウクイシ'aウホウシシ  2 2 3 - 5 3 -  7  1 2 3 -  2 3 - - --  55
リイトメカ` n     28 J3i 12 19 28 J'', S     9 3 1  - 1 -  - --- 174
Bカ` クカシエシ     ' 8 9 2 - 1  1  2  4 - -  1  1 - 1 - --  3D

ツツ≫゙ £,シ      
ー - - - ・- - -  -  2    ・- -  - - - - --  2

ワラΞジ アNT     9 8 5 3 7 S 6  4  2 8 11 7 17 7 8 7 9    - 123
トラ"j?>スNT    25 29 28 19 n 19 14 1J u 25 20 u 25 18 24 14 1- 51  1
ハイIンマイコプ ラズ ?  2 5 11 9 - - -  - - - - - - - - - ・ --  27
']゙ ウ・}    ィ    1448 071 770 77^ 526 !rn 574 1715 1  106 468 J85 822 1256 691 476 505 J8 1 12956

小V. Y ≫i ウ イル ス: □ タウ イルスlit外の小型球形F  SS ウ イル ス くノ-  ウit - ク, カリシを含む)



C. pylori (1984年) は形態、菌体脂肪酸組成、16

sRNA の相同性がカンピロバクター属とは異なる

ことからヘリコバクター属(1989年) が新設され

た. 本菌属にはヒトの胃に分布するH. pylori以

.外にもフェレットの胃にいるH. mustelaeや、サ

ルの胃にいるH. nemestrinaeが含まれるが、これ

らの菌のヒトに対する病原性は明らかでない。な

お、従来はカンピロバクター属に含まれていた

H.  cinaediとH.  fennelliaeは男性同性愛者のふん

便から検出された菌である。

(乳肉衛生研究科 伊藤 武)

表6 ヒト由来ウイルス検出状況( 東京)
(平成3 年12月分)

ウ イ ル ス  / 型 分離株数 採 取 年 月 検 査 材 料 採 取 理 由

Coxsackie   B 5

ECHO       18

30

Polio        1

2

3

Mumps

Norwalk  -like

Adeno    型不明

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

2

1

3

9

1

91年10 月

11月

10月

11月

7 月

8 月

10 月

11 月

10 月

11月

9 月

11月

12月

9 月

ふ  ん  便

髄     液

咽頭ぬ ぐ い 液

髄     液

ふ  ん  便

髄     液

咽頭 う がい 液

ふ  ん  便

髄     液

ふ  ん  便

サ ー ベ イ ラ ン ス

//

//
〃

定  点  観  測

集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

//
〃

〃

集団発生( 疾患調査)

サ ー ベ イ ラ ン ス

〃

//
熱 性 疾 患(MMR)

サ ー ベ イ ラ ン ス

集団発生( 疾患調査)

〃

サ ー ベ イ ラ ン ス

*電顕法による検出

表7 淋菌及ひクラミジア検出状況

(平成3 年12月分)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア* 陽性者数 クラミジア* 陽性者数

台東病院泌尿器科
(男子尿道炎患者)

18 7  (-) - 5

衛 生 研 究 所 6 - - -

*ELISA 法による検出、( ) 内はペニシリナーゼ産生淋菌(PPNG) 検出例再掲

表8 梅毒血清反 応試験成 績

(平成3 年12 月分、衛生研究所)

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院・その他の依頼

検 査 件 数 190 1 11 6

陽 性 件 数 5  (5) - - -

( ) 内は確認試験(TPHA 及びFTA-ABS 法) 陽性件数

*:  多摩支所分
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1991 年1~12 月の1 年間における微生物検査成

績のまとめは次の通りである。

表1 に示すように、この1 年間に都区各検査機

関( 東京都予防医学協会を除く) で細菌学的検査

に付されたヒト由来材料の総検査件数は709,138

件で、このうち海外旅行者に由来するものは前年

の約15% 減に当たる2,593 件であった。この減少

は恐らく湾岸戦争の影響によるものと思われる。

これら材料からの検出病原菌株数は総計2,845 株

で、このうち1＼%に当たる2,034 株は衛生研究所

(支所を含む) 、残りの811 株は他の都区立各検

査機関で分離されたものであった。なお、上記検

出菌中海外旅行者由来のものは1,036 株(36.4%)

であった。

検出病原菌の詳細を、全国の暫定的集計と併せ

表1 に示した。例年同様衛研の分離株はその大半

が、集団食中毒患者や海外旅行者下痢症患者に由

来するものである。食中毒事例からの検出菌は、

前年と同様サルモネラによる食中毒が多発したこ

とからサルモネラが最も多く、次いで仕出し弁当

等による大規模食中毒の目立ったウェルシュ菌、

以下腸炎ビブリオ、黄色ブドウ球菌、カンピロバ

クター、腸管病原大腸菌の順であった。海外旅行

者由来の分離菌株の頻度分布は例年同様、腸管病

原大腸菌、サルモネラ、カンピロバクター、エロ

モナス、プレジオモナスの順であったが、本年度

はカンピロノ`゙クターと1991年の世界的な大流行に

よるコレ ラ菌の検出数増加が目立った。一方、

他の都区立検査機関では、分離株の74.5% がサル

モネラで、その大半は食品取扱い従事者の検便に

由来する。第2 位は前年同様腸管病原大腸菌、次

いでプレジオモナス、赤痢菌、エロモナス、カン

ピロノ゙クターの順であり、それらの大部分は海外

旅行者からの検出株である。他方、予防医学協会

の分離株はすべてサルモネラで、これらは学童な

1 。.I ;F:。。・。。

ど の 健 康 人 検 便 か ら 検 出 さ れ た も の で あ る ふ……1ダ。;・1:・ごJこj、j,

表3 は 、 検 出 赤 痢 菌 の 菌 種 と 血 清 型 を ま と め尭 。

も の で 、 参 考 ま で に 全 国 集 計( 暫 定) も 併 せ て 示

し た 。 海 外 旅 行 者 の 検 便 数 減 少 の 影 響 も あ っ て 、

東 京 都 の 全 検 出 数 は 前 年 よ り 少 な く57 株 で あ っ た 。

検 出 菌 種 は ソ ン ネ(D 群) 菌42 株(73.7%) と 残

り15 株 は フ レ ク ス ナ ー(B 群) 菌 で 、 志 賀(A 群)

菌 と ボ イ ド(C 群) は 検 出 さ れ な か っ た 。 な お 、

本 年 も 前 年 と 同 様 集 団 発 生 で 患 者 数 が10 名 を 越 え

る 事 例 は な か っ た が 、 患 者 数4 名 が 確 認 さ れ た ソ

ン ネ 菌 に よ る 集 団 例 が1 例 発 生 し て い る 。

表4 に は 、 検 出 腸 管 病 原 大 腸 菌 数 を 病 原 性 カ テ

ゴ リ ー 別 に 示 し た 。 東 京 都 関 係 で は358 株 中 毒 素

原 性 大 腸 菌 が277 株(77.4%) と 最 も 高 頻 度 で 、

次 い で 病 原 血 清 型 大 腸 菌61 株(17.0%) 、 組 織 侵

人 性 大 腸 菌8 株(2.2%) 、 腸 管 出 血 性 大 腸 菌6 株

(1.196) 、 そ の 他 の 大 腸 菌6 株(1.7%) で あ っ た 。

な お 、 こ れ ら 腸 管 病 原 大 腸 菌 の 過 半 数 は 海 外 旅 行

者 由 来 株 で あ る が 、 毒 素 原 性 大 腸 菌 の 国 内 由 来 株

46 株 中30 株 は 、 東 京 都 に お い て 初 め て 確 認 さ れ た

易 熱 性 毒 素(LT) 単 独 産 生 性 大 腸 菌 血 清 型0  25:

H- に よ る 集 団 例 か ら 分 離 さ れ た も の で あ る 。 ま

た 、 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 の う ち2 株 はVT2 産 生 性

大 腸 菌O  157  : H7 に よ る 散 発 例 、 残 り4 株 はV

T2 産 生 性 大 腸 菌OUT:H19 に よ る 集 団 例 由 来 で

あ る。 な お 、 そ の 他 の 大 腸 菌 は1 集 団 例 に お い て

疫 学 的 に 原 因 菌 と 推 定 さ れ た も の で 、 そ の 血 清 型

はOUT:H41 で あ っ た 。

表5 は 、 東 京 都 各 検 査 機 関( 予 防 医 学 協 会 も 含

む) で 分 離 さ れ た サ ル モ ネ ラ( チ フ ス 菌 、 パ ラ チ

フ スA 菌 を 除 く) の 血 清 型 別 結 果 の ま と め で あ る 。

〇 群 別 で は14 種 のO 群 に 型 別 さ れ 、 検 出 頻 度 の 高

か っ た の は 例 年 同 様07 、 次 い で04 、08 、09 、

03:10 、018 群 の 順 で あ っ た 。 検 出 菌 の 血 清 型 は 、

国 内 由 来 株 で は62 種 類 、 海 外 由 来 株 で は47 種 類 で 。

-12 ペ ー ジ に 続 く ー



表1 検査機関別ヒト由来検査材料

検 査 機 関 名
検 査 材 料

取 扱 い 件 数

病       原       菌

コ レ ラ 菌 赤   痢   菌

O-1 O-1 以外 A B C D 計

千代 田区神田保 健所 11,126

中 央 区 中 央 保 健 所 25,117

港区保健衛生課検査係 37,651 3 3

新 宿 区 四 谷 保 健 所 30,651

文 京 区 衛 生 試 験 所 16,932

台 東 区 下 谷 保 健 所 12,804

墨 田 区 向 島 保 健 所 11,511

江 東 区 城 東 保 健 所 760

〃 深 川 保 健 所 16,718

品 川 区 衛 生 試 験 所 25,178( 86) 2(2) 5(5) 7(7)

目 黒 区 衛 生 試 験 所 19,405

大 田 区 衛 生 試 験 所 38,954

世田谷区世田谷保健所 2,740

渋 谷 区 渋 谷 保 健 所 19,739

中 野 区 衛 生 試 験 所 28,313

杉 並 区 衛 生 試 験 所 31,760(195) 1(1) 3(3) 10(10) 13(13)

豊島区池袋・長崎保健所 17,667

北 区 衛 生 試 験 所 17,236

荒 川 区 荒 川 保 健 所 9,652

板橋区検査 センター 43,437

練 馬 区 衛 生 試 験 所 44,815

足 立 区 衛 生 試 験 所 34,265( 59) 1(1) 3(3) 4(4)

葛飾区葛飾北保 健所 30,040

江戸川区江戸川保健所 38,102

小    計 564,573(340) 1∩) 6(6) 21(18) 27(24)

東 京 都 三 鷹保健所 20,268

八王子保健所 17,294 1 2 3

田 無保健所 18,752

島しょ保健所 大  島 4,004

三  宅 719

八  丈 1,993

小 笠 原 631( 1)

小   計 63,661 ( 1) 1 2 3

衛生研究所 本  所 10,069(2,219) 16(11) 23(22) 7(7) 19(19) 26(26)

多摩支所 70,835( 33) 1 1

小   計 80,904(2,252) 16(11) 23(22) 8(7) 19(19) 27(26)

合    計 709,138(2,593) 17(12) 23(22) 15(13) 42(37) 57(50)

(  ) 海外旅行者分再掲



取扱い件数及び病原菌検出状況(1991 年分)

検      出     状     況

合   計
チフス菌 パラチフスA 菌 その他のサルモネラ その他の細菌

12 12

26 2 28

52 55

27 27

15 15

8 8

16 16

19 3 22

1(1) 32( 4) 46(26) 86( 38)

18 18

59 59

3 3

9 9

42 42

52(15) 104(101) 170(130)

18 18

16 1 17

1 1

7 7

48 48

46( 7) 19(16) 69( 27)

15 15

32 32

1(1) 573(26) 175(143) 777(195)

5 5

17 20

7 7

1 1

1 1

31 34

660(159) 1,280(823) 2,005(841)

1 27 29

1 687(159) 1,280(623) 2,034(841)

1(1) 1 1,291(185) 1,455(766) 2,845(1,036)



表2 ヒト由来病原菌検出状況( 全国及び東京、1991年)

菌 種 名

全       国 ゛ |  東   京

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所|・・ 保健所
予防医学
協  会

大   腸   菌 1,248(551) 1,892(2) 56(33) 86(86) 1267(216) 91(83)

赤 痢 菌(A-D 群) 556(173) 97(26) 376(264) 239(239) I   27(26) 30(24)

チ  フ  ス  菌 42∩3) 8(2) 30(18) 2( 2) 1(1)

パ ラ チ フ スA 菌 7( 3) 2 14(12) 1( 1) し

そ
の
他
の
サ

ル
モ
ネ
ラ

04(B) 1,011(103) 917(2) 51( 5) 74(74) 208(41) 107(7) 46

07(CI 、4) l,900(77) 507(3) 14( 4) 45(45) 163(32) 222(4) 70

08(C2 、3) 698(102) 345(2) 26( 6) 71(71) 69(33) 140(5) 43

09(DI) 1,434(30) 618(1) 36( 3) 38(38) 197(15) 60 40

09 、46   (Da) 3 1( 1)

03 、10 (El、2、3) 144(70) 26(1) 7( 6) 66(66) 29(26) 21(8) 6

01 、3、19  (El) 45(22) 3 1( 1) 14(14) 5( 5) 8(1)

013  (G, 、2) 22( 3) 3 IK(11) 2( 2) 5 1

018(K) 75( 1) 16 1( 1) 9( 1) 27 6

(そ の 他) 39( 8) 46∩) 1 1( 1) 5( 4) 12(1)

(群 不 明) 12 35 1 5( 5) 2 7

,エルシぐごア・エンテロコリチカ IK 2) 186

偽  結  核  菌 31( 1) 3

コレラ菌(Ogawa) 毒素十 49(32) 4(2) 28(21) 32(32) 15(10) 1∩)
〃(Ogawa) 毒素- 1( 1)

〃 (Inaba) 毒素十 5( 3) 2( 2) 1( 1)

〃  (01 以外) 55(45) 13(2) 6( 6) 153(153) 23(22)

腸 炎 ビ ブ リ オ 1,447(142) 850 34(12) 544(544) 259(67) 8(7)

ビブリオ・フルビアリス 49(15) 29 18(18) 22(11)

ビブ リオ・ ミミカス 4( 3) 3 1( 1) 5( 5)

ェ ロ モ ナ ス 206(151) 368(1) 16( 9) 25(25) 107(107) 17(17)

プ レ ジ オ モ ナ ス 288(252) 47(2) 15(13) 832(832) 85(84) 41(25)

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 1,006(184) 6,308(3) 58(18) 194(144) 9(9)

黄 色 ブ ド ウ 球 菌 530( 1) 1,432 7( 1) 4( 4) 77 2

ウ ェ ル シ ュ 菌 801 35 266

ボ ツ リ ヌ ス 菌 2 1

セ レ ウ ス 菌 43 37 3 1

淋        菌 323

髄  膜  炎  菌 12

レ ン サ 球 菌(A 群) 1,563

〃 (B 群) 126

〃 (C 群) 29

〃   (G 群) 63

〃  ( 不明) 5

肺  炎  球  菌 4

百  日  咳  菌 101

イ ン フ ル ェ ン ザ 菌 17

赤 痢 ア メ ― ノs' 5 7 69(32)

そ の 他 の 細 菌 71( 2) 44(10) 8( 8) 1∩)

(  ): 海外旅行者分再掲、*: 暫定集計



表3 検出赤痢菌の菌型( 全国及び東京、1991年)

菌  型

全       国* 東     京

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝 染 病 院

検 疫 所 衛研 保 健 所
予防医学
協  会

A 群    2

3

6

7

8

11

12

1( 1)

1( 1)

2(2) 3( 3)

1( 1)

1( 1)

1( 1)

1( 1)

1( 1)

9( 9)

1( 1)

1( 1)

1( 1)

B 群   la

1 b

1

2a

2b

3a

3b

4a

4

5a

5b

6

V 一χ

型不明

4( 3)

9( 7)

1( 1)

26( 9)

2( 2)

7( 7)

1

9( 4)

5( 1)

1

4( 2)

4( 3)

3

3

1(1)

3∩)

2(1)

1∩)

2( 2)

6( 5)

17(14)

8( 8)

4( 3)

3( 1)

1( 1)

7( 7)

1( 1)

2( 1)

8( 8)

14(14)

2( 2)

7( 7)

7( 7)

1( 1)

1( 1)

2( 2)

3(3)

3(2)

1∩)

1∩)

2(2)

2(2)

3(2)

C 群    1

2

4

8

1 0

11

13

型不明

3( 3)

2( 2)

1( 1)

1

1( 1)

1∩)

3( 3)

6( 5)

1( 1)

1( 1)

1( 1)

1( 1)

9( 9)

1( 1)

2( 2)

D 群 473(125) 81(20) 301(198) 173,(173) 19(19) 23(18)

不  明 3( 3)

合  計 556(173) 97(26) 376(264) 239(239) 27(26) 30(24)

*: 暫 定 数



表4 検出腸管病原大腸菌の内訳( 全国及ひ東京、1991年)

大 腸 菌

全       国' 東      京

地 研 ・
保 健 所

一  般
医療機関

都 市 立
伝染病院

検 疫 所 衛  研 保 健 所
予防医学
協  会

毒 素原 性大 腸菌

組織侵入性大腸菌

病原血清型大腸菌

不      明

674(290)

82(67)

376(147)

115(47)

165

80

1,243(2)

404

16(10)

4(4)

24(16)

12(3)

16(16)

22(22)

48(48)

208(165)

3( 3)

44(42)

12**

69(66)

5(4)

17(13)

合   計 1,247(551) 1,892(2) 56(33) 86(86) 267(21 ㈲ 91(83)

* : 暫定数

**:6 株のvero 毒素産生性( 腸管出血性) 大腸菌を含む

表5 東京都関係検出サルモネラの血清型( チフス菌及びパラチフスA 菌を除く)

O 群 血 清 型 分離菌株数 〇群 血 清 型 分離菌株数

04

(B)
S. Typhimurium

S. Heiderberg

S. Agona

S. Derby

S. Schwarzengrund

S. Brandenburg

S. Stanley

s. Bredeney

S. Sandiego

S. Paratyphi B

S. Duisburg

S. Chester

S. Saintpaul

S. Kimenza

S. Schleissheim

S.    (d,-)
S. 11 1,4,12,27:b,e,n,x

検討中

164(10)

42

35(9)

25(14)
21∩)

15
10(8)

10

8
6∩)

3

2(1)

2(2)

1

1

4

3

9(2)

08
(C2,C3)

S. Hadar

S. Litchfield
s. Brockley

S. Newport

S. Corrallis

S. Emek

s. Chailey

S. Bovismorbificans
s. Kentucky

s. Albany

S. Duesseldrof

S. Hindmarsh

S. Kottbus

S. Lindenburg

S. Muenchen

S. Tshiongwe
検討中

126(11)

45(1)

38(16)

IK(1)

6

5(3)

5

4(1)

4(3)

1(1)

1

1

1

1

1(1)

1

1

小   計 252(38)
小    計 361(48)

09

(D1)
S. Enteritidis

S. Panama

S. Javiana

S. Berta

S. Dublin
検討中

281(8)

9(4)
4(2)

1(1)

1

1

07

(C1.C4)
S. Potsdam

S. Montevideo

S. Infantis

S. Tennessee

S. Thompson

S. Braenderup

S. Mbandaka

S. Othmarschen
s. Bareilly

S. Livingstone

S. Virchow

S. Oranienburg

S. Isangi

S. Singapore

S. Lockleage

S. Rissen
検討中

83(4)

69(5)

61(5)

57(2)

55∩)

25
18(2)

16
14(3)

12(4)

IK(7)

8
3(2)

3

1
1(1)

18

小    計 297(15)

03,  10
(El,  E2,

E3)

S. Anatum

S. Leχington

S. Weltevreden

S. Amsterdam

S. Give

S. London

S. Meleagridis

S. Orion

S. Uganda
検討中

24(14)

7(5)

7(5)

4(4)

4

3(2)

2(2)

2(2)

2

1

小   計 455(36) 小    計 56(34)



表5 東京都関係検出サルモネラの血清型 一続一

〇群 血 清 型 分離菌株数

01,3,19

(E4)
S. Senftenberg

S. Krefeld

S. Dessaw

9(3)

3(3)

1

小    計 13(6)

oil

(F)
S. Rubislaw 出)

013

(G)
S. Havana
s. Newyork

S. Poona

S. Putten
検討中

2

1(1)

1(1)

1
3

小   計 8(2)

0  6,   14
(H)

検討中 1

016

(1)
S. Hvittingfoss 出)

O 群 血 清 型 分離菌株数

018

(K)
S. Cerro

S. Memphis

41( 1)

1

小   計 42( 1)

021

(L)

検討中 2

035

(O)

S. Adelaide

検討中

2( 2)

1

小   計 3( 2)

039

(Q)
S. Champaign

S. Wandsworth
検討中

6

2
1( 1)

小   計 9( 1)

不  明 検討中 9

合     計 1,510(185)

(  ): 海外旅行者再掲
*=S.  Sofia



表6 東京都で検出されたチフス菌のファージ型別結果(1991 年)

患者Na 患者住所 診 定 日
検 出 菌 の
フ ァ ー ジ 型

推 定 感 染 地 等

1

2*

3* ，

4*

5*

6*

7 *

8*

9

10

11 *

12

13*

14*

15*

16*

17

18*

19*

20*

墨 田 区

世 田 谷 区

墨 田 区

蓮 田 市

品 川 区

府 中 市

杉 並 区

土 浦 市

三 鷹 市

江 戸 川 区

目 黒 区

小 平 市

千 代 田 区

目 黒 区

大 田 区

葛 飾 区

新 宿 区

三 郷 市

青 梅 市

保 谷 市

1. 19

4.    9

4. 10

4. 17

4. 20

4. 23

4. 25

5. 21

5. 22

6.    5

6.

7. 19

8.   8

8. 15

9.    2

9. 17

9. 26

10. 28

11.   8

12.   8

DVS

Ml

Ml

El

El

D2

El

D2

UVSl

Ml

同定中

D2

UVSl

Ml

Bl

DVS

Bl

0

UVSl

D2

ネパール

ネパール

インドネシア

タイ、インド又はネパール

インドネシア

インド

インドネシア

インドネシア

インドネシア

インドネシア

フィリピン

韓 国

台湾人

ノ゙ングラディシュ留学生

タイ又はインド

ヨーロッノヽぐ

国立予防衛生研究所による結果

注:UVSI=Untypable Vi strain l ( 型別不能1)

: DVS  =Degraded Vi positive strain (A - degraded と同意)
* 海外旅行者

表7 東京都で検出されたパラチフスA 菌のファ― ジ型別結果(1991 年)

患者Na 患者住所 診 定 日
検 出 菌 の

フ アー ジ 型
推 定 感 染 地 等

1  *

2*

3*

4*

5*

6*

7

板 橋 区

新 宿 区

文 京 区

葛 飾 区

国 分 寺 市

保 谷 市

東 村 山 市

4.    2

5. 27

8. 22

9. 28

10. 11

10. 21

10. 26

5

2

5

1

2

2

1

インドネシア

インド

インドネシア

インド

パキスタン

パキスタン

国立予防衛生研究所による検査結果

注:* 海外旅行者



表8 東京都において確認された輸入消化器系伝染病患者の推定感染地(1991 年)

推定 感 染 地

細  菌  性  赤  痢

B      群 C  群

la lb 2a 3a 4a 6 不明 1 11 不明

赤
痢

ア
メ

ー
バ

コ
 
 

レ
 
 

ラ

腸

チ

フ

ス

パ

ラ

チ

フ

ス

D
 
群

不
 

明

計

香 港

韓 国

インドネシア

フィリピン

タ イ

シンガポール

マレーシア

ベトナム

インド

ネパール

パキスタン

バングラディシュ

ブータン

アジア複数国

イラン

ェ ジプト

ケニア

ノぐノ＼マ諸島

ペノレー

アルゼンチン

南米複数国

カナダ

フランス

ポルトガル

不 明

1

1   1     1

1

3 5       1

2 3 2 1 1 2

2

2 3   1

2

1 1

1

1

25

3

22

2

3

2

20

1

1

1

1

2

4

1

1

1

1

31

2

1

1

28

4

35

2

3

2

31

3

1

1

1

2

1

2

4

1

1

1

1

39

1

1

2

1

1

6

2

1

1

1

6

1

1

2

1

2

1

2

2

2

合   計 2 7 11 6 1 2 4 1 1  4 122 3 164 6 10 15 6



表9 尿道炎患者からの淋菌及びクラミジア検出状況(1991 年)

検 査 機 関 被検者数 淋菌陽性者数 淋菌・クラミジア陽性者数 クラミジア陽性者数

台東病院泌尿器科
(男子尿道炎患者) 321 115  (16) 2 6 (3) 66

衛 生 研 究 所 214 18 3 17

(  ):PPNG( ペニシリナーゼ産生性淋菌) 検出例再掲
クラミジアの検出は抗原直接検出法( 酵素抗体法) による

表10 梅毒血 清反 応試験成 績(1991 年)

都立衛生研究所

一般健康検診 妊娠時検診 婚姻時検診 病院その他の依頼

検 査 件 数 1,372 2 286 226

陽 性 件 数 62(50) - - 30(28)

(  ): 確認試験陽性件数

表11 由来別ウイルス検出状況( 衛生研究所、1991年)

検 査 材 料 検査件数
ウイルス

陽 性 数

検 出 ウ ィ ノレ  ス

リ

ケ

ッ
チ

ア

ー
ツ

ツ
ガ

ム

シ

単

純

ヘ

ル

ペ

ス

ー

型

ア
 
 

デ
 
 

ノ

い小
 

型
 

下
 

痢

ロ
 
 
 
 

タ

ム
 

ン
 

プ
 

ス

イ
 
ン
 
フ
 
ル
 
ェ
 
ン
 
ザ

ポ
 
 

リ
 
 

オ

ェ
 
 
 
コ
 
 
 
ー

コ
 

ク
 

サ
 

ッ
 

キ
 

ー

咽頭ぬぐい液
(うがい液を含む)

416 47 6  36  ・  1  ・  ・   ・  1  3  ・

糞       便 1,327 279 6  53 11 ・  ・ 72 104 32  1   ・

そ   の   他 467 197 2 104  ・ 72 15     ・  2  ・  2

合   計 2,210 523 14 193 11 73 15 72 104 35 4  2

*:  ELISA 法

**: 従来の小型球形ウイルス; 電顕法による検出

・: 検査実施せず



表12 月別ウイルス検出数( 衛生研究所、1991 年)

検出ウイルス/ 型 12月* 1 月2 月3 月4 月5 月6 月7 月8 月9 月10 月11 月12 月 小計 合計

コクサッキーBl

2

3

5

4

1

1

1           2

2 3

1

5

3

5

14

エコー    18

30

1 12 1  1

1 6 34 77 30 22 3 5

15

178

193

ポリォ    1

2

3

1              1

2            1  1

1  2         1    1

2

4

5

11

インフルェンザ

AHl

AH  3

1                    10

52 10

11

62

73

ム ン プ ス 3 3 3 1    1  1 2 1 15

口 夕 2 18 30 10 8    2 1        1 72

小 型 下 痢** 2 38 16 9 11    4      2    4 18 104

アデノ     1

2

3

4

5

6

14

37

41

型不明

1

1

1  1    2       1

1       2  2  3    1    1

1

1

1  3         2  1

1

1

1

1  3

1         1

5

11

2

1

7

1

1

1

4

2

35

単純ヘルペス1 型 1 1                      2 4

リケッヂア・ツツガムシ 2 2

合  計 10 109 59 22 25 17 57 84 32 28 21 23 36 523

*:   1990 年未掲載追加分

**: 小型球形(SRSV) と同じ



全 体で は76 種 類 に もの ぼ っ た。 高 頻 度 に 検 出 さ れ

た 血清 型 は国 内 分 離 株 で はS.  Enteritidis 、S.Ty-

phimurium 、S Hadar 、S.   Potsdam 、S.  Mon-

tevideo な ど で、 例 年 検 出 頻 度 が 上 位 に あ るS.Li-

tchfield は 第9 位で あ っ た。 S. Enteritidis 、S. T-

yphimurium 、S.  Potsdam 、S.  Montevideo が

高 頻 度 な の は こ れ らに よ る集 団 食 中 毒 事 例 が 本 年

多 発 し た こ と によ る。都 区 検 査 機 関 の 分 離 株で は

S. Hadar 、S.  Enteritidis 、S. Tennessee 、S.Inf-

antis 、S. Cerro 、S Thompson の 検 出 頻 度 が高 く、

予 防 医 学 協 会 の そ れ とよ く類 似 し た。 海外 由 来 株

の 検 出 頻 度 はa Blockley 、S Derby 、S Anatum 、

S Hadar の 順 で、 例年 と大 差 ない 。

表6 及 び7 には 、 そ れ ぞ れ チ フ ス 菌 と パ ラチ フ

スA 菌 分 離株( 東 京 都 関 係) の フ ァ ー ジ型 別 結 果

(国 立予 防衛 生 研 究 所 フ ァ ー ジ型 別 室 で 実 施) を

示 し た。 検出 チ フ ス菌 は前 年 よ り11 株 少 な く20 株

で 、 そ の うち15 株(75%) は 海 外で の感 染 例 由来

で あ った 。 パ ラチ フ スA 菌 の検 出数 は 前年 同 様7

株で 、6 株(85.7%) は 海 外 由 来 例 で あ っ た。 検

出 さ れ た チ フ ス菌 や パ ラチ フ スA 菌 の大 部 分 は血

液 由 来 で あ る が、27 例 中3 例 は糞 便 、 ま た1 例 は

膿汁 に由 来 す る も ので あ っ た。

表8 は 、 消化 器系 伝 染 病 患者 の う ち海 外 で 罹 患

し た と 推 定さ れ る症 例 の 推 定 感 染 地 を 疾 病 別 にま

と め た も ので あ る( 東 京 都 衛 生 局 医 療 福 祉 部 結 核

感染 症 課 資料 に よ る) 。 細 菌 性 赤 痢 が164 例 と 最

も多 い が、 そ の 主 な 推 定 感 染 地 は 例 年 同 様 イ ンド 、

タ イ、 イ ンド ネ シ アな ど で あ っ た 。 ま た 、 コ レ ラ

がlO 例、 腸 チ フ ス15 例 、 パ ラチ フ ス6 例 、 ア メ ー

バ 赤 痢6 例 が 認 め ら れ たが 、 こ れ ら の ほ とん ど は

ア ジ ア地 域 で の 感 染 例 で 、 な か で もイ ンド ネ シア

にお け るコ レ ラと 腸 チ フ ス の 感染 例 が 目 立 っ た。

な お 、 表 に は 示 さ な か っ た が、 前年 増 加傾 向 に

あ っ た ア メ ーバ 赤 痢 の 国 内 発 生 例 が 本 年 も14 例 認

め ら れて い る。 参 考 ま で に 細 菌 性 赤 痢 の国 内 散 発

例 数 は15 例で あ っ た。

都 立 台東 病 院 泌 尿 器 科 お よ び 衛 研 に お け る 淋 菌

及 び ク ラ ミ ジ アの 検 出 状 況 を 表9 に 示 し た。 検 査

総数は両者あわせて535 例で、そのうち淋菌検出

例が133(24.9%) 、クラミジア検出例が83(15.5

%) 、また、両者が同時に陽性であったものが29

例(5.4%) で、この陽性率は昨年とほぼ同様であ

った。なお、ペニシリナーゼ産生性淋菌(PPNG)

が前年の検出率のほぼ2 倍に当たる全淋菌分離株

162 中19株11.7% から検出されている。

衛研本所及び支所で実施した梅毒血清反応試験

の成績を表10に示した。取扱い総数は前年なみの

1,886 件で、このうちガラス板法、緒方法( ある

いはガラス板法、RPR カ ード法) によるスクリー

ニング(STS 法) での陽性は92件(4.7%) であっ

たが、さらにTPHA 法及びFTA-ABS 法による確

認試験が陽性と判定されたのは78件(3.9%) であ

った。

表11及び12には、衛生研究所において実施した

ウイルス検査の成績を示した。総検査件数は糞便

や咽頭ぬぐい液など2,210 件で、これらのうち553

件(23.7%) から病原ウイルス( リケッチアを含

む) が検出された。検出ウイルスはエコーウイル

スなど10 種で、それぞれの抗原型を加味するとそ

の種類は26にわたる。主要検出ウイルスはエコー

ウイルス30型で、これは1991年6 月から9 月にか

けて都内各地において本ウイルスによる無菌性髄

膜炎の流行が繰り返された結果である。次いで高

頻度に検出されたのは冬季下痢症の原因病原体と

して注目されている小型球形ウイルス(SRSV) と

ロタウイルスで、その大部分はカ牛を原因食品と

する集団下痢症及び乳幼児嘔吐下痢症散発例由

来である。なお、5 月にはわが国で第4 例目にあ

たるC 群ロタウイルスによる集団下痢症例があり

注目された。インフルエンザウイルスは73株分離

されたが、このうち62株は1 月から2 月にかけて

検出されたAH3( 香港型) 、 残りは12月より認

められているAHI( ソ連型) である。また、昨今

わが国において患者数の増加が指摘されている「ツ

ツガムシ病」患者2 名の血液から病原体であるリ

ケッチア・ツツガムシが検出された。

(細菌第一研究科 山田澄夫)
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